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プロローグ

女官と皇子のエトセトラ


外伝　カミールのある日









　かつて、創造主は世界を創った。

　精霊は世界を形づくり、万物には精霊が宿った。

　巡りゆく世界を大精霊に任せた創造主は、永い眠りについている。

　ここは精霊との約束の地、精霊は理を知っている。


──創造神話より










プロローグ









　訓練場の向こうを一人の女官が軽やかに駆けていく。

「殿下？　何見て……ああ、アティヤですか」

「……何が言いたい」

　身のこなしが軽く、まるで踊っているような動きなので思わず目が追ってしまっただけだ。そんな彼女のまわりにはいつも精霊がいる。

　じろりと睨んでも、侍従は口が緩むのを抑えきれず面白そうにした。

「行くぞ」

「はい、我が君」








◇女官と皇子のエトセトラ









　多民族国家であるオスマニア帝国の中心地、王都トプカム。その王宮にある武術宮の下っ端女官アティヤは元踊り子である。楽ではないが、この仕事に就けて良かったと毎日感謝しながら働いている。

　アティヤはとある一座で産まれた。母は一座の看板踊り子。美しく妖艶な容姿を存分に活かし、光り輝く赤いルビーと呼ばれていた。そんな稼ぎ頭にある日突然、妊娠していると聞かされた長は卒倒しかかったという。

　アティヤは幼少期から踊り子に成る可べく教育を受けて育った。母のように麗しく成長するよう期待されていたが──残念なことにそうはならなかった。母は類い稀なる絶世の美女なのだ。そう簡単にいくはずもない。

　表向き芸を売る一座であったが──色を売ることもあった。長が斡旋するものでなく個々人に任せたもので、あくまで容認といった形である。まだ踊れる若いうちにまとまった金を稼ぎたい者もいたからだ。アティヤの母も色を売ることがあった。自分が気に入った男のみ、そして決まって大金持ちであったので、かなり吹っ掛けた金額を提示していた。その一部を一座に納めていたため、相手によっては売り上げの大部分を占めるときもあったようだ。

　商売人である長は人徳のある男でもあった。膝を悪くし、旅は続けられなくなったと息子に世代交代してからが問題である。この息子、父親のような人間ではなかったのだ。

　新しい長は、踊り子たちに色を売ることを勧めた。己は苦労せず、芸を売るより簡単に儲けられるからである。奨励はやがて半強制的なものへと変わる。踊り子たちは一致団結し、一座を見限ることにした。それぞれの伝手をフル活用し、踊り子を続ける者は別の一座に入り、または気ままに旅に出た者もいた。

　アティヤは進む道を迷っていた。持ち前の運動神経の良さで曲芸は得意なのだが、踊りはそうでもなかった。技術はあっても色気がないのだと散々言われてきたのである。曲芸だけでやっていくには技術がいま一歩足りない。そもそも、高度な曲芸を教えられる人間もいなかった。

　どこかの一座に寄せてもらうか、それとも全く別の仕事を探すのか。皆が水面下で転職先を探しているなか、アティヤが新しい長に言われたことと言えば、「このまま人気が無く指名料も取れないようなら体を売れ。でないとお前の居場所はないと思え。──母親はあれほど稼ぐのに、娘ときたら」である。

　驚くことに、その母は結婚という道を選んだ。いつ捕まえていたのだか、地方役人の高官である。母はアティヤに提案した。

「これからどうするか迷ってるんでしょう？　王宮で女官を募集するみたいだけど、アティヤ応募してみる？　推薦人も身元保証人も新しい旦那様がしてくれるから、そのあたりは問題ないわよ」

　アティヤは飛びついた。推薦人が地方役人ならばっちりである。合格率も上がる。

　アティヤは無事試験に辿り着き、面接では持ち前の明るさと元気、体力、笑顔を売り込んだ。体力のいる仕事をし、旅暮らしをしてきたのである。そのへんの街のお嬢様たちとは体力面で格が違う。

　そうして運良く女官になることができ、王都へ向かうアティヤに母は言った。

「何かあったらいつでも母を頼っていいのよ。あまり心配はしてないけどね。愛しい娘、私の宝物、あなたには精霊の加護があるからきっと大丈夫──きっとね」











　　　　　　　○






　──ドタンッ！

「っ……痛ぁ……。え！　暗!!」

　窓の外に見える景色は真っ暗である。どうやらアティヤは寝台から床に落ちたらしく、右半身がじんじんと痛む。

　自分はいつ寝てしまったのだろう。自室に帰った覚えもない。よく見ると、ここが第二医務室であることに気付いた。長期の入院患者が使う部屋であり、現在使用者はいないものの、寝台の敷布等のチェックや掃除に来ていたはずである。

　部屋も、精鋭部隊の訓練場であるこの武術宮自体も、寝静まったようにしんとしている。

「ややややばいかもしんない！　……あれ？」

　転がった床から寝台の裏側が見え、月の光の反射か、何かが一瞬光っているように見えた。不備があればアティヤたちの失態である。手を伸ばし手探りで探ってみると硬いものに触れ、掴んで引っ張った。

「……え？」

　全く予想していなかった、短剣である。全長はアティヤの前腕の長さくらい。まさかと思って鞘から引き出してみると、刀身が月光に反射して銀色に光る。

　医務室に剣がある訳ない。訓練用の武器の類はちゃんと保管庫にしまっている。そもそも寝台の裏側にひっかけてあるなど、わざわざ隠していますと言っているようなものだ。

「まずくない？」

　サッと血の気が引いた。何のためか分からないが、良いことではなさそうだ。

　どうしよう、どうしよう──

　迷った末、とりあえず保管庫にしまおうと決めた。

　部屋を出ると灯りはまったく点いていなかった。とうに消灯時間であり、すなわち女官寮の帰宅時間も過ぎている。同室の友人が多分うまく誤魔化してくれているだろうが、早く帰らなければ。

　武術宮は、訓練や試合に使われる大きな中庭パティオをぐるりと囲むようにして建てられている。廊下は柱廊式で、二階部分は胸の高さの手すり壁。訓練の様子も上から見えやすい。

　アティヤのいる場所は二階の廊下、保管庫は一階の向かいにあり、離れたところにある階段を使って下りると時間がかかる。

　アティヤは廊下から身を乗り出して下を覗き込み、手すりに足をかけた。誰もいないからこそできる芸当である。持ち前の運動神経の良さと身軽さ、踊り子時代に鍛えてきた曲芸のスキルをもって、躊躇なく飛び降りた。たん、と猫のように着地する。女官長や女官に見られたら卒倒されるだろう。

　──やっぱり高い所から飛び降りるのって楽しい……。

　満足気なため息をついて、前へと駆けだした。

「おい待て」

　低く鋭い制止の声が響いた。間違いなくアティヤに対してだ。アティヤはその場にビタリと止まり、声がする方──真後ろを振り返った。

「リヒト殿下……!?」

　美しい顔を険しくさせ、第三皇子のリヒト殿下がアティヤを睨んでいた。彼は武術宮の隊長であり、将軍の一人でもある。

　柔らかい月の光が殿下に降り注ぎ、真夜中であるのに彼の姿がしっかり見える。陽の下では金色の髪が、不思議と今は銀色に映った。大きな切れ長の瞳は暗く、整った鼻梁に影が落ちている。その瞳が透き通った湖のような空色だということも、唇は品が良く、顔のラインは完璧であることも、体躯は逞しく鍛えられていることも知っている。衣服は闇に溶けるような色合いで、それがまた彼を際立たせている。時刻も相まって、この世のものとは思えないような──まるで月をなす精霊のような、美しさと色気があった。

「何を、している」

　殿下の登場に、ほぅ……とうっとりしている場合ではなかった。ものすごく怪しまれている。ものすごくマズイ事態である。

「すっ……すみません！　寝過ごしてしまって、今から、保管庫にしまうべく」

「保管庫ならとうに施錠されているだろ」

　そうだった！

「その手に持っているもの、貸せ」

　やばい。どう考えてもヤバイ！

「いやあのこれはさっきその」

　アティヤが持ってきた短剣はさっと取り上げられた。リヒトは鞘を抜くと刀身を月にかざす。少しでも変な動きをすればすぐ振り下ろす、という意思を込めて睨まれた。殺意混じりの視線に身が凍る。

　リヒトはアティヤを牽制しながら剣先に指をすべらせ、舌打ちをした。

「毒だな」

「……えっ？」

「さっきの身のこなし、お前、暗殺者か、間者か？」

「…………はっ？」

「まぁハイそうですと頷くわけない、な」

　そこから先はどうされたのか分からない。腕を引かれたのか肩を押し込まれたのか、ものすごい力に振り回されて、首の後ろのあたりに強い衝撃を感じた。

　──ような気がする。







　薄うっすら目を開くと、まず白い布が視界に入った。精緻な模様の美しい絨じゅう毯たん、青や緑のアラベスク模様のタイル……ミントのような清涼感のある香り。自分の部屋ではない。腕だか肩だかが痛む。どうやら後ろ手に縛られているらしい。声を出そうとすれば、布のようなものを噛まされているようで、「あうあう」というような声しか出せない。

「起きたか」

「はうー？」

　声がした方に首をやる。リヒト殿下がこちらを見下ろしていた。黒い上衣に黒いズボン、藍色の腰帯を締めている。昼間の訓練時には見ない格好である。壁面にはいくつもランプが灯されており、彼の美しさも、険しい目つきもよく見えた。

　こんなに間近で殿下を見ることはなかなかない。眼福である。こんな状況でさえなければ。

「悪いが服は全て切り裂いた。毒入りの短剣以外に仕込んでないか確認のためだ。布を噛ませているのは自害させないため。すぐに舌を噛む間者もいるからな」

　ややややっぱり！　この開放感あふれる肌の感じは、全裸だからか！

　アティヤは寝床の上に横になり、薄い毛布をかけられていた。肌触りも良く、うっかり寝てしまいそうなふわふわの心地。華美過ぎないが美しく広い部屋、贅ぜい沢たくなランプの数、露草色の帳が垂れ下がった天てん蓋がい付きの寝台。

　裸のまま床に転がされていないのが不思議である。

「うぇんあおへうぁ？」

「……うん？　ここは俺の部屋だ。聞きたいこと合ってるか？」

　こくこくと頷いた。

「武術宮殿付き女官、アティヤだな？」

　もう一度頷く。まさか名前を知ってくれているなんて……と思ったが、部下に確認したのだろうと考え直す。

「宮殿入りして二年くらい。身元は、地方の役人か。何とでも詐称できそうなところだな。持っていたのは柄に毒を仕込んでいた短剣。あらためさせてもらったところ、他には持っていなかった。合ってるか？」

　短剣を持っていたのは事実だが、アティヤのではない。

「ふぉれ、おっうぇうああいこれ、取って下さい」

「毒は調べさせた。簡単に手に入るようなものではないことは分かっている。濃度と傷によれば死ぬ」

「うぇっ？」

「お前は暗殺者か？」

　猛烈に首を振った。

「じゃあ間者か？」

　千切れんばかりに首を振った。

「……まぁ、普通は白状しないよな。身のこなしは軽そうだが、どちらにしろ暗殺の技量はお粗末だ。俺の殺気にも気付かなかったし、隙をみせても攻撃してこない」

　緊張感と少しの殺気を滾らせていた殿下の顔がゆるむ。

「だが、毒仕込みの短剣を持っていたのは事実だし、ただの女官だという証明もできない」

「……」

　小さく、殿下の顔が苦しそうに歪んだ。彼が何を言おうとしているのか、アティヤはさっぱり見当がつかない。

「慣例通りなら、軍部の取り調べに引き渡さないといけない。そこでは尋問が行われる。なんとなく想像はつくだろう？　もしお前が無実だとして──無実が証明されたとき、無傷ではいられないことぐらい」

　そのとおりだ。ぞっとし、全身から脂汗が出る。軽い骨折くらいならまだいいかもしれない。鞭や棒で打たれたり、拷問にかけられたり、最悪の場合死ぬこともあると聞く。

　どうしよう、どうしよう、どうしよう!!

「だから──」

　殿下がそこで言い淀む。大きく息を吸って固まり、表情がさらに苦渋に満ちたものになった。

　アティヤはすがるような思いで続きを待った。

「俺の、愛人に、なるか」

　──んっ？

「もし、暗殺者や間者として送り込まれたのであれば、そんな技量しかないのに行かせた雇い主など見限って俺のところにいればいい。二年ものんきに女官仕事やってたんだ。そこまで仕事熱心じゃないだろう？　居場所はつくる」

　──えっ？

「本当にただの女官だった場合は、不運と俺を恨め。この件が片付き次第、愛人はやめればいい」

　──ええっ？

「アティヤが、いつも頑張って真面目に働いていることを俺は知ってる。ちゃんと、見てた」

「うぇえええっ!?」

「驚くことか？　武術宮は俺の管轄だから、そりゃあ見てるよ」

　女官も一部下として見てくれていたのだろうか。この殿下、兵士の皆から慕われている理由が分かる。

「だから──どうする、アティヤ」

　後ろ手に拘束されたまま寝台に転がったアティヤと、実直な顔をして見下ろす殿下のまなざしが合う。

　アティヤに選択肢など無いに等しい。

「あひぐんうー、あう」

「愛人になる、で合ってるか？」

　こくこくと二度頷いた。

　リヒト殿下も小さく頷いて、口を真一文字に結んだ。部屋の奥へ向かい、手に小瓶を持って戻って来る。紅い液体だ。アティヤとしっかり目を合わせたあと、殿下はその液体を一気に飲んだ。

　──なんだろうアレ。

「……それじゃあ失礼する」

「？」

　殿下が、毛布を勢いよく剥いだ。ひらりと舞ったそれは床に落ちる。あとは全裸のアティヤである。

　──そうだ、愛人になるって、そういう意味だ!!

　踊り子時代の姐さんたちの、いろいろな閨事話が頭を巡る。特に、最初は痛いらしいことを。

　アティヤ二十歳。珍しいことに、まだ処女であった。

「俺を殺そうとしないよな？　やろうとしても無理だろうけど」

　きらりと光る短刀を片手に殿下が言った。驚いたアティヤが頷く前に、その短刀で手首を縛っている縄を切られる。解放されて楽になったが、皮膚にじりじりする痛みが残った。

　口に噛まされている布を解こうとすると、両手を取られて阻まれる。

「アティヤが喋ったら俺の決心が鈍る。できれば、そのままにしてほしい」

　──どういうこと？

　首を傾げてみたが、殿下は目をぎゅっと瞑って左右に首を振った。

「はう」

　よく分からないけれど、了解の意を示した。

　寝台に上がった殿下と向かい合う形になる。もう一度頷いてみせると、両肩を押されて押し倒された。殿下はただじっと見下ろしてきて、何も言わない。アティヤは喋れない。

　殿下と夜を営むなんて考えもしなかった。殿下も同じだろう。殿下は──リヒト殿下は、女嫌いだと言われている。女官仲間によると、これまで浮いた話もなく、特定の恋人も聞いたことがないらしい。男が好きなのではという噂もある。それらを考えると、アティヤを相手にしなくてはならない状況が申し訳なくも思えてくる。殿下が抱かなければアティヤは尋問室行きなのだ。下手すれば死ぬかもしれない。簡単に首を刎ねてきた皇族も過去に沢山いたが、リヒト殿下は優しいのだ。きっと、皇族であるには苦しいくらい。

　殿下の顔は緊張している。大丈夫なのだろうか。女に触るとアレルギーが出る体質とか、そういうのではないですよね？　と視線を送るが伝わるはずもない。

　こくこくと、頷いておくことにした。私は大丈夫です、お願いします、という気持ちだった。

「……か」

　絞り出すように殿下が言う。目で続きを促した。

「可愛い人だと、思ってたよ。アティヤのこと」

「んん!?」

　殿下はそれだけ言うと、アティヤの胸に顔をうずめた。ぺろりと乳首を舐められる。

　そこまで気遣わなくていいのに。どこまでも優しい皇族である。

　ぺろりぺろりと胸を舐められ、もう片方も優しく揉まれる。なんだか大型犬みたいだなぁと思っていたら乳首を吸われた。舌先で転がされ、くすぐったいような、たまらないような、体が勝手にぴくりと跳ねた。殿下に対して不遜なことを思ってしまったのがバレたかと思う。

　姐さんたちは、前戯は大事だと言っていた。それで男の度量が知れるとか、こちらの昂ぶりも変わってくるとかなんとか。アティヤには比べる対象もいないが、殿下のこれは痛くないし、手つきも優しく、すごく良い。私の胸って気持ち良くて甘いのかな？　と思ってしまうくらい、丁寧に愛撫してくれている、たぶん。

　しかし全くこちらの顔を見ない。

　アティヤの顔を見ると萎えるからだろうか……。申し訳ないのと、少しだけ胸が痛かった。

　殿下が胸から腹へ、口づけを落としながらおりていく。

　今から積極的に使われるであろうアノ部分は、最近脱毛処理したばかりである。良かった。

　殿下がアティヤの膝を掴み、左右に開かせた。そこでアティヤはあることに気付く。

「はうっ！　うぇんふぁ、ああい、うぇいえうああひ」

「？　……なんて言ってるんだ？」

　殿下は身を起こし、アティヤの顔を見た。アティヤは殿下と、壁面に並んだランプを交互に見やる。贅沢に灯りをつけているので室内は明るく、色々とよく見えてしまうのだ。注文をつけられる立場でないのは分かっているが、少し恥ずかしい。せめて、灯りを一つか二つにして欲しい。できれば寝台の横にある脇机のランプも消して欲しい。

「……ええと、灯りを消して欲しいってことか？」

「あう。うおひふぁうぇえおはい。すこしだけでも」

　ここでようやく、アティヤと殿下の目が合った。途端に殿下の顔が赤くなる。殿下は両手で顔を覆い、俯いた。

「うぇんあでんか？」

　奇妙な静けさで五秒ほど待つと、殿下は顔を上げた。頬の赤みはまだ残っている。

「俺は、こういったことに、不慣れなんだ。明るくないと、その……間違うかも」

「ふぁう？」

「痛くしてしまうかも、ってこと」

「あう……はうはう」

　率直に、殿下が可愛く見えたので良しとした。

　不慣れとは。間違うとは。

「……続けていいか」

　こくこくと頷くと、殿下はアティヤの両膝を大きく左右に開いた。丸見えで恥ずかしいが、間違ってしまうかもしれないのなら仕方ない。

　殿下が秘された部分を舐めた。周囲をなぞられたり、敏感なところに吸い付かれたり、愛するように舐められる。姐さんは、下手な人は舐めても痛い、とか何とか言っていたことがあったが、殿下のは痛くない。未知の奇妙な感覚に逃げそうな体を、殿下はがっちりと掴んで離さない。時折跳ねる肢体を押さえつけ、殿下はただただ無言に愛撫を続けた。

　やっぱり犬みたいだ……と思った矢先、なかに指が入った。舌の動きが巧妙になり、甘いような、いたぶられているような、よく分からない快感に背中が弓ぞりになる。また生意気なことを思ってしまったのが伝わったのだろうか……。指の圧迫感が増え、ぬるぬると動かされている。それが気持ち悪いような、舌の動きが快感を導いて気持ち良いような──

　静かな室内に、水気のある音が聞こえ始めた。指の本数はたぶん増えている。アティヤの体も汗ばみ、呼吸が荒くなっていた。布を咥えているので少し辛い。しかしこれがなければ殿下を求める甘い声が出ている。アティヤはぐっと噛んでこらえていた。

「そろそろいいか？」

　もうとっとと入れてほしい。アティヤは頷いた。

　殿下は衣服を全部脱いだ。短刀は寝台の隅に置いている。アティヤの姿も丸見えだが、殿下の凛々しく美しい肢体も丸見えである。橙色の灯りに照らされ、鍛えられた筋肉が影をつくり、殿下の火照った顔も色気たっぷりによく見える。

　──が、眼福……。

　視界の隅の方で、殿下の陰茎もちゃんと興奮なさっていた。アティヤとしてはそこを心配していたので、ほっとする。

「痛かったら抗議して」

　殿下のそれが蜜口に当てられ、ぐっと迫ってくる。アティヤの心は受け入れ態勢万全だが、体の方はなかなか受け入れようとしない。脂汗がどっと出た。

　殿下が熱いため息をつきながら、じりじり突き進んでくる。

　──痛い。でも、ガマン。

　殿下も汗をかいていた。耐えるような苦悶の表情は甘美で、ほうっとため息をつきたくなる美しさである。

「き、つ……。痛いよな、ごめん」

「ふぁうー」

　痛いが首を振った。もうここまできたら突き進め、殿下。

　殿下はアティヤのこわばりを何とか解そうと、花芽を愛撫しつつ、挿れていく。あともう少しである。最後のひと押し、殿下はぐっと押し入った。

「あう！」

　痛い！

　たぶん最後まで入った。アティヤの感覚としてはこれ以上なくギッチギチである。

「はいった……」

　大きく息を吐いた殿下はこれにて任務完了だが、アティヤの目から勝手に涙がぽろぽろと零れるのを見て、面白いくらいにオロオロし始めた。

「あうー……」

「だっ、大丈夫……じゃないよな」

　アティヤを泣かせている原因のソレを抜けばいいのか迷っているようで、とりあえず噛んでいる布を優しく解いてくれた。

「アティヤ……」

　困った表情をしている殿下に対して、まず何と言うべきか、アティヤは迷った。

「で、でんか……。その、これで既成事実、できましたね」

　──何かもっと気の利いたことは言えなかったのか。

「ああ、そうだな」

「ええと、何から、話しましょうか……」

　沈黙である。

「俺のコレは、抜いた方がいいよな？」

「せっかく入ったんで、抜かなくていいです」

「えっ、そうか？」

　アティヤの返答に、殿下はたじろいだようだった。

「まだ痛いので、そのままじっとしていてくれると助かります。……萎えちゃいますか？」

　殿下は斜め下に視線をそらした。「当分萎えそうにない」

「殿下、動きたいですか？」

「えっ……」

　アティヤと目を合わせた殿下は顔を赤くし、まごついた。アティヤから笑みがこぼれる。この皇子、可愛すぎないか。

「もうちょっと、待っててください」

「……ああ」

「その間に聞いてください殿下。私は暗殺者でも間者でもなく、ただの女官です。身のこなしが軽いのは元踊り子だったからです。曲芸も多少、仕込まれています。体力もあります。むしろそれしかないくらいです」

「あの短剣は」

「第二医務室にある寝台の裏にありました」

「……どうして消灯時間もとっくに過ぎた、あんな夜中にいた」

「その、どうやら、眠ってしまったようで」

「は？」

「ふっ普段はそんなことしないですよ？　勤務中に居眠りなんてしたことないですよ？　夕方、今日の最後の仕事で第二医務室の清掃に行ったんです。それで、なぜか寝台につっぷして眠ってしまったみたいで……。あそこは今誰もいませんし、業務も終わりごろで人通りも少なかったですし、廊下の窓からちょうど見えなかったから気付かれなかったのかもしれません。私自身どうして眠ってしまったのか、信じられないんです」

　自分で話しながら、どう考えても怪しいなと思った。もっとうまい言い訳くらい作れそうである。

「話だけ聞くと、信じがたいな」

「でででですよね。でも本当なんです」

　殿下は小さくため息をつく。

「俺もそう思う。嘘をつくにしてももっとそれっぽい話も作れるだろうし。それに……だな……」

　言い淀み、殿下は二人の結合部に目を落とした。アティヤは閃いた。

「わっ、私、処女でした！」

「やっぱり……。アティヤくらいの戦闘能力で、処女の暗殺者も間者も、ありえない、よな……」

「で、ですよね！」

　処女であることがここで証明になるとは。目を輝かせるアティヤに対して、殿下の目の色が沈んでいく。

「お、俺は……」

「殿下？」

「すまなかった……」

　殿下が謝る訳が分からない。なかに入ったままのアレも萎えそうな感じがする。

「殿下！」

　アティヤは殿下の手を引っ張った。両手で掴み、強引に自分の胸を触らせた。「アティヤ？」硬直したように動かない殿下の手を、上から抑えるようにして押し付ける。元気でいてくれなければ困るのだ。

「殿下、あとで話しましょう。今はこの続きをしましょう。ようやく慣れてきたと思いますし、殿下も動きたそうだったじゃないですか」

「いや、それは」

「折角痛いの我慢したんだから、殿下のそれで、私のここ解しといてくださいよ。次にするとき、また同じように痛いの嫌なんですよ。チャンスなんです！」

「ちゃ、チャンス？　いいのか？」

「できれば気持ち良くしてください」

「努めます」

　殿下は神妙に頷いた。そのような顔をすると、知性が滲んでまた格好いい。「殿下ってほんとう、きれいな顔してますね」本音が口から零れた。殿下はふっと笑って「どうも」と言う。お世辞じゃないのに。

　殿下はゆっくり動き始めた。アティヤは殿下の息遣いを聞きながら、これは不運などではなくて、幸運だったのではないかと思った。新しい長に身売りさせられそうなところだったのが、処女を奪ったのはこの国で高いところにいる、優しく美しい皇子様。遠目で見つめ、密かに憧れていたリヒト殿下である。女官仲間と「今日も格好良かったね」とか「今日は近くで見れたのよ」など言い合っていた、武術宮の主。殿下とどうにかなりたい、なんておこがましい思いはなく、ただただ憧れの人だった。

「痛くないか？」

「もうちょっと早くしても、大丈夫ですよ」

　たぶんもう二度とないだろう殿下との閨事だ。あんなことがなければ、殿下がアティヤを抱くことはなかった。

　殿下は少しスピードを上げた。空気をはらむ水音が聞こえてくる。痛くはない。気持ち良いのかどうかは分からない。でも、悪くない。

　アティヤの腰を支えていた殿下の手が、おそるおそるアティヤの手へと伸びる。まるで許可を求めているようだった。いいのかな、という気持ちでアティヤから指を絡める。そのとき笑った殿下の顔が、苦しそうだけれど、あどけない少年のような眩しさで、アティヤの胸がきゅんと高鳴った。

　アティヤの手をシーツに縫い付けるようにして、殿下が覆いかぶさってきた。殿下のとろけた瞳が近づいてくる。唇にキスされるのかと思ったが、殿下は首元に顔をうずめた。肌に触れる唇があたたかい。

「殿下……」

「名前を」

「……り、リヒト殿下？」

「そう」

「えと……リヒト殿下、優しくしてくれて、ありがとう、ございます」

　殿下がアティヤの肩を甘噛みした。

　──やっぱり大型犬みたい。

　むず痒さと切ない甘さを感じていると殿下の動きが激しくなった。さっきまでは手加減してくれていたのか、とんとんと奥に当たっては快感を引き起こすような抜き差しが続く。圧迫感は辛いのに痛くない、むしろずっと続けてほしいとさえ思う、優しく暴かれていくような感覚に甘い悲鳴が出た。

　変な感じがする、どうすればいいですか殿下──そう思ったとき、唐突にじゅぷりと抜かれ、アティヤの腹の上に殿下の欲望が撒かれていた。

「すまない……」

「え、いいですけど」

　殿下はそのへんにあった黒い布──間違いなく先ほどまで着ていた服──を取り、アティヤの腹を拭いた。自分のモノも拭く。そしてアティヤに目をうつそうとし、シーツに滲んだ赤色が視界に入って顔がこわばる。

「血、出ちゃったんですね。汚してすみません」

　破は瓜かによる出血は必ずしもあるとは限らないと、姐さんから聞いていたのだ。

「本当に、すまない」

　姿勢を正し、頭を下げようとした殿下をアティヤが慌てて止める。恐ろし過ぎる。

「やめてください。殿下は何も悪くないんですって！　怪しいのは私ですし、規則通りなら拷問コースですよ!?　むしろ助けてくれたんですよ」

「だが、あのとき……」

「猛毒が塗られた短剣持って、あんな時間にあんなところにいた私が、どれだけ不運であったとしても、人生詰んでたんですよ。幸運なのは、私を捕まえたのが殿下だってことです!!」

「見なかったことにすれば……」

「いや、無理でしょう!?　殿下に謝られるとか、心臓破裂しそうなんですけど！」

「それは大変だ」

「大変なんです」

　この殿下、天然である。

　裸のまま、お互い正座して向き合い、しばし黙り込んだ。

「そうだ。俺はこのとおり気持ち良かったけど、アティヤはイってないよな」

「イくって感覚がよく分かりません。姐さんたちからは色々聞いて、耳年増ですが」

「えーと。もっと触らせてくれたら、イけるかもしれない」

「えっ、別にいいです恐れ多い！」

「まぁそうだよな……」

　殿下は恐縮した様子だった。

　──これは、殿下に触られるのが嫌だと受け取られている？　そんな風に聞こえてしまったのかもしれない？

　アティヤは焦った。

「殿下にえっちぃことされるのが嫌って訳じゃないです！　これ以上、殿下のお手を煩わせるわけにはいきません」

「気を遣わせてごめんな。そうだよな、普通、これ以上触られたくないよな。気持ち悪いこと言って、すまない」

　殿下が軽く頭を下げた。まったく分かっていない。けれどこれ以上言っても仕方がなさそうだ。

「殿下は気持ち良かったですか？」

「うん」

「なら、光栄です」

　殿下は困ったように笑った。床に落ちている毛布をひきあげ、アティヤに渡す。「少し待って」と寝台を下り、天蓋で隠れて見えない奥の方へ行った。布が擦れる音がする。

　殿下は両手に布の塊を持って戻って来て、寝台の上に置いた。一つ広げたのは白い上衣、袖がない形のものである。襟元を縁取るように刺し繍しゅう文様が入っている。それをアティヤの頭からかぶせた。

「俺の衣で悪いが、とりあえず着てくれ」

　衣からは爽やかな匂いがした。アティヤが着ると首元は大きく開き、袖口が二の腕までかかる。裾はたぶん太腿の上くらいで、そこにも襟と似たような刺繍が入っている。この煌めき、もしかして金糸ではないだろうか。もう一つ、七色の海を思わせる模様が織られた幅広い布を渡された。スカート代わりに巻くためだろうが、高価な手触りに震えて使えない。

「ちょっと頼んでくるから、待っていて」

「はい」

　黒いズボンと同色の羽織を着た殿下は部屋を区切る衝立の向こうに消えていき、それから扉の開閉音が聞こえた。アティヤは座ったまま待ち、きょろきょろと部屋を見渡した。壁面のタイルが美しい。昼間、明かりの差し込むなかで見るとまた違って見えるのだろう。部屋を仕切っている衝立は、上部と下部が透けるように作られている。そこにも翠玉色で描かれたアラベスク模様のタイルが装飾されており、落ち着きある佳麗さだ。

　寝台から見える壁際には数個の楽器が置かれていた。ウード、カーヌーン、使い込まれたリク。きちんと手入れされている光沢がある。そういえば殿下の母君は元楽士だと聞いたことがある。

　演奏に合わせて踊ることは好きだった。踊り子当時は平らだったこの胸も、ここ二年でようやく膨らみ、絶世の美女である母には及ばないが悩ましいラインは出来上がったのだ。今踊れば、あの頃のように色気がないとは言われないかもしれない。

　一人で静かにしていると、しっとりした暗闇を感じる。たぶんまだ真夜中だ。気を失っていたようだけれど、存外早く目覚めたのかもしれない。

　ころんと寝転び、天蓋の天井を見た。寝台は広く、アティヤが三人並んでも余裕がある。心地よさに目を閉じ、一座にいたころ歌っていた唄を口ずさんだ。指導してくれた前の長は、アティヤの声を綺麗だと褒めてくれた。

　──長も、皆も、元気にしているかな。お母さんは……あの人はどこでだって元気だろうな。前の手紙でも変わりなさそうだったし。

　脳裏にあの頃を思い出しながらいくつか歌っていると、曲の節目で遠慮がちな声がした。

「アティヤ、待たせた」

　ビックリして目を開くと、殿下が壁にもたれて立っている。部屋に戻ってきていたことには全く気付かなかった。これが武人の気配を消すとかいう技術なのか。アティヤは慌てて身を起こす。

「い、いえ！　すみません！」

「アティヤは歌が上手いのだな」

「いえいえいえいえ滅相もありません！」

「……本当のことだけど。近くに寄ってもいいか？」

　ここは殿下の部屋なのだし許可を取る必要もないのでは、と思いながらアティヤは頷いた。殿下は寝台の足下の方にあがり、アティヤと最大限の距離をとった。居ずまいを正し、両手を着いて頭を伏せる。

「無理矢理奪って、すまなかった」

「ぎゃああああやめてください私のっ心臓がっ止まるっ！」

「無体を働いたのは事実だし……」

「合意の上だと私は認識してますがっ!?　それに殿下は殿下で殿下なんですよ!?　だいたい武術宮は殿下の管轄なのですし、そこに働く女官を召し上げても、そういうもんじゃないですか！」

「武術宮は後宮ではない」

「ぶっちゃけ似たようなもんです！　過去はそうだったみたいですよ。働き始めるとき、女官長から聞きました！」

　殿下は静かに首を振る。「それでも、だ」

　リヒト殿下は頑固で優しすぎる。何を言っても平行線だろうとアティヤは悟った。震える喉をひき絞って言う。

「じゃ、じゃあ……。ゆるし、ま、す」

「無理に許さなくていい」

「違ぁぁぁっ！　殿下相手に“ゆるす”なんて言葉を使うのが恐ろしいからこんな感じになっちゃうんです！　殿下はご自身が殿下だってこと、もうちょっと自覚してくださいぃぃぃ」

　アティヤは崩れ落ちてひれ伏した。心臓が苦しい。

「わ、分かった。とりあえず、これからのことを話そう」

「そうしましょう！」

「まずアティヤは明日、休みだ。俺の指示として早朝に侍従から女官長に連絡する。新しい女官服が用意できるまで着てもらう服は脱衣所に用意した。サイズが合わなかったらすまないが、一日それで我慢してくれ」

「女官長様にはどういう説明をされるのですか？」

「俺がアティヤにとある極秘の仕事を頼んだことにする。女官長は俺が小さいころから世話になっている人だから、大丈夫だと思う。安心してほしい」

「はい」

「……毒の件が解決するまで、実は第三皇子の愛人である、と言うことにしよう。それを知るのは俺の侍従や、ごく一部だ。女官や兵士たちに周知されることはない。……予定では」

「わかりました」

「とりあえずは以上かな。何か質問は？」

「愛人になった経緯の設定は、私が暗殺者か間者だったところを殿下が拾って下さった、って感じでしょうか」

「いや……。本物の持ち主が判明したとしても、そういうことにしているとアティヤが暗殺者だったことは消せないだろ。だからこの件を調べる者には、包み隠さず話す。アティヤが不運にも毒仕込みの短剣を手にしたこと、それを俺が見つけたこと、規則から免れるために俺の愛人にしたこと。愛人というのは、俺が信を置いていない者に知られたときの保険だと思ってほしい」

　──信じてもらえないだろうなぁ。

　アティヤの心の声が顔に出ていたのか、殿下が首を振る。

「信じなくても、アティヤが俺の愛人になったことは変わりない。だから大丈夫。とりあえず──浴室を用意してあるから、使っておいで。行ける？」

　こんな時間に浴室を使えるとは！　アティヤは破顔して頷いた。

　王宮は大きく分けて内宮と外宮がある。塀に守られた内宮を囲うように外宮があり、二重の塀を築いている。全体の広さは小さな町に匹敵する。

　政の中心部、皇族が住まう内宮では夜勤もある。兵士をはじめ文官、料理人、女官や奴隷、他にも全員、いつ何時でも国と皇族のために動ける仕組みだ。アティヤが勤める武術宮は兵士のなかでも精鋭部隊の訓練場で、朝から夕方までの稼働である。外宮に位置し、内宮に入るには第四の門を通らなければならない。殿下の部屋だというここの華麗さを見て予想はしていたが、アティヤは知らないうちに第四の門をくぐり、内宮のどこかに入っていたことになる。

「ありがとうございます。ありがたく頂戴します」

　先に寝台を下りた殿下が手を差し伸べてくれた。寝台の端に寄って、そっと手を添えると、殿下がアティヤを横抱きにした。そのまま歩き出す。

「どっ、どうしたんですか殿下？」

　殿下はきょとんとしてアティヤを見やる。「しんどいだろうかと思って……」と言ったあと、何かに気付いた後悔の顔になる。

「すまない。俺に抱きあげられるなんて──」

「光栄の至りでございます、連れて行ってください！」

　また謝られると分かったアティヤは、不敬ながら言葉をかぶせた。殿下が歩みを再開する。衝立の向こうは広く、落ち着いた色合いで模様を描いた絨毯が敷かれていた。深い赤色や藍色のクッションが多数置かれ、そこにも楽器が置いてある。

　部屋にある扉は二つ。殿下が開けた先は小さな通路で、すぐ右手に扉が一つ。通路の先に続く階段を下り、また別の扉を開けた。脱衣所である。

「この先が浴室。タオルと服はこれ。そこの飲み物も新しいから大丈夫。浴室の中の物は何でも使って。終わったらまた部屋に戻ってきてね。俺がいなくても、疲れていたら気にせず寝るように。注意してほしいのは、誰が来ても部屋の扉は開けないこと」

「分かりました」

　殿下を見送ると、アティヤはいそいそと浴室に入った。

　浴室の規模は五、六人が一度に入れる程で広くはないが、視界いっぱいの青いタイルの内装が美しい。壁面のタイルは見事なグラデーションを演出し、床は一面が絵画的模様になっていて壮観だ。一座にいたときは数々の公衆浴場ハンマームに行ったものだが、ここはこぢんまりとしながら無限の広がりをみせる美しさがある。中央には白い大理石の浴槽があり、形は真円をしていて可愛らしい。

　壁にある小さな出っ張りには石けんが五つ置いてあった。白いもの、薄緑のもの、青みがかったもの……手に取ってみるとそれぞれ違う香りがする。ラベンダーだと思われる薄紫のものを使わせてもらうことにした。

　手桶に湯をくみ、半分は体にかける。濡らした石けんを手のひらで転がすと、きめ細やかな泡と甘やかな香りが立った。その極上さに心が躍る。アティヤは沐浴を堪能した。

　浴室から出て、用意してくれた服を広げると、赤い生地のトーブドレスと揃いの帯であった。胸の辺りは黄色や橙色の糸で花や草をモチーフにした刺繍が施されている。裾はフワリとゆとりがあって動きやすく、袖は手首のあたりまである。気持ちのいい肌触り。女官服はくすんだ薄青色で装飾の類はなく、こういった華やかな衣装を着るのは久しぶりだ。一目で高級品だと分かるのでアティヤは緊張した。

　部屋に戻るとリヒト殿下はおらず、帰って来るまで待っていようと絨毯の上に座った。

　本当に今日は、色々あった。思いもよらぬ居眠り、目覚めると消灯過ぎ、殿下との遭遇、暗殺者だか間者だかに間違われ、尋問行きだったところを殿下の愛人（仮）になることを選んで営んだ。近くで拝見すればするほど素敵な殿下、乙女の憧れの殿下、閨事に不慣れだと言う可愛さ。心臓に悪い殿下の謝罪に次ぐ謝罪、とても優しい素顔……。

　しかし酷く疲れた。絨毯の毛先は長く柔らかで、寝そべってもさほど疲れない。クッションを一つ借りて枕にした。とてつもなく瞼が重い──。
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　リヒトは執務室にいた。椅子に座り、両手で顔を覆いながら丸くなっている。

「殿下～大きい男がそんなポーズしても、可愛くないですよ？」

「うるさい」

「やることヤってきたんですよね？」

「だまれ」

「なに、勃たなかったんですか？　萎えたんですか？」

「できたわ！」

「良かったじゃないですか。おめでとーございます。ぱちぱちぱちー」

「くっそぉ……」

　侍従の棒読みが腹立たしい。

「脳内処理が追い付かねぇ……」

「貴方様ほど頭のキレる人が？　ほんと、女性関係弱いですねぇ。アティヤが武術宮にやって来てからもう二年じゃないですか。今まで何やってたんだっつー話っすよ」

「……。こんな、こんな予定では……」

「殿下の予定でいくと来世になりそうっすよねー」

　リヒトは今晩のことを振り返る。
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　リヒトはたまに夜歩きをする。闇に溶け込むような色の服に着替え、あえて一人で宮殿内外に出る。稀に引っかかる暗殺者や、次の皇帝争いに動いている貴族をおびき寄せるためである。暗殺者は返り討ちにして尋問部屋へ放り込むし、貴族に関しては情報を得て第一皇子に報告している。今晩もいつものそれだった。

　武術宮の上の方からかすかに物音が聞こえ、リヒトが身構えると、上から降ってきたのは女だった。小さな獣のようなしなやかな動きで着地し、中庭パティオを突っ切ろうとする。

　時刻は真夜中、満月が南中していた。武術宮は消灯され、光源は月明かりだけなのに、後ろ姿だけで女官のアティヤだと分かった。彼女のまわりにはいつも精霊がいる。今晩も、数体の精霊が小さな光を放ちながら彼女を囲っていた。

　声をかけると、驚いた様子のアティヤが振り返った。嘘であってほしかった。

　彼女は短剣を持っており、奪うのは容易だった。剣先にはぬるりとした感触、びり、とした痺れ感。十中八九、毒だろう。首の後ろに手刀を落とし、アティヤを気絶させる。

　本来ならば尋問部屋に連れて行かねばならない。が、リヒトはそうしたくなかった。そうなれば確実に、アティヤは無事ではすまない。それに、アティヤが暗殺者や間者だとはどうしても思えなかった。自分の直感を信じているが、別の心情が加わっているやもしれないのは否定できない。

　──でも俺、これでもまだ皇子だし。先代には、暗殺者を寵姫にした皇帝だっているし。

　アティヤを抱きとめ悩んでいると、精霊がリヒトに攻撃してきた。アティヤにひっついている精霊は四元素の偏りがないようで、小さな石を投げてきたり、弱々しいかまいたちの風や、手のひら程もない水球、小さな火花を飛ばしてきたりする。精霊は小指の長さほどの小さな人型をしており、蝶やカゲロウ、トンボのような羽を持っている。幼い頃、初めて見たときは虫に見えたのだ。彼らの攻撃は威力が弱いのでどれだけされても平気だが、地味に傷つく。

「なるべく悪いようにはしないから、やめてくれないか」

　精霊たちは不信の目でリヒトを見つめる。

　リヒトはアティヤを自分の部屋に連れて行くことにした。面倒な奴に見つかる前に、とりあえず身柄の安全を確保しておくのが先だ。アティヤを軽々と抱き上げて武術宮を出る。内宮に繋がっている第四の門をくぐり──誰を連れていても、皇子が抱いているのなら門番は通すしかない──誰にも見つからないよう、闇の中を駆ける。

　当座、リヒトが住まう燐灰石アパタイトの館が見えてきた。武術宮関連などの執務をここで行っており、一階部分は文官や武官が出入りする。

　リヒトをみとめた見張り番は驚いていた。夜歩きに出ていることは知っているが、女を抱えて帰ってきたことなど初めてなのだ。ソワソワとしている彼らは好奇心が隠しきれていない。

　扉に近づくと、見張り番二人がびしりと姿勢を正した。

「「異常ありません！」」

「分かった」

「……あの、そちらは」

　おそるおそる、聞いてくる。気になって気になって仕方なかったのだろう。あまり見てはいけないのだろうな……とは思いながらもガン見している。やめろ、アティヤが減る。

「問題ない。引き続き、頼む」

「「ハッ」」

　見張り番は姿勢を正し、前方だけを見据えた。リヒトは涼しい顔をして通り過ぎる。

　──あいつら絶対、明日には言いふらすだろうな……。

　リヒトはまず執務室へ向かった。侍従のカミールがリヒトの夜歩きの帰りを待っている。カミールとは生まれたときからの付き合いで、いわゆる乳兄弟というやつだ。リヒトが友のように接してほしいことを知っているため、あまり畏まらない。

　その侍従は執務室にあるソファに寝ころんで眠っていた。ゴツンとソファの脚を蹴り、振動で起こす。カミールも武術の心得がある。リヒトの入室の気配で本当は起きているはずだ。

「ああ殿下、おかえりなさ、い……」

　リヒトが抱えているアティヤを見て、カミールは固まった。

「問題が起きた」

「情事ですね分かります。さあさ部屋に連れていって続きをどうぞ」

「違ぇよ」

　リヒトはアティヤを向かいのソファに慎重に下ろした。気絶させられたとは思えないような、可愛らしい寝顔を眺めて小さくため息をつく。精霊たちがアティヤを護るように立ちはだかり、リヒトを睨んでいた。

　腰に差した例の短剣をカミールに見せ、簡単な経緯を説明した。

「とんでもなく怪しいですけど、殿下としては？」

「……違うと思う」

「ふむ。殿下が言うのであれば、多分そうなんでしょうね。色ボケてる訳じゃなければ」

「色ボケてない」

　リヒトはきっぱり言った。カミールは呆れた顔になる。

「それ、アティヤじゃないですか」

「そうだな」

「殿下、ずっと、ずーっとアティヤのこと見てたじゃないですか」

「武術宮で働く者のことは皆見ている」

「まぁそうなんですけど。アティヤは特別だったじゃないですか。珍しくぼんやりしてるな～とか思ったら、いつだってアティヤを目で追ってたじゃないですか。彼女は気付いてませんでしたけど。ぷぷ」

「そんなこと、ない」

「いやいや麗しき主様。女性が苦手な貴方があんだけ目で追ってるんですよ？　まぁ他に気付いてる者も若干名いますけど。ぷぷぷ」

「好きとかそういうのじゃ」

「気になってたんですよねぇ？」

　埒が明かないので黙殺することにする。カミールはヤレヤレとでも言うように、したり顔で首を振っている。単純に腹が立った。

「アティヤのまわりにはいつも精霊がいる。精霊に好かれる人間は、良き魂を持ち、良き人間だと言われている。俺の経験上、それは正しい」

　カミールに精霊は視えないが、リヒトが視える人間であることは知っているし信じていた。

「へぇ、そうだったんですか。今もいます？」

「アティヤの体の上あたりに六体いる。俺たちを睨んでるぞ」

「へーえ。自分にはやっぱり視えませんねぇ……。アティヤのこと、どうするんですか？」

「……アティヤが良ければ、建前上、当分は愛人になってもらう」

「それがいいでしょうねぇ。では殿下、頑張って」

　ウインクしながら親指を立ててきた。イラっとする。

「頼めるか、カミール」

　リヒトから短剣を受け取ったカミールは、ふざけた態度をさっと消して真顔になる。

「お任せください殿下」




　アティヤを私室に運び、寝台に寝かせた。まだ目覚めそうにない彼女を見つめ、心のなかで謝る。これから気の進まない作業をしなければならない。彼女の肌を傷つけないよう、慎重に女官服を切り裂き、剥いだ。剣や暗器が見つかりませんようにと祈りつつ、見つからなければ見つからないで非常に申し訳ないと思いながら。精霊たちには、余計なことをすると手元が狂って傷つけてしまうかもしれないから攻撃しないよう頼んだところ、傍でじっと監視されている。数も七体に増えている。

　結果、武器の類はなかった。吸い付くような滑らかな肌に、しなやかな筋肉、丸く張りのあるお尻に、美しく豊満な乳房──目に毒が過ぎた。顔が熱い。鏡を見なくとも真っ赤になっているのが分かる。心臓がやけに激しく動いている。

　部屋の奥から捕縛用の縄を取り出し、後ろ手に手首を縛る。精霊たちが猛抗議している。「俺だって、やりたくないよ、ほんとは……」首から下に毛布をかけると、とりあえず精霊たちは黙った。

　アティヤが目覚めたら、一通り尋問のようなことをしなければいけない。気が重い。暗殺者相手だったら猿ぐつわを噛ませることを思い出し、部屋の奥の衣装棚からシルクの布を引っ張り出して適当に裂いた。拷問されると早とちりして自害されるのを防止するにもいい、という理由も追加し、アティヤに噛ませた。作業が終わり、深く長いため息が出る。

　しばらくして部屋の扉がノックされた。カミールだろう。リヒトは寝台の帳を下ろし、普段は使っていない、部屋を区切る折り畳みの衝立を展開する。これでアティヤの姿は見えないはずだ。

「おやまぁ、彼女はまだ目覚めてない……のですよね我が君？」

「そうだ」

「毒について少し。なかなか見ない配合のもののようで詳しくはまだ分かりませんが、強い毒だそうです。もしあの短剣で傷を負わせた場合、場所によっては六時間で死ぬでしょう。以上です」

「ありがとう」

「殿下も、グッドラック！」

「お前ほんとうるさい」




　リヒトは目覚めぬアティヤを見つめる。小さく丸い顔に、ふっくらした薄赤色の唇。藍に近い黒髪は艶やかで、少しくせ毛だ。普段はまとめられたそれが寝台の上で波打っている。首筋には黒子があった。今は瞼が閉じているが、アーモンドの形をした大きな目は愛らしく、深い藍色の瞳が神秘的なことは知っている。何より彼女はいつも笑顔で、楽し気なステップを踏む。

　ぼうっと見惚れていると、アティヤが目を覚ました。急いで空気を切り替え、疑っているのだと、高圧的な態度でアティヤに喋りかける。その間、精霊たちは地味にリヒトを攻撃していた。

　アティヤは自分の置かれた状況を理解し、顔を青ざめて大人しくしていた。リヒトの願い通り、アティヤは愛人になることを選んだ。ならばアティヤを抱かなければ。

　事実は約束となり、約束はアティヤを守る。世界には万物をなす精霊がおり、リヒトにはそれがはっきり視える。事実は精霊との契約とも言えるのだ。なにしろ今、彼らがリヒトたちを注視している。それに──アティヤが処女だった場合、万が一処女であることがバレたときには愛人設定が嘘だと発覚する。

　リヒトは部屋の奥の棚にある小瓶を取りに行った。この赤い液体は、数代前の王家に仕えた呪術師が創りだした秘薬、避妊薬である。飲むのは男でも女でもどちらでも良い。皇子たちには半強制的に支給されている。飲むととろみがあって甘く、体がカッと熱くなった。

　アティヤにかかっている毛布を剥いで、寝台に上がる。拘束していた縄は切ったが、その華奢な手首には赤い痕がついていた。きつくも緩くもないように縛ったつもりだったが、これは痛いだろう。猿ぐつわにしている布は取らないように頼んだ。あくまで暗殺者疑いだと考えていないと、ことが進められない。『やめて』や『触らないで』など言われたら、もう絶対できない……。

　アティヤはリヒトをまっすぐ見つめた。途中からは微笑んでもくれ、愛おしすぎて思わずキスしたくなった。無論耐えた。ただでさえ不本意も不本意であろうに、必要のないキスなどされたくないだろう。……ウッ、自分の考えが胸に突き刺さって辛い。

　精霊たちは邪魔してくるだろうと踏んでいたが、意外なことに彼らは撤退し、数を増やしつつ衝立の向こう側で待機していた。

　閨事に不慣れな自覚はある。基本的に女性が苦手である。いつだったか……成人したての頃、高官の娘たちに追いかけまわされたり、小部屋に二人きりになってしまったときには突然ローブを脱がれ、裸で迫られたりしたあたりからだ。

　皇族の務めとして手ほどきは受けている。なるべく痛くないように、暴走しないように、余計なことをしないように考えないようにと、アティヤの顔もなるべく見ないようにした。素直に受け入れてくれているが、ほんの欠片でも勘違いしてはいけない。彼女にとっては、自分を受け入れなければ尋問室行きで命の保証がないのである。
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　アティヤは処女だった。仕込めば相応の技術を会得できる身体能力は持っているようだが、暗殺者でもハニートラップの間者でもないだろう。

「結果良かったことにしたらいいじゃないですかー。アティヤにとっても玉の輿ですよ？　なんてったって、あなた様は皇子ですし、一騎当千との呼び声も高い将軍なんですから」

　カミールは名案だとでも言うように呑気だった。

「俺のことが好きでなければ、それは不幸だ」

「ううーん……そうなんですかねぇ。惚れてもらえば、いいわけでは？」

「お前は簡単に言うなぁ」

「ワタシはリヒト殿下推しですからね」

「なんだそれ」

　カミールは得意げに笑い、うだるリヒトを見下ろしていた。彼はなんだかんだ言ってリヒトに甘く、買いかぶっているところがある。

「第二医務室は今から調べておきます。他にも何か出てくるかもしれませんし。殿下はそろそろお休みになられては？　こんなところでウダウダしてたら夜明けもすぐですよ。アティヤと寝物語でもしたらどうです」

「……こんなことがあって、アティヤが俺と、どうして喋りたいと思う？」

「めんどくせぇなこの主。殿下に非はないのですから必要以上に卑屈にならないでください。一応殿下なんですからね、皇族だということ忘れがちですよね貴方様？」

「皇族の前に、ひとりのちっぽけな男である」

「うわー落ち込んでるとき厄介ー。普段、貴方様の皇子としての在り方は好きなんですけど、ときによって本当に面倒っすね！　あと、喋りたいか喋りたくないか決めるのはアティヤですから！　殿下じゃないっすから！　行った行った！」

　リヒトはカミールに背中を押され、強引に執務室の外に出された。扉がバタンと閉まって鍵までかかる。一応この館の主人はリヒトである。

　カミールなりの優しさだと思うことにして私室へ向かう。皇子である以上、アティヤがリヒトに酷い態度をとることはないだろう。ただ、その目に憎しみが滲んでいたら……。想像するだけで体に鉛が入ったように重苦しくなる。

　そろりと私室に入ると、絨毯の上で聖女が──アティヤが眠っていた。精霊たちは輝きを放ちながらアティヤの傍に侍り、まるで一枚の絵のように神々しい光景だった。

「疲れたよな……」

　リヒトが近寄っても起きる気配はない。精霊たちはリヒトを見上げ、アティヤの手首を指した。縄で擦れた赤い痕が残っている。

　職業柄、リヒトは傷を負うことが多い。棚から傷薬を取り出し、アティヤの手首にそっと塗った。口に噛ませるために裂いた布の余りを使い、包帯にする。処置を終えると精霊は満足気に頷いた。

「きみたち、もう俺を攻撃してこないのか？」

　精霊たちはそろって羽をぱたぱたと動かし、首を傾げたり、そっぽを向いたりした。はぐらかされた気がする。

　アティヤに着てもらったトーブドレスはもともと側妃である母の持ち物だ。燐灰石の館には母の倉庫部屋があり、これは楽士時代に賜ったものだと言っていた。やわらかな赤色の生地はアティヤによく似合っている。

　アティヤを横抱きして運ぶ。細身なのに柔らかい。筋肉もついているのに、どうしてこんなに軽いのだろう。寝台の真ん中にアティヤを寝かせ、穏やかな寝顔にほっとする。ふんわりと薄い毛布をかけた。

　さて自分は床にでも寝るか──と絨毯のところに戻ると、精霊たちが横並びになってリヒトに立ちはだかっていた。これまで、精霊が視えるからといって向こうから関わってくることはなく、こちらから話しかけることもなかったのに、今晩はいろいろなことが違っている。

「……えーと、どうした？」

　問いかけると、精霊たちが寝台の方を指さす。

「もしかして、俺も寝台で寝ろって？」

　分かっているじゃないか、と精霊たちが態度で示した。

「君たち、アティヤのこと気に入ってんだよね？　アティヤが俺と同じ寝台で眠りたいと思──あっ、そうか」

　もしアティヤが先に目覚めた場合、自分は寝台で寝ているのに皇子が床で寝ているのを見たら気に病む。むしろ卒倒しかねない。

「なるほどそういうことか。ありがとう」

　分かったらさっさと行け、と精霊に手を払われる。こいつらこんなキャラだったんだなぁ……と、初めて知る。言葉は聞こえてこないのに、何を言っているのかが何となく分かるのも不思議である。

　リヒトは寝台に戻り、アティヤの体を少し奥へずらした。そして自分とアティヤの間に境界線のクッションを置いていく。アティヤにとって無いよりもマシだろう。リヒトにとっても眠っている間にアティヤを抱き込んだりしないための処置である。

　境界線のこちら側から、アティヤの寝顔を眺める。彼女は健やかに眠っている。

　君に幸福が訪れますように。

　手を伸ばして頭を撫でようとし──やめた。

　そうしてリヒトも眠りに落ちた。











　　　　　　　○






　目が覚めると知らない部屋だった。慣れない心地良さに寝返りを打つと、いくつものクッションが目に入る。一つ一つ丁寧な刺繍がされている、女官部屋には似つかわしくないものだ。早朝だと分かる清々しい陽の光が室内に差し込み、壁面のタイルの緻密な美しさにはっとする。

　がばりと起き上がると、クッションを挟んだ向こう側でリヒト殿下が眠っていた。非常にあどけない寝顔でいらっしゃる。反射光で照らされたご尊顔に両手を握った。

「かっ、可愛……なにこれ綺麗……」

　そろ、と上半身を傾けて見つめた。こんな機会、滅多にない。あるはずもない。

　訓練中は鋭い眼差し、普段は寡黙で冷静沈着、のイメージの方である。冷たい人ではないし笑うこともあるが、いつも己を律しているような厳しさで、女官に向ける笑顔は少し事務的。そんな殿下の寝顔は少年らしさが滲み、いつもより幼く感じた。

　アティヤがうっとり見つめていると、殿下の瞼がうっすら開く。ぱちり、と目が合ったが中途半端に身を乗り出した体勢は変えられない。

「あ……起きた？」

「おはようございます、殿下」

　殿下は欠伸をしながら身を起こした。がりがりと頭の後ろをかく仕草に彼の素が見える。

「アティヤおはよう。ごめん、勝手に寝台に運んだ。俺も一緒に寝てしまったし……」

「ありがとうございます。とても気持ちよく眠れました」

「えーと、今何時だ……五時か……今日はまだ寝てていいな」

「わ、私は仕事が！」

　武術宮の女官の仕事は早いのである。

「今日は休みにしただろ。眠くないか？　もうちょっと寝ていよう。アティヤが嫌だったら、俺はあっちで寝るから」

　殿下があっち、と指を指したのは衝立の向こうだ。まさか床に寝るって意味ではないだろうな。

「……寝る部屋って、他にもあるのですか？」

「一応仮眠する場所はあるが兵士か文官が使うから、俺の個人的な部屋はここだけ。……ごめんな、同じ部屋にいるしかなくて」

　言いながら殿下が寝台から下りる。

　急に昨日の出来事が脳内で早送りされた。そうだった、殿下ってこういう方だった……！

　不敬も何も考えず、クッションを乗り越えて殿下の手首を掴んだ。驚いたのか、殿下の体がびくっと震える。

「違います、そういう意味じゃないんです。まさか床に寝るなんて言わないですよね？」

「野営にも慣れているし全然平気だから」

　やっぱり……！

　アティヤは理解した。身分が皇子だからと遠慮がちに言っても全く伝わらないと。少々恥ずかしくてもド直球でいくしかないと。

「わっ……私は、殿下と一緒に眠りたい！　です！」

　一呼吸の間をおいて、殿下の顔が赤く染まった。「えっ」

　アティヤも茹でダコのように赤くなる。掴んだ腕をぐいっと引っ張ると、殿下は寝台に戻ってきて正座した。

　アティヤは自分の陣地に戻り、境界線にしていたクッションを退ける。ころんと横になって殿下を見上げると、言いたいことを察したのか殿下もおずおずと寝転んだ。

「あの、殿下、ここは内宮のどこかですよね？」

「ああ。今俺が公私共に使っている燐灰石の館になる」

　殿下は天蓋の天井を見上げたまま喋った。ちらりとアティヤを見ると、無論ばっちり目が合う訳だが、すぐに視線を天井に戻される。その反応を見て、アティヤは意を決して気になっていることを聞くことにした。

「殿下。私を抱いたこと、嫌でした？」

「はっ!?」

「殿下にとっては不本意だったかなぁと、思いまして」

「そんっ、なことは……」

　殿下はがばりと身を起こし、アティヤの方へ上半身を傾ける。煮え切らない態度で固まり、口をはくはくさせている。

「あのう……殿下は男性がお好きなのだという噂も聞いたことがありまして」

　殿下はカチン、と表情を凍らせたあと、枕へと頭から突っ伏した。蚊の鳴くような声で「ちがう……」と言うのが聞こえる。

「でしたら、少しは良かったですか？」

　くぐもった声で殿下が言う。「なにが」

「私との閨事」

「おまっ……！」

　真っ赤な顔をして起き上がった殿下が、アティヤの顔へと右手を伸ばす。ぺし、と軽いデコピンをされた。

「あいたっ！　えええ、結局どうだったんですかぁ」

「まだ言うか。その……俺は……良かった、けど」

「ふふ、安心しました。私も良かったです、初めての人が殿下で」

「ぐっ……」

　殿下は呻いて、また枕に顔を窒息しそうなほど埋もれさせている。高い鼻が潰れてしまわないか心配である。

「殿下は今日、お仕事ありますか？」

「訓練には昼過ぎに顔を出す予定。だからもう少しだけ寝よう」

「殿下が起きたら起こしてくださいね？　これからの作戦会議しましょう」

　殿下が枕から顔を離してアティヤの方を向く。透き通る空色の瞳がアティヤを正面から映した。こうして向き合っていると、まるで親密な関係のようだと錯覚しそうになる。

「作戦会議？」

「愛人って具体的にどうすればいいかとか。明確な事実も必要じゃありませんか？　会っている回数とか、お互いについて知っていることとか。体だけの関係だったとしても、普通の女官より殿下について知っていることは多いはずだと思うんです」

「か、体だけの関係っ……!?」

「そういう設定がいいですか？」

「違う違う違う。でも確かにアティヤの言うとおりだ。燐灰石の館に出入りしている者の何人かは、アティヤの姿を見かけていないと怪しい」

「はい。それに私が殿下について知っていることは、公になっている功績とか女官仲間の噂話を聞いたぐらいで。個人的に思っていることは、部下に優しいところとか、自分に厳しそうなところとか、格好いいことだけです」

　殿下は顔を伏せて「んんっ」と咳払いした。

「アティヤは嫌じゃないか……？　その、あんなことした、俺と定期的に会うの」

　あっ、めんどくさい。めんどくさい流れだこれ。

「不敬だとは思いつつも、もう、なかなか進まないんで言いますね。殿下、私の言ってきたことちゃんと聞いてますか？　殿下のこと嫌だって言ったことないですよね。殿下で良かった、ってさっき言いましたよね？」

「お、おう」

「私、憧れの殿下とこうやって身近にお話しできて、嬉しいんです。夢のようなんです。昨晩はもうちょっとで尋問室行きのヤバイ事態だったですけど、結果的に運が良かったなって、思ってるんですよ！」

「え、あ、うん」

「殿下がそうさせてくれるってことです！　殿下って女官たちの憧れなんですからね。私には精霊のご加護がきっとある、って母に言われたこと、本当なのかもしれないって思うんですから」

「ああ、アティヤには加護がある」

　殿下が神妙に頷いた。相づちでもなく、やけに確信のある声音だった。

「──分かるのですか？」

「……信じられないかもしれないけど、俺の瞳は精霊が視える」

「えっ！　すごいですね！　信じますよ！　どんな感じに視えるのですか？」

　興奮したアティヤに、殿下は虚を突かれたような表情をした。

「結構はっきり……。アティヤのまわりにはいつも何体か精霊がいるよ」

　驚いて周りを見渡すも、アティヤにはなにも視えない。殿下は指を三つ立てて頷いているので、今もすぐ傍にいるのだろう。

「すごいですね。一座で旅をしていたので、そういう視える人たちに出会う機会もあったんですけど、なんとなく存在が分かったり朧気に視えたりする程度だって言ってました。はっきり視える人はなかなかいないって、もし出会えたらかなり凄いんだって言ってました」

　アティヤは興奮気味に話す。殿下はほっとしたように微笑んだ。「へぇ」

「魔人の血を引くと言われている呪術師の一族には会ったことがありませんが、彼らならはっきり視えているのでしょうね、たぶん」

「呪術師は、未だ残る差別や迫害を鑑みて身を隠しているものだから、そうそう名乗らないしな……。特殊な力も悪用されかねないし。実際のところ、人を呪い殺したりはできないのにな」

　殿下の声は憂いていた。アティヤも知識としてそう聞いている。ただ、呪術師は得体の知れない術を使う危険な一族というイメージが未だ強く、それは吟遊詩人が歌う古き物語の影響であった。架空のお話だが半分は史実を交えており、面白いので根強い人気がある。

「とりあえず、少し寝ようか」

「はい、殿下」

　殿下が寝台に垂らされた天蓋の帳を全て閉めた。ほどよく遮光されて暗くなる。小さな空間に閉じ込められたような緊張感のなか、「おやすみなさい」と瞼を閉じた。




　数時間後、殿下の声でアティヤは起きた。図太くも、目を瞑ってすぐ眠りに落ちていたらしい。自分で自分が信じられない。

「朝食は食べられそうか？」

　部屋にはすでに朝ご飯が用意されていた。パンに、鶏肉の野菜煮込み、トマトやパセリのサラダ、美味しそうなデーツ。香辛料の匂いが食欲をそそる。とにかく美味しい。

「アティヤはおいしそうに食べるなぁ」

　殿下はにこにこ微笑んでくれている。幸せだなぁ、と胸が締め付けられた。

「そういえば、殿下って婚約者とか恋人がいたりはしませんか？」

「ごふっ」

　殿下は咳き込んだ。気道に入りかけたのか、ゲホンゲホンとなかなか咳が止まらない。アティヤはそっとコップを差し出した。

「そういった噂を聞いたことがないので、いないものと思ってましたが、もしもいらしたら……どうしようかと」

「大丈夫、いない」

　胸の内にとろりとした安堵感が広がる。これは分不相応のものだ。アティヤは「そうなのですね」とそっと返した。

「アティヤは？」

「なにがですか？」

「恋人とか……好きな、男とか」

　色恋沙汰には全く縁がなかったため、自分については無頓着である。「ああ！」とアティヤは思わず手を打った。

「どちらもいませんよ」

「そうか」

　殿下は見るからにほっとした。もしアティヤに恋人がいたら、しばらく愛人にならなければいけない状況に対してさらに罪悪感を背負うことになっただろう。

　──恋人かぁ。

　恋愛について、アティヤはこれまで他人事のように考えていた。一座にいたころは旅暮らしだったので、みんな恋愛は一時的なものだと考えていた。アティヤの母しかり、行く先々で恋を楽しむ団員はいたけれど、アティヤの性には合わない。なかには退団してその地に残った者もいたが、それ以前にアティヤは恋に落ちたことがない。

　結婚の仕組み自体が縁遠いものだった。女官勤めになって、結婚という選択肢を選ぶのが大多数だと知り、文化的衝撃を受けたのである。武術宮の女官には、兵士との結婚を目指している者も少なくない。武術宮に日勤している兵士は王宮勤めのなかでも精鋭部隊であり、地位も給料も他より高めの優良物件なのだ。

　あの彼とどうこう、と恋の話に花を咲かせる同僚たちは可愛かった。話の流れとして「アティヤは誰がいいの？」と聞かれることもある。アティヤは考えても考えても憧れのリヒト殿下しか思い浮かばず、「そりゃあ殿下はかっこいいわよ」と笑い話で終わるのだ。皆の憧れなのである。もしも物語のように見初められたら……という小指の先ほどの期待はありつつも、現実的な相手ではない。絵物語は楽しむための娯楽であり、そのなかの世界に入れるとは思わない。女は生きるために現実的である。

　武術宮で働いていると、多くの男性と接する。

　でも、アティヤはまだ恋を知らない。

「──アティヤ？」

「あっ、すみません。恋人をつくるってこと、あまり考えてこなかったなぁって、ふと思ったんです。ずっと旅暮らしだったので、皆とは感覚が違うのかもしれません」

「そう……か。兵士の間では、たまにアティヤの名前を聞くけどなぁ」

「えっ、それってどういう意味でですか」

「さて、なんだっけな？」

　気になるのに教えてくれず、殿下はクツクツと笑う。そのうちつられてアティヤも笑った。

「で、そうだな。決まりごとと会う頻度を決めよう」




　その一。終業後、二日おきに会う。

　その二。第四の門の入場証は発行するが、必ず誰かと一緒に来ること。（基本的に侍従のカミールさんが迎えに来てくれる）

　その三。燐灰石の館に来た日は泊まって帰る。

　その四。言いたいことは遠慮なく言うこと。不敬罪は考えなくていい。

　その五。表向き、期間限定で燐灰石の館の仕事を手伝っている設定にする。リヒトとの間柄を訊ねられた場合は雇用主と答える。愛人という設定は、危険な状態に陥ったときの保険。




　二人で話し合い、決まったのがこの五つである。殿下は記録した紙を大事そうに折りたたみ、部屋の奥にある引き出しにしまった。

「まだ少し時間があるし……この館の案内をしようか？　もともと仕事用に使っている館だから、特別なにもないけど。ああでも、小さな噴水のある中庭パティオが綺麗かな。花が咲く頃はちょっと見物だよ」

「よろしくお願いします」

　殿下に連れられて燐灰石の館を歩くことになった。二階は殿下の私的な空間らしい。私室からつながっているバルコニーは広く、中庭が見渡せる。あとは侍従のカミールの部屋、使われていない書庫がある。

　一階は部屋数が多い。殿下の執務室や、日中に文官が詰めている部屋、および書庫、兵士の詰所、医務室、厨房、食堂、等々。内宮のなかでは大きい館ではないらしいが十分広い。

　時刻は既に通常勤務時間であるため、廊下を歩くだけでも何人かとすれ違った。皆、殿下を見て挨拶しようとし、そばに女を連れている──しかも女官服でない──ことにギョッとして一瞬言葉をなくす。アティヤは深めに一礼して通り過ぎるばかりである。

　先ほどからすれ違う人たちは皆、赤か黒の腰帯を巻いている文官ばかりだった。

「武術宮に来ている兵士の皆さんは、こちらには来られないのですか？」

「副官くらいかな。あとはあまり来ない。警備の兵士は禁軍の者だしな。禁軍も──たまには武術宮に来ているが一部だし。例のあの件について知っているのは、カミールと副官くらいだと思ってくれたらいい」

「分かりました」

「それで、ここが中庭。特に使用目的があるわけじゃないから、皆ちょっと休憩するのに使ってる。この館はこれでだいたい全部。結構手狭で使いやすいだろ？」

　中庭は、憩い目的で作られたことが分かる美しい場所だった。真ん中に小さな噴水があり、二階に届く高さの樹木や低木、色とりどりの草花が植えられている。すべてがシンメトリーに配置されており、きちんと手入れされていることが分かる。そこかしこにベンチが置いてあるので、一息つくにはもってこいだ。

「綺麗ですね」

「たまに疲れた文官が眠りこけている」

「すごく気持ちいい場所ですもの、コトンと寝てしまうのも分かります。しかし……この館が手狭のうちに入るのですか？」

「え？　うん、そりゃあ……そうか、アティヤは本殿と後宮を知らないのか」

「はい。希望していた武術宮に配属されましたし。内宮の敷地内に入ったのもこれが初めてです」

　殿下は初耳だとでもいうような意外な顔をした。「武術宮が第一希望？」

「そうです。武術宮が一番体力必要って聞いて、私に向いてるかなぁと思ったんです。それに、本殿はすぐに高い壺でも割って罰せられそうですし、後宮はなんだか怖いのと……あそこ、見目麗しくないと入れないって聞きまして」

「ん？　アティヤは自分のことが見目麗しくないと思ってるのか？」

「えっ？　はい」

「アティヤは、その──」

　殿下がアティヤに向き直り、頭一つぶん上から見つめられる。

「可愛いよ」

　ぼんっ、と顔から湯気が出た。出たかと思った。

　殿下はまだアティヤから目をそらさない。何か、何か言わなければ──

「おやまぁそこにいたんですか二人とも。探しましたよ。ワタシ、報告して早く寝たいんですよね」

　カミールが真横から突然現れた。殿下はガクリと頭を垂れ、アティヤは悪いことしているのが見つかった子供のようにビクゥッと身を縮こまらせる。

「おや、お邪魔でしたかね。申し訳ない」

　カミールの口ぶりは殊勝だが、手で隠した口元はにやついている。

「いいいいいいえいいえ」

「……執務室に行こうか」

「おやおや我が君、珍しくちょっとお怒りです？」

「うるさい黙れ」

　殿下がこのようにぶっきらぼうな物言いをするのは初めて見た。アティヤはきょとんとして目を瞬かせる。

「リヒト殿下はね、ワタシにはちょっと辛辣な態度をとってくることが多々あるんですよ～乳兄弟への甘えですかね？　甘えんぼさんですね？　アティヤさんは、甘えんぼな男性はお好きですか？　可愛いと思う質ですか？」

「へぇ、乳兄弟……なんですか。あまえんぼさん？」

「アティヤ、こいつの言うことは話半分で聞いておけばいい。特に俺に関することはほぼ嘘だ」

　殿下の声は冷えている。

「ほら、聞きました？　殿下のこと一番知ってるのはどう考えてもワタシですのにね？　このお方、地位も名誉もあるくせに女性が苦手で、こんなに男前なのに奥手なんですよ。アティヤさんのことだって──」

　カミールが喋っている途中で、殿下が額に軽く手刀を落とした。「喋りすぎ」

「……すみません、眠くて眠くて口が滑りやすいようです」

　仕方がないな、と殿下はため息をついた。

「報告したら、とっとと寝ろ。……ご苦労だった」

　カミールはへらりと嬉しそうに笑い、いいえ、と首を振った。

　二人の空気が緩やかなのを見て、仲良しなのだなぁとアティヤは思った。




「さて、これはアティヤさんのものですかね？」

　執務室でカミールから渡されたのは女官のベールである。向こう側が透けて見える薄い生地の被り布に、それを留めるための頭帯。武術宮付きを表す、くすんだ薄青色である。一般のベールの様式とは少し違い、動きやすさを重視している。

「あ、そうです。この上手くもない刺繍、私のです」

　頭帯の生地の端にだけ刺繍をすることを許されている。色は濃い青か白い糸に限られているが、唯一お洒落できる箇所であるので、気合いを入れる女官も少なくないのだ。

「第二医務室の床に落ちていましたよ。さてアティヤさん、そもそも何故眠ってしまったのです？」

　カミールの態度が尋問のものへと変わった。微笑みをたたえているのに目の奥が笑っておらず、怖くて妙な威圧感がある。

「これまで居眠りなんてしたことなかったんですけど、なぜか、眠ってしまったみたい、で……」

「何かいつもと変わったことはありませんでしたか？　よく思い出してください。あなたの命がかかってますよ」

　殿下が横から不機嫌な声を出した。「おい」

　アティヤはううんと唸りながら昨日のことを思い出す。いつも通り第二医務室に行き、そろそろ取り替えておくべき寝台の敷布を剥がしていった。奥へと移動し、一番隅の寝台で……。

「そうだ、なんだか、花のような甘い匂いがしたんです……。それで、ええと……どうしたんだっけ？」

　カミールは口の端を上げて、満足そうに頷いた。

「よく言ってくれました。そうです、それであなたは眠ったのだと思われます」

「え？」

「私が第二医務室を調べたときにも、少しその匂いが残っていました。あれはね、呪術師が扱うある術の匂いです。眠りに落ちる罠が仕掛けられていたとみています」

「確かか？」

「はい殿下。昔、王宮付き呪術師殿がいた頃、教えてもらったものと同じ匂いでした。毒の方も独特な調合です。かの一族がよく知るものだと思います」

「……そうか。目的はなんだろうな」

「そこがねぇ、まだピンときませんね。第二医務室に罠を張ってもねぇ。急病人は第一医務室ですし、殿下が行くとしてもそこか、本殿か、燐灰石の館で治療しますし。殿下を狙ったものとはあまり考えにくいです。成功率の前に遭遇率が低すぎる」

　殿下は難しい顔をして考え込む。

「これからも調べていきますので……しばらくアティヤさんは、殿下の愛人ということで」

「はっ、はい。ご迷惑をおかけします」

　カミールはやたらと嬉しそうな表情をする。アティヤは深々と頭を下げた。

「寝ずに調べてもらって助かった。引き続き頼む。寝ろ」

「では少し眠ります。そうそうアティヤさん、殿下の部屋の物音は、ワタシの部屋までは聞こえてきませんので存分に安心してくださいね」

「？」

　殿下が近くにあった本をカミールに向かって投げた。侍従はにやにやしながら受け止める。「あいつ……」と殿下が低く唸る。カミールが出て行ってから、アティヤはようやく彼の意図することが分かった。

「ねっ、閨事の話ですかっ!?　殿下と睦み合う音とか喘ぎ声の話をされていたんですかっ!?」

「口に出さずに心にとめておこうな。な？」

「ひゃぁー……。カミールさんは、私と殿下が定期的にまぐわいあうものだと思ってるんですかね？」

「言い方を変えような、と言ったつもりではなかったんだが……」

「そうした方がいいんですかね？　殿下はどう思ってるんですか？」

「[image: ][image: ]っ。『何でも遠慮なく言うこと』っていう意味は、こういう意味ではなかった……」

「殿下はしたいです？」

「男に聞いたら誰でも『したい』って答えると思うぞソレ。気を付けような」

「よくよくはぐらかしますね、殿下」

「答えたくないからね」

　殿下は嘘を言うくらいなら何も言いたくないらしい。

「殿下ってやっぱり誠実な方なのですね」

　何を言っているのだこいつ、という顔で殿下が見てくる。昨夜から常々思っていたが、殿下は、ご自身の魅力に気付いておられない？

「もう少ししたら昼食の時間だな……さっき朝食を食べたばかりだけど、軽く腹に入れて俺は武術宮へ向かう。アティヤも少し食べておこう。数時間で帰ってくるから、アティヤはこの館で待っていてくれるか？」

「はい殿下。待ってる間、私にできるような雑務はありますか？」

「それは担当の者が既にいるしなぁ。アティヤは休日ということで、体を休めててくれ。……と言っても暇だよな。かといって、燐灰石の館の外へは行かない方がいいし」

　殿下は腕を組んで悩み始めた。

「だだ大丈夫です。ゆっくりしてます」

「俺の私室にある楽器を暇つぶしに弾くとか……二階の書庫も自由に入ってもらっていいけど、全然使ってないから埃だらけだと思う。ああ、あと俺の私室からつながっているバルコニーなら、誰の目も気にせず使えるはず。……ごめんな」

「殿下が謝られることは何もないです。ありがとうございます！」

　昼食の時間まで、殿下はたまった執務を片付けることになった。アティヤは執務室のソファに座り、帝国の各都市についての本を書棚から借りた。各地を旅していたので気になったのだ。

　ぱらぱらとめくり、工芸品に優れている有名な都市の頁で手が止まる。巡った都市のなかでも一座の皆がはしゃぎ、買い物した思い出がある。母など上客に真っ赤なルビーの首飾りを貢がせていた。アティヤもここで買ったアンクレットは今も大事に持っている。この地はご飯も美味しくて、皆で屋台料理を食べ歩いたものだ。かつてを思い出し、ふふ、と笑みがこぼれた。

「どうした？」

　殿下が頬杖をついてアティヤを見ていた。

「あっ……その、旅暮らしをしていたときのことを思い出しまして。ご飯が美味しかったこととか、姐さんたちがスリに一杯食わせた事件とか」

「へぇ。アティヤが踊り子をしていたときの話はゆっくり聞きたいな」

「はい殿下。三日後の夜、ですね！」

「三日に一度か……」と殿下が呟いたのと同時に、「失礼します」と昼食の給仕の女官が配膳台を押しながら入ってきた。

「軽く二人分と伺いました……が……」

　中にいたのが女であることに給仕の女官が困惑した。殿下は書類仕事を積み上げており、アティヤは少し離れたソファで本を読んでいるのを見て、彼女はほっと息を吐いて配膳を始めた。一瞬、逢い引きの最中だと思ったのかもしれない。アティヤの前にも昼食を置いてくれ、静かに退室した。

　薄いパンホブズ、ソラマメのサラダにヨーグルトソース、ジールバージャ（鶏肉を炒め、ネギ等と煮て、さらに酢やアーモンド、スパイス等で煮たもの）。少量ずつ用意してくれている。

「わああ美味しそう……大地の恵みに感謝いたします」

「大地の恵みに感謝を」

　ほどよい酸味が食欲を増進し、アティヤはぺろりと平らげた。食後の祈りを捧げ、殿下の方を見る。殿下はこちらを見てぼんやりとしていた。「殿下？」

「ああ、いや。そろそろ時間だし、二階まで送る」




　一階から二階へつながる階段はひとつ。この向こうはリヒト殿下の私的空間となるので、常に衛兵がいる。アティヤは二階の私室前まで殿下に送ってもらった。今後、三日に一度はここに来ることになるが、殿下とカミールの手伝いの女官ということになるらしい。臨時雇いのため武術宮から派遣され、守秘義務が発生するので内容は口外できない。なんとも権力を使った、都合のいい設定である。

　アティヤは書庫を覗いてみた。殿下の部屋の半分程のこぢんまりとした空間に、たくさんの書棚が並べてあった。一部の書棚は丁寧に本がおさまっているが、あとは乱雑に詰め込まれ、積まれ、散らばっている。

　アラベスク模様の格子がついた窓が、ほどよい明るさを室内にもたらしている。光が空気中に舞う埃をちらちら輝かせて見せた。掃除は今度である。

　アティヤは殿下の私室に入り、とりあえず絨毯の上に座った。暇である。そばにはウードやシムシミーヤ、長さや形の違うタテ笛が数本、カーヌーンまであって豊富だ。

　──どうしようかな……久しぶりに全力で踊ってみようかな。

　習い性で朝や終業後に軽く踊ることはあるが、準備体操ぐらいの範疇である。

　部屋からバルコニーを覗くと予想以上に広く、半分ほどは庇のような屋根で覆われていた。舞台としてうってつけだった。

　裾の長いドレストーブは、お腹のあたりで生地をまくりあげ、端折って腰帯で留める。膝が見えているが誰も見ないので問題はない。

　バルコニーに出ると外はからりと晴れており、吸い込まれそうな青空だった。

　頭のなかで音楽を流しステップを踏むと、色々なことを思い出す。楽しく美しい姐さまたち。色気がなく、曲芸が得意なアティヤのためにアレンジしてくれた舞踏や宙返り。客前で披露することはなかったが、前の長が教えてくれた剣舞。曲の題材になった男女の恋愛物語。

　物語は情熱的なものか悲恋が多い。身分差に恋い焦がれながら失恋する話は王道である。思えば、アティヤは技術を磨くことにばかり邁進し、『恋』の表現をしていなかった。色気が足りないと言われていたのは、こういうことだったのかもしれない。

　──今なら、恋い焦がれる気持ちが少しは分かる。

　アティヤは時間を忘れて夢中で踊った。

「お見事ですねー！」

　唐突に声が聞こえ、アティヤは踊りを止めてきょろきょろ見渡した。バルコニーに繋がってはいない別室の窓からカミールが手を振っている。

「カミールさん。お疲れ様です」

「すごいですね。旅する一座の踊り子というのは、あんなに飛び跳ねたりするもんなんですか。ワタシが今まで宮廷で見てきたのはもっとこう……優雅であったり、焦らすような悩まし～い感じの」

「普通はそうです。すいません」

「ですよね？　でもワタシ、新鮮で良かったですよ。お上手で、きれいだと思いました」

　カミールは軽く拍手しながら率直に褒めた。アティヤはお辞儀する。男の人に、踊りを見てきれいだと言われたのは初めてのような気がして、言葉に詰まった。

「それとですねぇ～これは殿下に怒られるかもしれませんね。眼福って言うんですかねぇ」

　カミールは視線を下にずらし、アティヤもつられて下を見る。たくし上げた裾から、普段は隠されているべき脚が見えていた。

「ひぃっ！」

　アティヤは急いで留めておいた腰帯を解き、裾をくるぶし丈に戻した。カミールは「おや残念」などと言っている。

「アティヤさん、ちょっと休憩しませんか？　あなたに試していただきたいことがありまして」




　カミールに連れられて一階に下り、執務室に入った。言われたとおりソファに座って待つ。

「お待たせしました～。そんなに緊張しなくても大丈夫ですよ。怖いことはしませんって」

　カミールは低いテーブルを挟んだ向こうのソファに座った。四角い盆に載せて持ってきたのは、二つのカップと、銀色の棒である。

　アティヤが受け取った銀色の棒には片方の端にコインのような円盤がついており、模様が円環状に彫られていた。

「その模様を、指で描くように円まるくなぞってみてください」

　言われたとおりにすると、ポゥ……と白い光が放たれた。

「!?　!?　!?」

「あ、やっぱり。じゃあ次、この二つのカップにその棒を差してみてください」

　光ったままの棒をカップの液体に差す。カミールは頷いているが、特に何も起こらない。二つめのカップに差すと、白い光が赤色に変わった。禍々しい色である。

「お見事です。じゃあそれ吹き消してみてください」

　訳が分からないが、円盤のところに息をふぅっと吹きかけると光は消えた。今は何の変哲もない棒である。

「これ、何ですか？」

「毒を探知する術具です。毒だったらさっきのように赤く反応します。とは言え、誰でも扱えるわけじゃないんですよ。呪術師か、相応の呪術の知識を持っているか、その才があるか」

「……どれも、ありませんが」

「殿下から聞いていませんか？　アティヤさんは精霊に好かれているようです。ワタシの仮説としては、あなたの魂が彼らにとって好ましいものなのだろうと思ったのです。精霊の力を借りて成立する呪術だから、きっとあなたは呪術師になる才があると考えました。そして当たっていた。ワタシってやっぱり見る目がある」

　呪術師の才能があると言われても、そのような不可思議な力を扱う世界は近くて遠いものだと思っていた。どう飲み込めば良いか分からない。

　円環の模様をなぞる。そうするとまた、白く光った。

「呪術師というのは、とても賢くなければなれないものだと聞いています。私、自慢じゃないですけど頭良くないですよ」

「ああ、それは察してます」

　カミールは真顔で頷いた。

「ワタシ、頭はべらぼうに良いんですけど、才がないんですよね。術具を少しは扱えますが、自分で術を編み出すことはできないんです。皇家にはいくつか術具がありますが、この術と術具を創り出してもらうのに宮殿一つ建つくらい払ったらしいですからね」

「宮殿一つ……この燐灰石の館くらいってことですか？」

「いえいえ、第二の宮くらいですかね。この燐灰石の館だとおつりがでます」

　アティヤは大好きなお八やつの乾燥イチジク何個分だろうと考えた。想像がつかないのである。

「アティヤさんに、呪術師になれと言っているわけではないですよ。殿下の身近に、術具を使える人間が現れたことが収穫なんですよ」

「身近……」

　思わずもれた言葉に、カミールがにっこりした。

「そりゃあそうでしょう。今回は愛人（仮）臨時雇とは言え、アティヤさんをリヒト殿下の内側に引き入れることと同義ですからね。この件が片付いても、縁は切れませんよ」

「私が、殿下の内側に」

　呟くように言った。カミールがソファから身を乗り出し、囁き声で言う。

「本当の愛人に……恋人を目指してもいいんですよ。なにしろ、これから何度か同じ部屋で夜を過ごすわけでしょう？」

「そそのかしている、のですか？」

　アティヤに助言しているのか、それとも罠なのか、カミールの真意は分からない。

　アティヤはカミールの目をじっと見返した。カミールも挑戦を受けるように目を見開く。数十秒か一分か、お互いそのままでいた。空気を破ったのはカミールの方だ。

「アティヤさんは、欲がありませんねぇ」

　呆れたような、優しさの滲む声だった。「こういうところ、なんですかね」

「なにがです？」

「ワタシとあなたの違い」

　呪術師の才があるかどうかの話だろう。カミールは「……僕は欲ばかりで」と、誰に聞かせる風でもなく呟いている。

「私、馬鹿ですから」

「馬鹿とまでは言ってはいませんよ」

「よく分かりませんけど、カミールさんがいつもリヒト殿下を想って動いていらっしゃるの、知ってます。武術宮の女官も皆、知ってます。少々盲目的に殿下のことを好いてることとか、殿下もカミールさんの前が一番自然体っぽいこととか、二人が恋愛関係にあるんじゃないかって噂もある──これは余計でした」

「ちょっと待ってください恋愛関係？」

「カミールさんの欲は、きっと殿下のためのものでしょう？　それは尊いものだと、思います」

「あー、あの、ありがとうございます。でも待って、恋愛関係とか本当にそんな噂があるんですか!?」

　アティヤは目をそらした。雄弁な肯定だった。

「殿下、恋人の噂とか全くないので……男の方が好きなのじゃないかと噂があって……そうなると、相手として一番人気なのがカミールさん……次は副官さん……」

「僕は女の人が好きだし、彼女だっていますからね！」

「えええ！」つい驚いた声を出すと、どういう意味でしょうかとなじられた。




　もう少しで殿下が帰ってくると聞いたので、アティヤはカミールとお茶をしながら執務室で待っていた。アティヤは本の続きを、カミールは書類仕事を片付けている。

　ノックもなくガチャリと入ってきたのは、一仕事終えたリヒトである。

「「おかえりなさい殿下」」

「た、ただいま。……二人、仲良くなったのか？」

　リヒトの問いに、二人は顔を見合わせる。

「どうでしょう？」「どうでしょうねぇ」

　二人のぞんざいな物言いに、リヒトは聞かなかったことにしたらしい。

「女官服は用意できた。打ち合わせを兼ねて、もう少し時間もらってもいいか？」

　殿下が扉の方を指す。続きは私室で、ということだろう。アティヤは本を元の場所に返し、殿下のすぐそばに駆け寄った。

「おや。ワタシがいたらできないことでもするんですかね？」

「お前のそういうところが面倒だから別の部屋に行くんだよ」

　カミールは肩をすくめ、「仕事あるんで早めにどうぞ」と手を振った。




　貰った新しい女官服に着替え、殿下と例の設定の確認をする。借りていた服はあげるよと言われたが丁重にお断りした。

「それじゃあ三日後に」

「はい」

　ベールをかぶろうとしたら、殿下がそっと身を屈めてきた。手が前髪に触れる。その繊細な動きと間近に迫る美形の迫力に、アティヤは微動だにできず突っ立っていた。

　殿下がアティヤの額に唇をそっと落とし、すぐ一歩下がって離れる。

　呆然と殿下を見つめる。殿下は横を向いて、不自然に咳き込んだ。

「愛人らしいことに少しは慣れておこうかと思って……。不自然じゃなくなるように」

「あっ、ああ！　なるほどです！」

「口づけなら、地方によっては挨拶代わりでもあるから、許されるかな、と」

「そうですね、そういう街もありますね」

「それじゃあ行こうか──」

「えと、私もするので、殿下、屈んでください」

　殿下は三秒、動揺した。すぐに何でもないような顔を装ったが、動揺していた。アティヤの身長に合わせ屈んでもらい、同じように殿下の額に口づけする。

「ここでの挨拶の習慣にしましょうか殿下」

「そうしよう。俺も慣れていかないと」

　殿下は赤くなった頬をごまかすように片手で顔を覆っていた。

　執務室で付き添いは交代し、第四の門まではカミールに送ってもらうことになった。

「すみません、わざわざ」

「いいえいいえ。申し訳ないと思って一人で行ったり来たりするのだけはやめてくださいね。そちらの方が困りますので」

「分かりました」

「素直でよろしい。でも念のため、これをお渡ししておきます。常に首から提げておいてください、服の下に隠して」

　銀色の小さな札がついた首飾りだ。黄色と水色の綺麗な石がはめ込まれている。

「これは？」

「ここの通行証みたいなものです。なくさないで下さいね」

「了解です。服の下ってことは見られちゃまずいものですか？」

「急ごしらえの、正規の通行証じゃないのでね……浴場とか、そういう場面でしたら大丈夫ですよ」

　普通に装身具と言っても差し支えないようなデザインに、アティヤはにっこりした。







「アティヤ～！　大丈夫？　兵士の誰かが投げた硬球が頭に当たって脳しんとう起こして倒れたって聞いたんだけど」

　寮に戻ると、相部屋仲間のリンリーが駆け寄って抱きしめてくれた。武術宮の女官は二人に一室をあてがわれている。小さな部屋に、背の高いベッドが向かい合わせに置かれ、ベッド下は服や小物を入れる棚になっている。壁には小さな窓が二つはめ込まれ、二人分の茶器を置ける机、椅子が二つある。狭くはあるが設備は十分で、なかなか居心地も良い。部署によれば大部屋でもっときゅうきゅうに雑魚寝しているところもある。外宮にある建物であるのも理由だろうが、二人一部屋の好待遇は、リヒト殿下のはからいだと言われている。

「うん、大丈夫。そのあと殿下が助けてくれて、一日安静にしながら看てもらったから」

「だったらいいんだけど。昨日の夜はなかなか帰ってこなかったから心配したんよ。アティヤ、外泊とかしないし。点呼は一応誤魔化したんけどね。いい人がいる話も聞いてなかったから心配になって、そしたら深夜過ぎに燐灰石の館にいるって連絡が来たからびっくりしたんよ」

「ご、ごめんね」

　同室のリンリーはアティヤより年齢が一つ下の同期であり、一番仲が良い。親族の伝手で西の地方から来たと言っていた。茶色がかった金髪に、それと似た色の大きく愛らしい瞳をしている。華奢な体躯をしており、初心な少女のように微笑む。可愛いので兵士たちからよく声をかけられている。恋人がいるのか寮を抜け出すこともあり、頼まれたアティヤは点呼を誤魔化しているのだ。

「燐灰石の館にいたの？　すごいねぇ、どんなとこやったの？」

「タイルがすごく綺麗で……中庭が美しかったよ」

　リンリーに嘘をつくのは忍びないが、どうかバレませんように願いながら続きを話す。

「今回の件でご縁ができてね、燐灰石の館で臨時働きをすることになったの。ちょうど体力がある女官を探してたんだって。だから三日に一回、向こうに行ったまま泊まることに、なってて……」

　心配だったリンリーの反応は、目をきらきらさせているものだった。

「燐灰石の館かぁ、いいなぁぁぁ」

「うっ、うん」

「リヒト殿下の住まいやんねぇ。ってことは、ってことは」

「……リンリーは、殿下のことがすきなの？」

「えっ？　いやいやいやいや、殿下じゃないよぉ」

　──殿下じゃないのか。

　なぜだか妙にほっとした。罪悪感なのか、少し胸が苦しかった。

「それに殿下はさぁ……」

「女には興味ない？」

　リンリーがにこぉーっと唇を笑みの形にする。

「うふふふふふふふ」







　武術宮の女官の仕事は力仕事である。大量の洗濯物、破れた訓練着の修繕、宮全体の掃除、厨房の雑用など。内宮の方や後宮だとどうなのかは知らないが、訓練に励む有能な戦士たちを支える仕事である。アティヤは今日も洗濯物をガシガシ洗い、干し、新しい衣類やリネンをどっさり抱えて走っている。

「アティヤちゃーん、重そうだねー、元気ー？」

　目線を横にやると、水分補給中の兵士の数人が手を振ってくれていた。

「お疲れ様ですー！　元気ですー！」

　アティヤが声を張り上げて返事すると、彼らは朗らかに笑った。武術宮の兵士は気のいい人が多く、こうやって声をかけてくれることも多い。

　稽古場を見回すと、リヒト殿下は目下指導中である。厳しく凜々しい顔をしている。プライベートであんなに狼狽えたり、焦ったり、ネガティブ発想するようには思えない。そのギャップが可愛く思えてきて頬がゆるんだ。

「おやおや、ニヤニヤしていますよアティヤさん」

「突然現れるの、やめませんかカミールさん」

「おや、あちらの方角は……殿下を見ていたのですかね？」

　カミールは淡々と自分のペースに巻き込んでいく人だ。「そうですね、まあ」

「今日が例の出勤日ですもんねぇ。かっこよくて惚れそうですか？」

「リヒト殿下はそりゃあカッコイイですよ」

「それもそうでしたね。それでは、終業時刻の一時間前に門前で待っていますから」

「よろしくお願いします」

　カミールは殿下のもとへ帰って行く。こちらを向いた殿下が視線の先のアティヤに気付いたが、目が合うか合わないかくらいの一瞬で逸らされた。

　これがアティヤと殿下の本来の距離である。




　仕事を終え、「また明日ね」とリンリーに見送られて第四の門へ向かう。カミールと合流し、館に着くとまっすぐ殿下の私室に通された。書庫の整理でもしようと思っていたが、今日は殿下も早くお帰りになるので後日にしてほしいと言われた。

「だいたい貴女まだ働くつもりなんですか？　有り難いですけど、日頃から頑張ってるのだし休んでいいと思いますよ。先に湯浴みしておいてください」

　カミールは呆れたように笑った。

　脱衣所にはタオルや着替えの他に、化粧水も用意されていた。芳醇な薔薇の匂いがする。誰が用意してくれたのだろう。まさか殿下が？

　日暮れ前の浴室は明るく、明かり取りの窓から夕暮れの光が差し込んでいた。

　鮮やかな水色のドレストーブに着替え、部屋に戻ってからそう待たないうちに殿下が帰ってきた。アティヤは頭を伏せて出迎える。

「おかえりなさいませ、殿下」

「た、だいま」

　殿下は絨毯の手前で一度静止し、アティヤの斜め前に腰をおろした。黙ったまま、おそらく無意識にウードを引き寄せて弦を触っている。どうしたのだろうと思ったアティヤは自分の発言にはっとした。

「おかえりなさいなんて、馴れ馴れしかったですか？」

「いや。なかなかいいものだな、と、思った」

　思わず口がゆるんだように殿下が笑う。アティヤはなんだか直視できなくなって下を向いた。

「やっぱり、アティヤにはそういう色の服も似合う」

「このドレストーブ、殿下が用意してくださったのですか？　もしかして薔薇の石けんとかも」

「うん。実は女官長に聞いて助言をもらったんだ。いるものがあれば遠慮無く言ってほしい」

「化粧水も石けんもすごく嬉しかったです。ありがとうございます」

「それなら良かった。……夕食がくるまでに俺も湯浴みしてこようかな」

　殿下は浴室に向かい、アティヤはバルコニーに出た。

　空は夕闇に染まりつつある。透きとおっていて深い青色のなかに、ちらちらと星々が煌めきはじめている。なかでも真白に光る一等星は近いようで遠く、リヒト殿下のようだと思った。

　まもなく運ばれてきた夕食を二人でいただいた後、就寝までには少し時間が残った。

「アティヤはいつも何してる？　寝るまでの時間」

「そうですね。軽くストレッチしたり、同室のリンリーとお茶を飲みつつお喋りしたり、とかですかね。殿下はどうされていますか？」

「この時間に帰って来てるときは、だいたい楽器を弾いてる」

「素敵です。……その、今日はお弾きにならないのですか？」

　アティヤの期待のまなざしを真っ向から受け、殿下は恥ずかしそうに訊いてきた。

「……弾いて欲しいの？」

「はい！」

　仕方ないなぁと笑い、殿下は淡い色のウードを抱えた。ポロン、リィン……と試し弾きをする。

「俺の母は元楽士でね。後宮にいたころ、一通り手ほどきは受けたんだ。普段は適当な人なのに、音楽のこととなると厳しい人で、ウード限定なら免許皆伝してあげてもいい、って言われたっけな。他の楽器は駄目だったけど」

　そう言い、春の訪れを喜ぶ有名な曲を奏でた。殿下の技術はかなりのものだった。一つ一つの音が綺麗で、重なっていく音色が深みを増していく。曲が終わると、殿下は「こんなもんだよ」と照れくさそうにした。

「殿下、すっごく上手です！　楽団にスカウトしたい！　というか楽士になれますよ殿下！」

「あはは」

「皇子様で将軍様ですけど」

「はは。楽士の方が気楽でいいな」

　殿下は皇子としても将軍としても立派で、相応しい人だ。けれどこうやって話すうち、楽士の方が気性は向いているように思えてきた。

「優しすぎますもんね、殿下は」

　優しい人は、余計な気苦労を背負う。

「アティヤは、俺は楽士の方がいいと思う？」

　どう答えればいいのか、アティヤは一瞬言葉に詰まった。

「殿下の演奏は聞いていると幸せな気持ちになりますし、楽士としても十分食べていけそうです。ただ私は……殿下がこの国の皇子であり将軍あることが、嬉しく、誇りに思います」

「うん。そっか──ありがとう」

　殿下の優しい微笑みにアティヤは何故か切なくなり、首をふるりと振った。

「じゃ！　次はアティヤの知ってる流行り唄にしよう。ただしアティヤも歌うこと。でないと二度と弾かない」

「ええっ」

　そうして恐れ多くもアティヤは歌い、「今まで聴いてきたなかで一番好き」など大袈裟に褒められた。褒めすぎである。

　いよいよ眠る時間となり、まずアティヤが寝台の奥に上がった。ともに寝台を使うことで合意しているが、殿下はこの期に及んで躊躇っている。

「殿下」

　誘うような甘いものでなく、呆れた声でアティヤは呼んだ。

「決して嫌なわけじゃない。なんて言うか、その……」ごもごもと呟きながら殿下は寝台に上がり、二人の境界線としてクッションを並べ置いていく。

「ねぇ殿下、この境界線を越えたかったら越えていいですからね」

「……アティヤ」

　殿下はどっと疲れた声を出し、顔から枕に突っ込んで寝転んだ。

「すみません、もう言いません」

　含み笑いのアティヤを、顔だけずらしてこちらを向いた殿下が睨む。

「そういうこと言ってたら本当に襲われるんだからな」

「殿下以外に言いませんって」

　殿下は顔をしかめ、ため息を吐いた。ごろりと天井を向く。アティヤも寝そべり、毛布を引き上げた。ちらりと横を確かめる。

「おやすみなさい、殿下」

「おやすみ。良い夢を」

　横目で視線が合うのがくすぐったく、小さく笑みをこぼすと殿下も口端を上げて微笑んだ。

　アティヤとリヒトの二夜目はこうして過ぎた。







　そしてまた三日後。

「今晩リヒト殿下は会食の予定がありまして、こちらに帰ってくるのは遅くなると思います。アティヤさんの夕食はここに持ってきます。湯浴みはその後にお願いしますね」

　今回も迎えに来てくれたカミールは、武術宮では着ないような正装で身を包んでいた。

「殿下からの言伝は、気にしないで寝ててくれ、だそうですよ」

「分かりました。お気遣い、感謝いたします」

「ワタシ的には、毛布をめくったらバーンと裸体で待っててもいいんじゃないかと思うんですけどねぇ」

「殿下が怒りそうですねぇ」

「ははは」「ふふふ」

　二人の乾いた笑い声が妙に響く。カミールはアティヤにどういう役割を期待しているのか、つかめない。

「この前の夜は、ほんとに何も無かったんですか？」

「殿下がそう仰ったのでしょう？」

　カミールは鼻からフンッと息を吐いた。

「アティヤさん、殿下のこと嫌いじゃないですよねぇ？」

「もちろん」

「こんな絶好のチャンスに誘わないんですか？　玉の輿ですよ？」

「誘……。カミールさんは何かとそう仕向けますね」

「ワタシならがんがん誘いますからねぇ。しかもリヒト殿下、押しに弱いし」

　リヒト殿下は押しに弱い。そうではないかと思っていた。

「もしかしてアティヤさん、他に好きな男が？」

「いませんよ」

「じゃあ殿下に惚れるのも時間の問題ですね」

「じかんのもんだい」

「あんなにいい男ですからね、一緒にいたらすぐ落ちますよ」

　カミールは鼻高々に言う。彼は本当にリヒト殿下のことが好きなのだ。

「そしてこうやって、アティヤさんに暗示をかけているわけです」

「……惚れ込まなくても、殿下のために働きたいですよ。私が術具使えることが分かったから、そういうこと言うんですか？」

「おやおやアティヤさんらしくない物言い。さてどうでしょうねぇ」

　カミールはどこか慈愛のある微笑みを残して部屋を出た。アティヤはひとり、首をひねる。腹黒そうなカミールの思惑など考えたところで分からなかった。

　バルコニーに出て暮れてゆく空を眺める。毒入り短剣を仕込んだ犯人はまだ分からず終いだが、判明したら殿下の私室通いも終わる。疑われている最中なのに、これが終わるのは寂しいと思う。

　──殿下にとってはいい迷惑だ。

　慣れない一人きりの夕食を終え、眠る準備を済ます。

　眠りに落ちる前、瞼の向こうで小さな光がチラチラと動いた気がした。











　　　　　　　○






「へぇ。で、今は愛人ということにしてるの、彼女」

「そうです。犯人はまだ分かっていないけど、彼女ではないです」

「リヒトは甘いよね。まぁ君がそう言うんなら、そうなんだろうけど。君の直感は信じるに値する」

「誰よりも直感を信じてない兄上が言うと裏がありそうですね」

「ほんとのところは信じてみたいよ直感を。まぁ、君の直感って外したことないから、統計学的に信じられる。それに君の瞳は、皇家のなかでも稀に見る特別製だ」

　優しく人好きのする顔で言うのはこの国の第一皇子、シャフヤーンである。艶のある少し長い金髪は片側で緩くくくり、大きな瞳は柔らかい金色。中肉中背の均整のとれた体つき。物腰も穏やかなこの男は誰よりも頭が切れ、誰よりも人を信じない。四六時中あたたかく微笑んでいる瞳は、実のところ笑っていない。

「そのアティヤちゃんとやらに会ってみたいな」

「何故？」

「ええ？　リヒトがずっと片思いしていた子じゃないの？」

「違う……」

　カミールもシャフヤーンも勘違いしている。精霊に好かれているその存在が気になってはいたけれど、恋愛の感情ではない。くりっとした瞳が可愛いとか、笑顔を見るとほっこりするとか、軽やかな身のこなしが美しいとか思ったことはあるが、そういうのではない。それに、遠くで見ていたときよりも、傍で彼女を見たときのほうが、よっぽど……。

「別にいいじゃない。リヒトはいずれ僕の臣下におりる予定だろう？　愛している人を妻にもらったらいい。リヒトの選択であれば僕が支持する」

　シャフヤーンがゆったりと微笑んだ。

　皇位継承者第一位である彼の住まいは、金や赤の装飾を使いながらも落ち着いた雰囲気の宮である。今晩はリヒトだけが招かれて個人的な会食をしていた。給仕の女官もおらず、壁際にシャフヤーンの従者とカミールの二人だけが侍っている。

　シャフヤーンとリヒトは異母兄弟である。この国に皇子は四人。正妃が産んだのが第一皇子であるシャフヤーンと第四皇子のジャミルだ。側妃は二人いて、それぞれ一人ずつ皇子を産んだ。すでに妻が二人いた現皇帝が、宮廷に招かれた楽士に一目惚れして口説き落としたその人がリヒトの母である。

　母が違えど、同じ皇位継承権を持つ者同士であろうと、シャフヤーンとリヒトは仲が良い。第二皇子とも友好的であるが、彼は生まれたときから病弱で会う機会も少なく、今は王宮から離れて神殿近くの緑豊かなところで静養している。

「……兄上は、愛している人がいるのですか」

「いいや？　本気になれるような女人とも出会わないしね。僕は皇帝になるつもりだから、慣習通り、後宮に集められた奴隷の娘たちから正妃に耐えうる女性を選ぶよ。それに僕に恋愛は向いてないでしょ」

「その質問には答えかねます」

「冷徹な人間だからね、って言ってくれてもいいのに。ふふ」

　王宮には伝統がある。次の皇帝が選ばれたとき、ほかの皇子たちは殺されるか生涯幽閉されるという法は撤廃されたが、いくつかは慣習として残っている。余計な外戚を作りださないため、集められた奴隷たちから正妃を選ぶのもそのひとつだ。彼女たちは幼い頃に後宮に買われ、教養、礼儀、芸術と様々な分野の教育を施される。そのまま後宮に残る者もいれば、女官や楽士、文官や兵士の妻になる者もいた。

　皇子たちに配給される特製の避妊薬も慣習である。皇位継承権をもったまま、勝手に子を作ることは禁じられている。

「俺が臣下におりるタイミングですが、いつがいいでしょうか。俺としてはさっさと返上したいんですけど」

「もう少しだけ待ってて。第二皇子からも返信がきたけどさ、あいつ王宮を出るときにもう父上に言ってあったらしい。病弱なので皇帝の職務は耐えられません、ってさ。リヒトはリヒトで、才覚はあるのに性に合わないから絶対嫌だとか言うし……。確かに君は優しすぎるからしんどいだろうね。あと一人、弟がな。一番血が濃く繋がっているのに、何考えてるのか全く分からん」

「俺も分かりません。たまに武術宮の女官を誘惑しに来るんですよアレ。仕事もろくにしないで愛人何人囲ってんだ。アレが皇帝になったら国がつぶれる」

「いやもう何考えてんだろうね。ちゃんとしたらかなり使える男なのに」

「ちなみに兄上。誤解のないように言っておきますが、俺が皇位継承権を返上したいのは、皇帝になるのは誰よりもシャフヤーン兄上が良いと思っているからです。兄上なら、この国にさらなる豊かさと平穏を、人々に恵みをもたらせましょう」

　シャフヤーンは薄く笑う。瞳の奥が少し和んだ。

「その気持ち、受け取ろう。でもねぇリヒト、実は僕も皇帝になりたくないって言ったら？」

「俺は、絶っっっっっ対に、嫌です」




　リヒトは物音を立てないように、そーっと自室に入った。静かである。まだ真夜中ではないがアティヤはきっと眠っている。

　今夜のアティヤは真白い衣装を着て眠っていた。精霊たちは彼女のまわりを囲むようにして羽を休めている。数は十以上、いつもより多い。きらきらとした光に囲まれ、アティヤ自身が精霊のようであった。

「それより、女神と言うほうが正しい？」

　リヒトの呟きに、精霊たちが静かにしろという仕草をする。精霊たちにとってはアティヤが女王様で、リヒトは下僕である。分かりました、と頷いて湯浴みをしに行った。

　リヒトが寝台に上がると、精霊たちはどこかへ飛んで消えていく。なかにはリヒトをペチンとはたいていく者もいた。全く痛くないが釈然としない。

　アティヤの寝顔を見つめる。精霊がはっきり視えるリヒトの瞳は夜目もきく。ほのかな灯りであろうと、その実、夜行性動物と同じくらい視認できる。

　アティヤは可愛い。彼女の気は清々しい。水でできた水晶のようなのだ。

　二人の間にクッションを積みながら、リヒトはこの距離で満足していた。間違って手を伸ばしてしまったら、今度は彼女を貪りかねない。彼女に愛を囁いたとしても、皇子である肩書きに気を遣われたりしないだろうか。リヒト自身、自分の感情がよく分からないでいる。

　かといってもう、アティヤが誰かの妻になるのは許せないのである。
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　夜明けだ。目を覚ましたアティヤが隣を見ると、美しい男が寝ている。普段は厳しい顔をしているのに、寝ているときは棘が抜け落ちたようにあどけない。

　リヒト殿下を起こさないよう、慎重に寝台の上を移動した。顔を軽く洗い、服を着替えたあとは、館の兵士の一人が第四の門まで送ってくれることになっている。

「おはようアティヤ」

「おはようございます。起こしてすみません」

　アティヤが寝台をおりたところで殿下が起きてしまったらしい。頭を下げると、殿下がアティヤの手首をおもむろに掴んだ。

「昨日、気になることを聞いた。カミールには踊りを見せたんだって？」

　殿下は寝転んだまま、眠そうな眼でアティヤを見上げる。気怠さのなかにほんの少しだけ苛立ちが混じっていた。

「見せたというか、踊ってるところを偶然見られたというか」

「俺も、見たい」

「え」

「見たい」

「わ、わかりました」

　有無を言わさない雰囲気であった。アティヤが約束すると、殿下はにっこり笑って手を離した。

「次の夜が楽しみだ」

　殿下はまた眠りに戻る。

　大変なことになったと、アティヤの眠気は吹き飛んだ。




「どうしようリンリー！　曲は？　服は？　どれがいいと思う？」

「なんだか面白いことになっとるねぇ。ついにリヒト殿下を誘惑するんかぁ」

　誘惑じゃなくて踊るのだ。アティヤは艶めかしく誘うような舞踊はできない。

　踊り子時代の服は二つ、上客の前で踊る際に着る上等な衣装を持ってきている。二着とも、上衣は首から胸下まで柔らかな布が覆う。肩や腕の覆いはなく、胸下の生地の裾には硝子玉で飾りがつけられている。ズボンはヘソ下で、腰回りには飾り布を巻き付けており、踊るとひらひら舞う。丈はふくらはぎのあたりの短めで、ここの裾にも硝子玉の飾りがついている。仕上げに光こう石せきと呼ばれる美しい硝子玉で作られた腕輪とアンクレットをつけて完成だ。

「綺麗な衣装やねぇ。赤と青かぁ、どっちがいいかなぁ。今度殿下の前で踊るの？」

「そう。どどどどうしようリンリー……！」

「曲もどうするか迷ってるんだっけ。いいよぉ、殿下攻略計画一緒に考えてあげる」

「別に殿下を攻略するわけじゃない……」

　緊張と焦りでいっぱいのアティヤに、リンリーは可愛い顔をニンマリさせた。

「思いっきり悩殺しちゃおうよ、アティヤ」




　夜空の下、バルコニーで殿下が待っている。今夜のためにと殿下が用意した、海底を思わせる絨毯と美味しそうな葡萄酒。台座に用意された果実は林檎に桃、マルメロの実やオレンジに干し葡萄と色鮮やかである。頭上には満天の星、床に置かれた蝋燭の灯りの数々が足下を照らす。着替え終わったアティヤはウードを抱え、殿下のもとへ侍った。

「用意できたのアティヤ……」

　振り返ったリヒト殿下がつかの間呆けた顔をする。アティヤはウードを手渡し、くるりとその場で一回転した。空の深い青を思わせる衣装で、腕輪とアンクレットと髪飾りの全力装備である。しゃらりしゃらしゃらと軽やかな音がした。

「いかがでしょうか。踊り子時代のものなのですが」

「とても綺麗」

「えへへ。ありがとうございます」

「それで、これは？」

　殿下がウードを指した。

「殿下に曲を弾いてもらおうと思いまして！　……駄目ですか？」

「そうきたか。いいよ。弾けたらの話だけど」

　アティヤはいくつか曲を挙げ、一つ頷いた殿下が弾き始めた。『青い春の訪れ』という軽やかで楽しい曲だ。アティヤは踊った。指の先まで優雅に楽しく美しく、回って跳ねて宙返りをする。アティヤらしい爛漫たる踊りである。

「宙返りする舞は初めて見る」

　殿下は楽しそうに笑っている。音楽も愉快さを増し、アティヤも自然な笑みがこぼれる。

　曲が終わると思いきや、殿下はアドリブで違う曲を弾き始めた。テンポが速い『精霊の輪舞曲』である。アティヤが挙げた中にはないが、実はとても好きな曲である。驚いて殿下を見ると、愉しげで挑発的な瞳をしてアティヤにウインクした。

　──かっ……可愛い！

　ウインクに胸を打ち抜かれたアティヤは踊り続ける。細かいステップが多く、とにかく回転して跳ねることの多い曲なのだが、踊り終わったあとは不思議と幸福感に包まれるのだ。

　殿下がウードをかき鳴らして曲が終わった。

「見事。上手で、綺麗で、なにより楽しそうだった。ありがとうアティヤ」

「ありがとうございます。殿下の演奏が素晴らしくて、踊るのも楽しかったです」

　殿下は拍手しながら、どこか恍惚とした目映い笑みを浮かべている。

「予想はしてたけど、精霊たちが大勢集まってきてる。『精霊の輪舞曲』を踊り始めたときは特に……アティヤの周りを囲むように円になって、それがまた精霊たちを呼んで、星空にも負けないぐらいキラキラしてた。俺はこんなの見たことがない。精霊たちのお祭りみたいで、まるで御伽噺の世界を見てるんじゃないかと──」

　殿下は言葉をきり、少年のように笑った。屈託の無い無邪気さに心を打たれる。

「殿下の演奏のおかげではないですか？　もう一曲聴きたいです」

「いやいやまさか。でも……アティヤのために一曲」

　そうして奏で始めるゆったりとした旋律──『花よ、娘よ、愛しい人よ』という有名な曲は、愛を囁く唄だ。

　殿下には意図するところはないだろう。けれど曲の意味を知っているアティヤはぶわりと頬を赤くする。誤魔化すように葡萄酒を一口もらった。そんなアティヤを殿下がちらりと見る。

「精霊が──踊り始めてる」

　宙を見つめて殿下が微笑んだ。アティヤに精霊は視えないが、今この瞬間、深い安堵に包まれた幸福のなかにいる。

　──なんて幸せな夜。

　小さく唄を口ずさむ殿下を見つめ、少しだけでいいから殿下の視る景色を共有できたらと思った。











　　　　　　　○






　健やかな目覚めだ。寝台で身を起こしたリヒトは隣で眠っているアティヤを見る。昨夜はこれまでで一番、満ち足りて幸福な時間だった。夜空の下で踊るアティヤは祝福の化身のようで、精霊に近しい存在だった。踊り子として大成しなかったのが信じられない。

　アティヤを見つめていると、満ち足りた気持ちと共に痺れるような疼きを感じる。触れたいけれど触れたくない。自分の血塗られた手で穢したくないのに、奪い尽くしたい欲望も自覚している。

　アティヤにここにいて欲しい。……何もしないから毎日こうしてここで眠ってくれないかと、口から願いが滑り落ちそうになるのだ。

　武術宮に勤める一人の女官として、いつも精霊と共にいるなと遠くから眺めていたころとは比べものにならない。明るくて、勤勉で、しんどい時もあるだろうにアティヤはいつも笑っていた。天真爛漫で溌剌とした彼女の生命としての輝きは、リヒトには眩しかった。ほとんど王宮で過ごしてきたリヒトにとって初めて見る人間だった。

　とても、尊い人だった。

「んんん……殿下、おはようございます」

「おはよう」

　アティヤはふにゃふにゃとしながら身を起こし、両手を上げて全身で伸びをした。猫を思わせるしなやかさを感じる。

「今日は俺が門まで送る」

「ええっ」

「不服？」

「めめめ滅相もありません」

　女官服に着替えに行くアティヤを見送る。こうしていると、本当の妻のようだなぁ……そうだったら朝から寝台に押し倒して仕事に遅れそうだな……など寝惚けたことを考えたところで、自分の頬をべちんと叩いた。しかし脳内でアティヤとの最初の夜が回想される。凶暴な本能に抗うために理性も自制心も総動員した、これが最適解だと思いながらもアティヤを抱くことに後ろ暗い思いがあった、あの夜更け。リヒトはもう一度自分の頬を叩いた。

　創造主が創り、精霊と大精霊が支え、管理されているこの地では、誰が見ていなくとも事実がカタチとして遺ると教えられている。事実は約束となる。アティヤと愛人である事実を作るのならば一度繋がるだけで十分だ。だから今後、アティヤと体を重ねる必要もない。ただ日毎に思う。あまりにも無防備なアティヤと寝台を共にし、生殺しのような渇きを覚えるのに、その飢餓感にも仄暗い幸福がある。唾液を飲み込み、飢えた獣のようにアティヤを見つめていても、彼女は何も気付かない。信頼に満ちた顔で「おはようございます」と言うのだ。

　アティヤと二人で部屋を出る前に、彼女の額に口づけを落とす。恥ずかしそうにはにかむアティヤが今度はリヒトの額に口づける。

「今日も佳き日であるように」

「殿下も。怪我なく健やかであらせられますように」

　館を出る際、アティヤについているのがリヒトだと気付いた衛士は一瞬ぎょっとしていたが、何食わぬ顔で黙礼した。おそらくこの館付きの兵士の間で、アティヤのことは噂になっているだろう。一部の女官と文官も、リヒトにぬるっとした生暖かい視線を投げかけてくる。特にここにいる女官はリヒトのことを弟か息子のように思っている節があるのでかなり恥ずかしい。外部には漏れていない口の堅さは流石である。

　深く深く一礼するアティヤと別れ、館に戻る。衛士はものすごく何か言いたげな視線をよこすが、気付かないふりをする。

　犯人はまだ判明していない。あの短剣に仕込まれた毒はおいそれと手に入るものではないのに、である。毒になる材料に珍しいものはなく、少し頑張れば誰でも入手可能だ。十二の植物、六の果実、三の液体。そこに呪術師による呪まじないが加わることで、強力な毒へと変化する。この毒は使いようによっては薬にもなり、そもそもはそちらが本来の使い方だったという。

　今、王宮が抱えている呪術師はいない。登録されている呪術師もいない。もし呪術師が市井にいたとて、呪術師であることを隠しながら暮らしているはずであり、王宮が把握している者はいないのだ。隠れ里もあるが、それは遥か遠い地、密かに皇帝に守られ、精霊の加護のなかだと聞いている。

　呪術師と特別なルートを持っている誰か、むしろ呪術師が犯人であるとリヒトは考えている。毒として持ち込んだのではなく、内宮および外宮のなか自身で調合したとみている。そしてそれは、探し出すのはとても難しい。他に手がかりが見つかるか、新たな動きを見せてくれないことには検挙できないかもしれない。

　犯人の目的も不明瞭だ。第二医務室は長期加療の者が使う場所であり、昨今は戦も内乱もないため使用しているときのほうが珍しい。狙いがリヒトであれば回りくどすぎる。あれから武術宮の部屋全てをくまなく調べたが、他に武器も毒も怪しげな罠もなかった。酩酊香が使われていたのも第二医務室のみである。

　おそらく、リヒトが標的ではない。ならば誰か？　それが分からない。

　検挙できないことは問題であるが、もうこれはこのままでいい気もしている。そのほうが、アティヤと過ごす時間ができるわけだし──アティヤには申し訳ないけれど、そう思ってしまうのも仕方ない──アティヤもリヒトの館で食べるご飯は素晴らしく美味しいと言って嬉しそうだ。女官長に聞いて用意した薔薇の石けんと化粧水も反応が良かった。

　女官長は幼少期から世話になっている人だが、「女性が貰って喜びそうなものって何かあるか？」と聞いたとき、名前を言っていないのに「アティヤにですか？」と返ってきたのだ。一般論を、と言うリヒトを遮って「アティヤは何よりも食べることが好きでしょうね。宝石の類は喜びよりも驚きと戸惑いが勝るでしょう。女であれば、高価な石けんや化粧水は喜ぶと思いますよ。薔薇は万人受けします」と助言された。何かを含んだような目で微笑まれ、それは今も続いている。色々と見透かされている気がする。

　ああそうだ。この前アティヤの手を見たとき、小さな傷や赤みで痛そうだったので軟膏を発注したのだった。水仕事が原因だろう。彼女はよく大量の洗濯物を洗っている。本人は気が付いていないようだが、休憩がてらその作業を見つめている兵士は多い。小さい体で大変だろうなぁと思いつつも、なんとも和むらしい。よく分かる。

　まだ誰もいない中庭に出ると、木陰にいた精霊がリヒトに近づいてきた。ウードを弾くような仕草をして消えていく。昨夜の演奏を聴いてくれていたのだろう。

　精霊が視える力のおかげかもしれないが、リヒトの動体視力は常人を逸したものだ。感覚も鋭敏で、広範囲に研ぎ澄ますことができる。集中すれば、この中庭に暗殺者が隠れていても捕捉できる精度である。加えて身体能力も鍛え上げている。

　己を過信しているつもりはない。たかが数人の暗殺者が襲ってこようとも、返り討ちにできるのは自明の理だった。

　だからリヒトは、暗殺者がいるかもしれない状況でも悠然と構えている。
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　昼にさしかかるころ、武術宮がざわつき異質な雰囲気に覆われた。アティヤは手を休めて外廊下の方を見遣る。鍛錬場には相応しくない華美な装いの男と、それに従う兵士が二人いた。誰だか知らないが、十中八九高貴な身分の人である。関わらない方が良いと判断したところに男がこちらを向き、目が合った。男はアティヤを指さし、兵士らと何か話している。

　よくない感じだ。

　男が外廊下を外れ、アティヤの方へ向かってきた。知らないうちに何かしでかしてしまったのだろうか。身に覚えはないが、背中にぞっと汗をかく。

　本能的に逃げるべきだと思ったアティヤのすぐ真横に、武術宮の兵士がそっと現れた。淡い茶色の髪の彼は、アティヤに内緒話をするように身を屈めて囁く。

「僕に合わせてついてきてもらえますか。その方がきっといいです」

　助け船だと察したアティヤは頷いた。彼はアティヤの手を優しく握り、華美な男とは反対方向に走り出す。そのまま修練中のリヒト殿下のもとへ駆けた。

　こちらに気付いた殿下が、アティヤたちとその後ろにいる男たちを見比べて顔をしかめる。アティヤを連れていく彼が、殿下とすれ違いざまに言った。

「今日はアティヤさんに狙いを定めたようです」

「分かった。追い返す」

　殿下はアティヤを一瞥もしなかった。

　二人は減速することなく走り、武術宮を出て、兵士たちが寝泊まりしている棟の談話室に辿り着いた。ぜえぜえと息切れがする。

「すみませんアティヤさん、かなり走ってしまいました……大丈夫ですか？」

「な、なんとか」

「椅子に座ってください、説明しますね。……と、そうだ、飲み物とってきます」

　アティヤたち女性使用人が住まう棟と、兵士含め男性使用人が住まう棟は隣接し、食堂で繋がってはいるものの行き来はできない。勿論、男性側の談話室に入ったのは初めてである。こちらは丸い卓と椅子の仕様であるが、女性側の談話室は分厚い絨毯と大小たくさんのクッションが置かれている。部屋自体の造りは同じなのに雰囲気がまるで違った。

「お待たせしましたアティヤさん。どうぞ」

「ありがとうございます。ええと、あなたは……」

「武術宮で仕えている兵士のサイードと申します」

「そうでした。すみません、覚えていなくて」

「気にしないでください。これまであまり喋ったことはなかったですし」

　サイードは兵士のなかでも若い方で、優しげな人である。垂れ目の瞳は闇のような濃い藍色で、見つめると印象的だ。

　アティヤは仕事を終えればさっさと寮に戻る部類で、兵士たちとは積極的な交流を持たない。リンリーたちとお喋りする方が楽しいし、恋愛に興味がなかったこともある。

　アティヤ以外の女官の多くは積極的だし、誘われればデートもしている。近い将来の結婚を視野にいれているのだ。兵士の方も同じくである。結婚という形態が縁遠かったアティヤが考えなしなのである。

　年に一度ある、兵士や女官をはじめとする使用人たちの合同宴会では、アティヤは裏方仕事ばかりしていた。空になった酒と皿を片付けては新しく持ってきて、酔い潰れた女の子がいれば介抱し、気の進まない相手に言い寄られている女の子を見かけたら上手い具合に引き剥がす。踊り子時代、呼ばれた宴会で行っていた仕事と変わりなかった。手際の良さを女官長に褒められて鼻高々な夜だった。──周りは恋人を作っていたのは置いておいて。

「アティヤさんは、さっき武術宮にやってきた男が誰だか知っていますか？」

「いいえ。なんだかすっごく高貴な人っぽかったですけど」

「あの男は第四皇子のジャミル殿下です。愛人を囲いまくって堕落した生活を送っていると有名な」

「あ、あの人がですか」

「そうです。ほんと、たまーにですけど、武術宮にやってきて女官を誘っていくんです。今日は多分、アティヤさんに目を付けたと思います……。そういうとき、近くにいる兵士が女性を安全圏へ連れだし、殿下に追っ払ってもらうことになっています」

「そうだったんですか」

　第四皇子はいい噂を聞かない。半ば強引に女性を召し上げ、十数人の愛人を囲い、昼間から淫靡な遊びにふけっているという。一番末の皇子だが、正妃の二番目の皇子である。第一皇子や第三皇子と違い、仕事もろくにしていないと聞く。

　おそろしく顔がいい男で、間近で見つめられればそのまま流され、気付けば裸に剥かれて全てを奪われている……と女官たちの間では有名だ。

「そういう訳で、念のためこの男の園に来てもらったんです。昼食までここで時間をつぶしましょう。お相手が僕で申し訳ないですが」

「いえいえそんなことは。ありがとうございます」

　サイードはそっと微笑んだ。アティヤは一口水を飲む。ほのかに果実の香りがした。

「そうだ。アティヤさんはリヒト殿下のこと好きですか？」

　口に入れた水を噴きそうになった。

「僕たち、武術宮に詰めている兵士は皆リヒト殿下のことが大好きでして。暇つぶしに数年前の北部の内乱をおさめた話とかどうでしょう」

　なんだそっちの『好き』か──別の方だと焦ったじゃないか。

「私たち女官も同じく、リヒト殿下を敬愛しています。北部の内乱ってあれですよね。北西の隣国に接触されたカインズ地方の部族が、独立および南下しながら勢力拡大を謀った事件」

「そうです。あの内乱平定戦の指揮をとったのがリヒト殿下で、双方に被害が少なく無事おさめたことで、名実共に将軍位を賜ることになったんです。殿下はただ後陣にいたわけでなく、ここぞというところでは前線に出ました。皇子として正解なのかは分からないけれど──すさまじく強かったです。まるで未来を知っているかのように全ての攻撃が見えていました。一騎当千というのはこのことをいうのだと──殿下が出たからこそ、助かった兵士の命もありました」

　アティヤはうんうんと頷く。

「首謀者や隣国との内通者、反乱を企てた上層の者たちを取り押さえたあと、殿下は町から離れたところで野営の準備をしました。武術宮の精鋭部隊って、軍の直轄というよりリヒト殿下の直轄っていうか、ちょっと構造が違ってるのは知ってますよね？　内乱平定に赴いたのには、軍からの兵士が数の上では圧倒的に多いわけで。殿下は、捕虜や民への暴行や略奪行為、性的暴行など、絶対に行ってはならないと厳しく言いました。これに反した者は死んだ方がマシだと願うほどの刑に処す、と」

　サイードは一呼吸おいた。

「そんなのは当たり前なんだけど、一つも問題が起きないようにするのはどこの国でも難しいんです。戦闘後でかなり気が──いつもと違っていると言ったらいいのかな。でも殿下は事実、一つも起こさせなかった。なにより、あの戦いのなか殿下は凄まじく強者で、皆が畏怖の念を抱いていました。晩餐は豪華だったよ。殿下が交渉して、町から大量の食べ物と酒を用意してもらったり、有志で女の人が給仕してくれたりね。あの地は、民の全てが独立派というわけでもなかった。皇国のゆるやかな支配を庇護のように受け入れている面も多かった。隣国と接しているが故の防衛費も皇国が充てている分もあるし。内乱を起こしたのは、政まつりごとの実権を握っている連中が利権欲しさに唆されたからだった。……殿下は、くすぶってる軍門の兵士連中に、今晩だけ特別に決闘を受け付けると言いました。侍従殿なんかは必死に止めていたけど。見事、実力者たちを完膚無きまでに叩きのめしていったのは……相当にかっこよかったですよ」

　当時を思い出しているのか、サイードは夢見る乙女のような顔をしている。

「それからカインズはリヒト殿下贔屓です。被害は最小限ですんだし、町の破壊行為もなく、償いも想定より軽かった。それはリヒト殿下によるところが大きい。これが北部の内乱平定戦です」

　初めて聞く兵士目線の、リヒト殿下らしい素敵な話だった。

「サイードさんたちは殿下のことが大好きなのですね」

「ばれましたか」

　サイードは照れくさそうに笑い、アティヤも笑った。

「女官と兵士の皆さんは、いつもこういう話をしているのですか？」

「いいえ、全然違います。流行りものの話とかから始まり、恋愛的な駆け引きを楽しんでますね。……そういえばアティヤさんは、兵士の誰かと噂になったことはありませんね」

「ふふふ、ないですね。サイードさんはどうなのですか？　恋人とか」

　会話の流れで聞いただけだが、空気が急に冷えた。サイードは数拍おいてぎゅっと目を瞑る。聞かない方が良かったかもしれないが後の祭りである。

「好きな人はいます。でももう会えない……今は会えない。でも、僕にはあの人しかいません」

　彼が開いた瞳は暗く沈んでいた。

　張り詰めた切迫感と焦燥感が伝播し、アティヤは何も言えなくなった。この部屋まるごと、冷たい石のなかに閉じ込められた心地すらする。

　ぱっと顔を上げたサイードは愛想笑いを浮かべ、「何だか暗くてすみません」と謝った。アティヤは首を振るしかなかった。

「アティヤさんは恋人とかいます？　理想とか教えてもらっていいですか。聞きたがっている奴がいるんで言える範囲で」

「ええ……ええっとぉ」

　サイードは穏やかな人だった。それからしばらく楽しくお喋りし、午後には通常勤務に戻った。ただアティヤは、闇を映したような彼の瞳が忘れられなかった。







「ねぇ、リンリーって恋人いる、よね？　どんな人？」

　リンリーとのお茶の時間、アティヤは自然な感じで聞いてみた。それなのにリンリーは目を大きく開いてアティヤを凝視してくる。

「アティヤがそういう話をしてくるとか……ついに、好きな人ができたん？」

「いや、その、違……」

「私ねぇずっと思ってたんよ、恋してるのリヒト殿下なんじゃないかって。合ってる？」

　何故だ。どうして分かる。

「正解やんねぇ。うふふ～アティヤの恋がついに始まっちゃったか～」

「ま、まだ恋と決まったわけでは」

「そうやって意識してる時点でもう始まっちゃってるもんなの！　やっぱりリヒト殿下かぁ～。恋愛経験値お子ちゃまのアティヤが自覚するって、何が起きたん？　どこか好き？」

　リヒト殿下の好きなところ。皆が誇りに思っている皇子であり、将軍で、責務に誠実なところ。普段は孤高の獣のような厳格さを纏っているのに、素顔はあどけないところ。自分を過小評価していて、気配り上手で、楽器の演奏が玄人。そして、ただただ優しい人。

　一緒に眠るとき、胸の奥を満たすような幸福が流れ込んでくるのに、欠けたものを埋めたい欲求のような渇望も湧き上がる。それでいて世界で一番安全で優しいところにいる心地がする。

　誰よりも早く「おはようございます」と言えることの幸せを、アティヤは初めて知った。

「リンリー……」

「あはぁ。好きなんやねぇ」

「ねぇ。人としての好きか、恋愛感情としての好きか、どうやって判別してるの？」

「二つとも兼ねる場合もあるやん。例えばさぁ、キスしたいと思ったり、他の誰かと一緒にいるところを考えると嫌だと思ったり、気が付いたらその人のこと考えてたり、ずっと一緒にいたいと願ったり、とかじゃない？」

　思い当たることがありすぎて喉から変な音が出た。

「アティヤの可愛さとその巨乳で殿下をイチコロにしようよ」

「いやいやいや。相手はリヒト殿下なんだよ？　……リンリーは恋人とどうやって仲良くなったり付き合うに至ったの？」

「押したり引いたりしたら焦れてあっちから告白してきた。ウフフ。ねぇ、相手が誰かアティヤにだけ教えたげよっか」

「私も知っている人なの？」

「カミール様やよ」

「かっ……！　ええええええ!?」

　驚いて叫んだ声は隣室にも勿論聞こえており、リンリーに怒られた。
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　今日はアティヤが来る五夜目。そう思うと朝から体が軽やかだ。

「なんだか浮き足立ってますねぇ我が主。理由は想像ついてますけど」

　カミールの生暖かい視線は無視するのが正解である。苛つくので直視もしない方がいい。今夜もバルコニーで夕食をとろうか。一緒に楽器を演奏するのも楽しそうだ。

「何か用意させましょうか？　媚薬ぐらいの秘薬でしたらワタシでも造れますよ」

「びっ……！　阿呆！」

「惚れ薬とかじゃないですよ～いくら秘薬でも精神を変換させるようなものはありませんからね。一時的にちょっと性欲が強くなって精力が上がるくらいの。なかなかいいプレイができますよ」

「……まさかお前、試したのか」

「そりゃあ実験は必要でしょう。女性は感度も上がるようで。んふふ、あれは刺激的な夜でした」

「……」

　リヒトはカミールの恋人に合掌した。

「話を変えるが、ジャミルはまた武術宮に来ると思う。燐灰石の館に通っている女官がいることを聞きつけたらしい。それがアティヤだとは知らないようだが、昨日、アティヤがアレの目にとまったのは確かだろう」

「サイードでしたか、とっさに匿ったのは。彼は判断が速いですね」

「そう。助かった」

　ジャミルは突然ふらりとやってきて、女官たちに声をかける。十数人の愛人を囲っているくせに見境がない。別に、女の方にもその気があるなら構わない。だが皇子である者から誘われて、断りたくても断れるだろうか。決して全員がそうではない。

「アティヤさんは巨乳ですから、第四王子殿下はお好きでしょうね」

「お前もうアティヤ見んな」

「おお心が狭い」

　確かに、確かにアティヤはその──悩ましげである。色気がなくて不人気の踊り子だったと言っていたが、信じられない。

　しかし、アティヤの魅力はそこではなくて別にあるのだ。







　いい夜だ。趣のある薄い雲がたなびいている。リヒトとアティヤはバルコニーに敷いた絨毯の上で寛いでいた。リヒトがウードを弾くと、アティヤが唄を口ずさみ、そうすると精霊たちが集まってきて、彼らも羽を休めていく。

　精霊達はこんなにアティヤに愛を向けているのに、当の彼女には彼らが視えない。リヒトはそれを少し悲しく思うのだが、精霊たちはいつも楽しそうにしている。

「アティヤは、生まれたときから踊り子になるための教育を受けてきただろ。踊り子になりたくないとか、考えたことはなかったのか？」

　リヒトはずっと聞いてみたかった。アティヤに用意されていた道は踊り子しかなかったように思えるのだ。皇子が皇子であるしかないように。

　アティヤはぱちぱちと瞬いた。

「そうですね……。そういえば、考えたこともなかったです」

「なぜ？」

　アティヤは眉根を下げてへらりと笑った。

「そういうものとしか思ってなかったのかもしれません。踊り子になりたいって強い思いもなかったし、自分には踊り子しかない、とも思ってなかったです。でも練習は頑張りました。体を動かすのは性に合ってるし楽しかったです。でも、ほんと何故考えなかったんでしょうね」

「そうか……」

　リヒトは何度も、皇子に生まれてこなかった『もし』の人生を考えたことがある。

　例えば母がよくない言われようをされているとき。正妃と第二皇子を産んだ側妃は立場は違えど後宮出身で、リヒトの母は外からやってきた人間だった。楽士として皇帝に奏上した際、一目惚れされたのである。母は後宮になど入りたくなかっただろうが、皇帝の求愛を断れるわけもない。あまりに熱心に口説いてくるので折れた、とリヒトにこぼしたことがある。正妃やほかの側妃たちとのバランスをわきまえてはいたものの、本当の意味で寵愛されたのはリヒトの母だった。居心地は良くなかっただろう。母は明るくて自由な人だ。檻に入れられているような後宮の生活は肌に合っていない、と子どもながら感じた。

　そして成長した自分が暗殺者を返り討ちにしたとき。他国の者か、皇位継承権争いで先走った者たちなのかは分からないが、捕らえた者の服毒による自決を止められなかったときや、尋問室から死んだことを聞かされたときは、灰に覆われ空虚になった心で『もし』を考える。

「一座での生活はなかなか楽しかったですよ！　姐さんたちも面白い人ばかりで、皆で家族って感じでした。踊り子の仕事も楽しかったです。たまに面倒なお客さんもいますけど、躱かわし方も上手くなるし、姐さんたちも、男衆もいてくれましたし。色を売れ、なんて言ったのは、解散するきっかけになった新団長だけです」

　アティヤは両手をぱたぱたと振りながら慌てて言う。知らずと暗い表情になっていたリヒトを心配してくれている。

「皆で家族、っていうのはいいな」

　にっこり笑ったアティヤはリュートを抱え、リヒトを慰めるような優しい旋律を弾き始めた。自身が言うように演奏技術は拙いかもしれないが、心を落ち着かせる温かみがある。そして子守歌を歌う。鈴の音をそよ風で丸く丸く包み込んだような優しい歌声だ。

　リヒトは大精霊の詩篇の一説が浮かんだ。

『流れに身を任せ、前を見据え、あるがままに生きよ』

　創造主である神は四大元素を創り、大地が生まれた。管理を任されたのが精霊たちの主、大精霊である。その大精霊が人類に遺したとされるのが詩篇であり、聖典と並んで有名である。

　流されろ、と言っているのではない。自分のおかれた環境を受け止め、見つめ、自分の生きたいように、自由に生きろと言っている。リヒトはそう解釈した。ここで言う『流れ』とは、過ぎゆく時間であり、自然の摂理のことを指しているとも思う。

　──だからアティヤは精霊たちに好かれているのかな。

　アティヤといると、心が解放されているような心地よさがある。

　好きだな、とぽろりと出た言葉が、夜を撫でていく風に消えていく。

「殿下、何か言いました？」

「好きだなぁって」

「……」

「……！」

　リヒトはヒュッと息を吸った。体中の毛穴という毛穴からぶわりと汗が噴き出る。

　アティヤは可愛らしい目を丸くし、酷く慌てた様子震えている。

「いや！　その！　アティヤのそういうところ、すごくいいところだと思う！」

「ああああああありがとうございます！　長所ってことですね！」

「そう、長所、長所」

「えへ、へへへ……」

　宙に浮いたような沈黙に耐えられず視線を地面に落とした。寝転んでいた精霊が起き上がり、トコトコとリヒトに近寄ってくる。リヒトの膝頭に片手をぽんと置き、見上げてきたその絶妙な表情がカミールに似ていて、腹が立つよりも先にぐったり疲れた。
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　殿下はかっこいい。夜空の下でウードを弾いているときは静寂な月の化身、太陽の下で剣を振る模擬戦のときは戦神。今日の多数対一の訓練でも圧倒的。軍神と言われるべくして言われている。

　最近のアティヤは、気付けば目が殿下を追っていた。

「さぼりんぼ発見やわぁ。なあに見てるのー？」

　リンリーが背後からにゅっと出てきた。「ぎゃっ！」

「ほうほう、あれは殿下ですな。好きな人って見つめちゃうよね～。あっ、カミール様」

　リンリーがカミールに向けて熱視線を送ると、向こうもこちらに気付いて小さく手を振った。

「やっぱり好きな相手からの視線って感じるものなのかな」

　武術宮で、アティヤは殿下と目が合うことなどなかなかない。

「そうやねぇ……殿下はたぶん、見えすぎちゃってるんだろうな」

「見えすぎる？」

　アティヤが聞き返すが、リンリーは「ううーん」と難しげな表情をしただけだった。

「楽しそうですね。アティヤさん、リンリーさん、こんにちは」

　通りかかったサイードに声をかけられる。じゃれ合っていたアティヤとリンリーは居住まいを正して挨拶を返した。

「アティヤさん、あれから大丈夫ですか？　かの人は気分屋で、執着はしないと聞いていますが、何かあったら遠慮なく相談してください」

「はい。ありがとうございます」

「ではまた」

　サイードはあたたかな笑みを残し、颯爽と去って行った。とてつもなく爽やかだった。

「アティヤ、いつの間にサイードさんと話すようになってたん？」

　リンリーが驚いた様子で訊ねてくる。アティヤは先日、第四皇子から匿ってもらったことを話した。リンリーにはまだ話していなかったのである。

「ジャミル殿下いらしてたんかぁ。女官仲間でもいい噂は聞かないんよ。ジャミル殿下に連れて行かれた子は過去何人かいるらしくって、一人はそれっきり帰ってもこなかったって。どうやらあっちの宮に囲われてるらしいんやけど、愛人として認知されてるようでもないし、連絡が取れないって聞いたことがある」

「リンリー、よく知ってるね」

「いやいやいやアティヤも聞いてるはず。ご飯に夢中で聞いてなかったんでしょ。恋愛関係あんまり興味なかったから」

　そう言われるとぐうの音も出ない。

「サイードさんね、ちゃんと喋ったの初めてだったけど、いい人だったよ」

「そうよ～清潔感あって顔はいいし、人気なんよ。ただ、告白されてもずっと断ってるみたいだけど」

　彼の、もう会えない人のことだ。あのときの冷たく閉塞された空気を思い出すと胸が軋む。

　サイードはいつも柔らかく微笑んでいる。でも本当の彼は──。

「そうだ、今日は向こうの館に行く日だっけ。頑張って殿下籠絡するんよ？」

「……籠絡ってどうやるの？」

　リンリーはこぶしを顎の下にあて、小首を傾げながらきゅるんとアティヤに上目遣いをした。ぱちぱちと瞬きも忘れない。

　可愛いがリンリーにしかできないな。







　今晩、殿下は会食の予定が入っていた。アティヤが二階の書庫の整理を進めていると扉がノックされ、少し年かさの女官が顔を出す。

「アティヤさん、お夕食持ってきましたよ」

「お手数おかけしてすみません。いつもありがとうございます。……ここの館の皆さん、本当に優しいですよね」

　ここの女官はアティヤに好意的だ。特別扱いにしか思えないアティヤに対し、冷遇されるのも覚悟であったが、逆だった。

「ンフフ、不思議？　実はねぇ、皆、殿下のことは年の離れた弟とか息子のように思ってるんですよ。ここだけの話、殿下って可愛いでしょう？　後宮時代からついてる女官もいるんです」

「そうなのですね」

「もう少し前だと若い女の子もいたんだけど。殿下を誘惑しようとすると、あのお方はすぐに追い出すのよね。それで残っていったメンツが今よ。本当に女が苦手でいらっしゃる」

　口元に手を置いて、ンフフフフと笑いながら彼女は退室した。なるほどなぁと思いつつ、皆がアティヤに対して優しい理由は分からなかった。

　夕食をいただき、入浴も終えてリュートの練習をしていると、扉がノックされた。

「アティヤさん、いいですか？　カミールです。廊下に出てきてもらえますか？」

　間違いなくカミールの声だ。何かあったのだろうか。夜着の上から薄い毛布を巻き付けて廊下に出る。

「……もしかして寝ていました？」

「いいえ？　えと、何かありましたか？」

「リヒト殿下はそろそろ戻ってきますが、第一皇子お好みのハンマーム呑みに付き合わされて酔いが回ってるんです。意地っ張りなところがあるので、よく見てあげてください」

「ハンマーム呑み？」

「湯船に浸かりながら強い酒を飲みまくるんですよ。それとお土産に珍しいお酒をいただきました。色んな人の味の感想を知りたいそうです。殿下が帰ってくる前に一口飲んで、感想を伝えておいてください。明日報告するよう言われているので」

　そう手渡された薄緑色の瓶にはたっぷりと酒が入っている。カミールはにこりと笑って「多めに入っているので殿下と晩酌するのもよいですね」と付け加えた。殿下は酔っていらっしゃるのでは？

　分かりました、とカミールを見送って早速飲むことにした。グラスに注いでみると鮮やかな赤色である。とろりとした液体で、甘酸っぱい匂いもする。果実酒だろうか。

「……甘ぁ」

　口に入れた瞬間からかなり甘く、体のなかに落ちたそこから、ぽおっと熱をもつような温かみを感じる。妙な中毒性があるのか、すぐ次の一口が欲しくなる。一杯飲み終えたところで、もう酔いが回ったのか頭がふらついた。アティヤは酒に強い方なのに珍しい。ふわふわ浮くような感覚もある。もう飲まない方がいいだろう。

　クッションを抱きかかえてぼんやり待っていると殿下が帰ってきた。

「ただい、ま……アティヤ？　具合が悪いのか？」

　殿下と顔が合った瞬間、鼓動が跳ねた。どんどん体が熱くなる。殿下がアティヤのすぐそばに膝を突き、顔をのぞき込んだ。

「顔がめちゃくちゃ赤い。熱か？」

　アティヤの額に殿下の掌がおかれる。医療目的なのだろうその行為が、アティヤの理性を焼き切った。

「殿下、好きです」

「……ん？」

「好きです」

　殿下の手が引っ込んだ。

「な、な、な」

「好きなんです」

　冷静沈着な殿下がおろおろしている。可愛いくてたまらない。

「これか！」小卓に置いてある酒に殿下が気付き、手に取った。

「カミールさんが、向こうの宮のお土産だって持ってきてくれました。甘くて甘いお酒でした」

「カミールが!?」

　殿下は瓶の中の酒を少量、手のひらに取って舐めた。考え込む顔をして一転、盛大に顔をしかめた。

「普通の酒じゃない……秘薬だ。この熱さ、媚薬じゃねーか。それにこれは……あの野郎、試作中の自白剤も混ぜやがった！」

「じはくざい」

「最低だ。くっそ、カミールのやつ……！」

「殿下殿下、好きです」

「ごめんアティヤ、それは秘薬に言わされてるのであって」

　アティヤのそばに寄って、申し訳なさそうにする殿下は勘違いしている。

「殿下、これは自白剤ですよね？　いくら秘薬でも、呪術は人の精神を変換することはできませんよね？」

「……それと媚薬」

「媚薬ってあれでしょう？　えっちな気分になるやつでしょう？　惚れ薬とかじゃないのでしょう？」

　こちらに差しだそうとして宙ぶらりんになっている殿下の両手を捕まえる。

「殿下、好きです。好きです好きです好きです」

「ちょ、待って」

「無理なんです、殿下の顔を見るとこう勝手に口が……あ、好きです」

「アティヤ、待て、待て……」

　ひんやりしていた殿下の手にアティヤの熱がうつる。彼は、ぐいぐい近寄ってくるアティヤにたじろいでいた。

「どうやって待つんですか？　ねぇ殿下は私のことどう思ってるんですか？」

　殿下は観念するように、歯を食いしばって言った。

「好きだ」

　好きだ。好きだ。好きだ……。アティヤの脳内に何度も反響する。数秒かけて、ふわふわのぼせた頭がようやく意味を理解した。

「ほんと、ほんとですか？　ほんとに好きですか？　ほんとだったらキスしてください」

　殿下は困ったような顔をしている。薄く口を開けて息を吸って、瞳の奥が燃えた。

　殿下が目をすっと細めて、身を傾ける。

　鼻先が触れそうなところで、アティヤは目を閉じた。

　ほんの一瞬の、軽く啄まれるような口づけだった。

「アティヤ、俺は──」

「殿下、もっと、もっとです。こんなの足りません、体が熱いんです。むしろさっきので余計熱くなってます。殿下を見てるともう……、好きです！」

「それは秘薬の影響──今、カミールを締め上げて中和剤を」

「媚薬ですよね？　殿下とえっちしたらいいんじゃないですか？　あっ、名案ですよね！　思いついたらもうそれしか考えられません。殿下、早く早く」

　アティヤはリヒトの片腕を両手で掴んで引っ張り、寝台の方へ行こうとした。リヒトは踏ん張って動こうとしない。

「嫌ですか？　私とえっちするの嫌ですか？　……寂しい」

　そう思うと自然に涙がこみ上げてきた。この秘薬、情緒不安定にする作用もあるかもしれない。

「違う、したいに決まってる。そうじゃなくて……媚薬のせいでやりたい気持ちになってるだろ？　そうしたら、アティヤが後で辛い思いをするんじゃないかって……。俺たちの始まりも始まりだったし」

「あれは私も合意の上だったって何度言ったらいいんですか！　はっ！　分かりました！　殿下は私を無理矢理襲ったんだと思っちゃうのなら、今度は殿下が私に襲われればいいんですよ」

　──私ったらなんて冴えてるんだろう！

「……え？」

「私が殿下を襲います！　だから殿下は私の言うとおりにしてください！」

「え、え？　待って……」

　殿下は『何言ってるんだこいつ』というような目で見てきながらも、一応寝台まで一緒に来てくれる。

「アティヤが俺を襲うの？」

「そうですよ！　姐さんたちのおかげで耳年増だから任せてください。さぁ目隠ししてみましょう殿下、それがいいです。手ぬぐいみたいな布ください」

「まじか……」と呟きながら、殿下は言うとおりにしてくれる。その際、小瓶に入った赤い液体を飲み干していた。

「殿下も媚薬ですか？」

「違います。王室特性の避妊薬です」

「えへへ。殿下もやる気満々ですねっ」

「やる気満々だったらどういう目にあうか、いつか教えてやってもいいんだぞ……」ぐったり疲れた様子で呟くので、全然怖くないのである。

「さあ殿下、脱いでください」

　向かい合わせに座った殿下は両手で顔を覆った。

「先に私が脱いだ方がいいですか？　えへへへ仕方がないですね」

「違います。いいです。アティヤの言うとおりにします。……ほんと、アティヤに関しては、何も予定通りにいってくれない」

　殿下が脱いでいき、アティヤも全て脱いだ。全裸のアティヤを前にして、殿下は目線を斜め下に向けている。

「殿下は裸も美しいですねぇ。傷跡もたくさんあるのですね。……どうしてこちらを見ないのですか？　私の体にはご興味無い？」

「あります」

　殿下は固い声で即答した。

　アティヤの体は熱かった。楽しくて楽しくてしょうがない。殿下からもらった布を細長く折り、にじり寄る。

「目隠ししますね殿下。うふふふふふ」

「もうどうにでもしてくれ」

　ずれないように、かつ圧迫しすぎないように、きゅっと結んで目隠しする。その上から唇を押し当て、頬にキスし、口の端にキスして、唇に口づける。自然と唇が笑んだ。

　殿下の両肩を強く押すと後ろに倒れ込んでくれたので、そのまま馬乗りになる。

　食むようにキスをした。アティヤの口が開いたところを、殿下の舌がねじこまれてくる。アティヤも自分の舌を絡みつかせ、負けじと口内を探った。

　殿下の両手が、存在を確かめるようにアティヤの体を這う。触れられるたび、体がじりじりと痺れるように疼いた。

　キスをやめて顔を離すと、殿下の頬に二人の唾液がとろりと流れていた。殿下の両手はアティヤの脚をそっと掴んでいる。

「殿下、私の胸はここですよ」

　殿下の両手を持ち上げて、自分の乳を触らせる。リンリー曰く『すごい武器』だそうだ。使わない選択肢はない。

　殿下は固まった。

「あれ？　男の人って、みーんなおっぱい好きなんじゃないんですか？　リンリーが言ってたんですけど」

　アティヤは殿下の胸に指を滑らせる。鍛えられ、傷跡も多数、一生治らないであろう皮膚の痕をするするとなぞる。

「そりゃ、好きな人のは……ちょ、くすぐったい。こら」

「殿下は……あっ、いいかんじです、殿下の手、気持ちい……」

「……」

　殿下に胸を揉まれ、とても気持ちいいのだが、体の熱さが、渇望が、どんどん増幅されていく。脚の間のところがすでに濡れに濡れていることは自分でも分かる。お尻に当たっている殿下の元気なアレも存在感がすごくて、要するに。

「殿下殿下、なんかもっとこう姐さんたちに聞いたことやってみたかったんですが、我慢できないんで、入れますね」

「え」

　腰を上げて後退する。殿下の勃起したものを目に捉え、驚いた。

「え。こんなに大きいの、前は入れてたんですね。触ってもいいですよね……か、固い！　これが人体!?」

　指で押してみてもポヨンと垂直に戻ってくる。固さを確かめようと握ってみた。殿下から変な声がした。

「太い!?　えええ不思議だなぁいつもどこに収納してるの。ちゃんと入るのかなぁ？」

「アティヤ……。いや、その、無理せず、俺に任せてくれれば」

「こう？　ここ？　あっ……うんうん合ってる、たぶん」

　殿下のモノを入り口に当てて腰を落としていく。

「アティヤ、まだやめよう、ほぐしてないから、きっと痛む──」

　きついけれど痛くない。むしろ欲しくてたまらない疼きがある。早く早くと体が言っている。息だって上がっているのだ。たまらなくなったアティヤはもう重力に任せ、ずぷんと全てをのみこんだ。体が歓喜に震える。

「い、痛くないです。媚薬のおかげでしょうか……これなら毎回、媚薬飲むのもアリだなぁって思います……。はあ、殿下、気持ちいい」

「……アティヤが痛くないのなら、良かったよ……」

　早く動きたい。腰を上げて下ろしてみて、その一回で背筋が快感に震えた。

「ねぇ殿下、ぞくぞくするんです……媚薬のせいですか？　それとも目隠しされて襲われている殿下を見下ろしているからですかね……？」

　片手を伸ばして殿下の頬を包む。大人しく言いなりになっている殿下が可愛くて仕方ない。腹筋を撫でさするとびくりとし、のみこんでいる殿下のモノもビクッとした。

「俺はそこまで襲われている感はないけど」

「そうですか？　すごくすごく可愛いです」

　アティヤは動いた。殿下のモノをのみこむ度に言い知れぬ悦びが体を巡るのだが、まだ足りない。

「殿下も、下から突いてください」

「いいの？」

「はやくはやく」

　アティヤが腰を上げ下げする動きに合わせて、殿下が下から突いてきた。「あっうううう」「痛い？　ごめん」「違います、すごくいいんです……溶けちゃう」「そう……溶けないでね……」殿下は無言で突き上げ続けてくれた。何回目かで快感に痺れ、殿下のモノをぎゅうぎゅう締め付ける。貪り尽くそうとするような動きだ。その間、殿下はじっとしてくれている。

「はぁ……きもちいい……ねぇ殿下」

「大丈夫か？　少しは熱いのおさまったか？」

「この体勢しんどくなってきたので、今度は殿下が上になってください」

「び、媚薬の効果は」

「えっ？　そういえばそんなのがありましたね。まだまだ足りてないみたいです、はあ、汗ばんでる殿下も素敵です。色気増し増し」

「……もう目隠しは取っていいか？」

「もうちょっとだけそのままでお願いしたいです。えへへへへへ」

「……アティヤの言うとおりにしたいけど、難しくないか」

　アティヤはリヒトの手を引っ張る。「起き上がってください」と、リヒトとつながったまま上半身を起こしてもらい、両腕を首に回した。向かい合わせに座っているかたちになる。ぴっとりと肌を合わせ、隙間を埋めるようにすりすりと動く。リヒトの両腕はアティヤの背中に回され、優しく抱きしめ返してくる。しっとりして温かい。

「好きです殿下ぁ」

「俺も好きだ。こんな……不測の事態で言うつもりは、なかった……」

　リヒトの手がぺたぺたと背中を上がり、肩に触れて、顔の輪郭を捕らえ、唇の場所を探られる。場所をはかりかねているように、おそるおそる口づけられ、それは深いものへと変わっていった。目隠しされているからか、逆に遠慮がない。普段の、遠慮がちとも思える優しさとは変わる、隠された獰猛さに目眩がしそうだ。

「殿下、このまま押し倒してください……もうむりです、がまん」

「分かった。その前に一つ頼みがあって……名前で呼んで欲しい」

「リヒト殿下、ですか？」

　リヒトがアティヤの胸を探り、揉む。ピンク色の頂をみつけて、きゅっとつねった。「殿下、はなしだ」

「はうっ！　り、リヒト様、ですか？」

「呼び捨てでいいのに。……ごめん、痛かった？」

「痛くないですリヒト様は優しいです突然刺激がきたからびっくりしただけで、気持ちいいです。あんまり優し過ぎると今はカユいくらいなので、もっと激しく、してほしいくらいです……薬のせいですか？」

「……薬のせいだろうな。報復はちゃんとするから」

　リヒトの声は微妙に渋かった。

「ねぇリヒト様、はやく」

　アティヤは両脚をリヒトの胴にぎゅっと絡め、強く抱きついた。リヒトが動き、アティヤを慎重に寝かせていく。つながった部分は離れず、うまく体勢を変える。リヒトはぺたぺたとアティヤの体を触って確かめ、両脚を掴んで左右に開かせ、最奥まで突いた。全身に衝撃が走る。

「あっ……いいです、もっとです、目隠しのリヒト様もカッコイイです、すきです」

　口を軽く開き、荒い息を整えているリヒトを見上げる。壮絶な色気である。

「はぅぅ。目隠しして手探りしてるリヒト様、これが背徳感ですか？　たまらない～」

「俺はアティヤを傷つけないか心配なんだけど」

「大丈夫ですよぅ。リヒト様はやく、おねがいします……」

　リヒトが動く。散々濡れているそこからは卑猥な水音がする。熱はおさまることなく、快感が増していく。どこまでいくのだろう。

　目隠ししているリヒトを安心させるためにも、大丈夫だとか、そのままお願いしますだとかを伝えようと思うのに、口から出るのは「もっとぉ……」という甘い嬌声である。さっきからずっとこうだ。

「リヒト様、たりないんです、もっともっと、してほしい感じなんです」

「ごめん……もうこの目隠し、とってもいいか」

　繋がった部分のすぐ上、アティヤの敏感な花芽をリヒトが指で撫でた。「あっ……」優しく擦られるだけで、アティヤの意識が一瞬とぶ。もう何度目か分からない。

「やだ、そんなとこ、いま触られたら、あっ違うのやめないで。……なんでリヒト様に目隠ししたんでしたっけ？」

「……アティヤのおかげでもう大丈夫だから」

　リヒトが目隠しを取った。律儀にアティヤの言うことを聞いていたのである。

　リヒトの瞳は熱く潤んでいた。湖のように澄んでいる。

「はううう好きですううう」

「見えないのも感覚が研ぎ澄まされて悪くないけど、やっぱり顔が見たいな。大丈夫かアティヤ、薬の影響は他にないか？」

「あんっ、もっとぐりぐりして……こういうことしか言えないのを除けば、全然大丈夫です。気持ちいいの、ずっとこうしていてもっと触ってリヒト様……」

「薬のせいだと分かっているから、大丈夫だから」

　が、本音も混ざっている。

　リヒトはアティヤの脚をぐっと持ち上げ、自分の肩に乗せた。両手でアティヤの腰を持ち上げて支えると、何度も深いところまで穿たれる。アティヤの口からは感情のままの甘い声が漏れ、止めることもできない。

「リヒトさま、もっ、もっと」

　扇情的で苦しげな顔をして、リヒトがさらに穿つ。男の人にもこんなに色気があるのかと驚いた。見つめられるとさらに昂ぶる。胸がきゅんきゅんと煩い。

　高みに連れて行かれて快感に弾ける。きゅうきゅうとリヒトのモノを貪った。

　リヒトもアティヤのなかに欲を放つ。アティヤは満ち足りた、不思議な感覚だった。

　リヒトがアティヤに覆い被さってくる。ぎゅうと抱きしめられ、頬や首にキスをされた。すぐ近くで聞く吐息が荒くて艶めかしい。

「……大丈夫か？」

「なにがですか？」

「痛いとか苦しいとか、薬の影響とか」

「幸せです、リヒトさま」

「そ、そうか。アティヤはいつ何時でも可愛いな……」

「ねぇリヒトさま。もういっかい」

「……え？」




　虚を突かれたような顔をするリヒトをアティヤが可愛らしく誘惑して二回戦が開始。

　……リヒトさまを見つめるとどうしようもなく熱いんです……やだリヒトさま、そんな、恥ずかしい、やだ、やめないで……あああそこですふにゃああああん……私、体柔らかいんでこういうこともできますよ。あれ、どうやるって言ってたっけ、こうだっけ。んんんんこうかな、あっ、できたぁ、ねぇいかがですか。わたしは、あ、ああっ……




「リヒトさま、ね、もういっかい」

「待って、アティヤ待って。俺も、一口、いや半口だけでも、あれを飲んでくる」

「あっ、ぬかないで。リヒトさまどこ行くんですか？　まだたりませんんん。ずっと入れててくださいよぉ」

「すぐ戻るから！　……怖い、秘薬が心底恐ろしい」




　……これで俺も、まだ頑張れる。

　……リヒトさまぁ、つぎはもっとはげしくしてみてほしいです……やああああん、すごい、あたって、ああああんもっとぉ……あっ、そんなところ、や、でも、はいぃすきです……




　──夜はまだまだ長い。
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　まるで屍のようだ。

「か、体が……動かない」

　窓から差し込む朝日が眩しい。色々やっていたので、寝台の帳をおろしていなかった。そう、色々。

「アティヤ、起きたか……その、大丈夫か……？」

　すぐ隣からリヒトの遠慮がちな声がする。片肘を立てて頭を支え、半身を起こしていた。上半身には何も着ておらず、胸元には小さな赤い痣がいくつもあった。犯人は自分だ。ちゃんと覚えている。訓練後に脱ぐこともあるリヒトに何をやっているのだ。

　アティヤの方は何も着ていない。そして全身があまりにも重かった。

　思い出すのは数々の羞恥である。

「いっ、イヤアアアアアアアアアア」

　薄い毛布をたぐり寄せて頭からかぶり、芋虫状態になった。

　記憶などなければよかった。アティヤはがっつり全て覚えている。兎にも角にもリヒトを求めて求めて求めまくったことを。

　顔が熱い。羞恥のあまり目から水が溢れてきている。

　思い出す自身の痴態、アティヤの欲求に全て応えてくれたリヒト。

「アティヤ、落ち着いて」

「すみません殿下ああああああああああ」

「アティヤが謝ることは何もない。何もないよ」

　あまりに優しい声で言うので、アティヤは毛布から顔だけ出した。リヒトは苦笑しながら頭を撫でてくれる。

「薬のせいだ」

「くすり」

「そう。だからとりあえず落ち着いて、話そう」

「でも……全部本当のことでした。殿下はいつだってかっこよくて可愛くて、たまに意地悪で、最中は、き、気持ちよかった、し……」

　自白剤の後遺症なのか、口から本音がぼろぼろ落ちた。

「朝から可愛いことを……。そう、ちゃんと言いたいと思ってたんだ」

　リヒトが身を起こして正座した。サッと真剣な空気に変わったので、アティヤは毛布を体に巻き付けて同じく正座した。射貫かれるような真摯な瞳に、ごくりと唾を飲む。

「俺は、アティヤのことが好きです」

「わ、私もお慕いしております」

「うん。夢みたいだけど本当なんだな」

「私はまだ夢のなかにいるみたいです……」

　リヒトはゆるやかに笑った。「それは目覚めてもらわないと困る」優しそうな空色の瞳がアティヤを見つめている。幸せそうに、これ以上ない愛おしさで。

　涙が出そうだった。

「やっぱり起きてるのもしんどいな。もう少し寝転がろう」

　よろよろのアティヤを気遣ってだろう、二人は向かい合わせに寝転がる。

　本当に両想いだと再認識すると、自然と顔が緩んで笑んでいた。リヒトを見つめるのもこれからは遠慮しなくていいのだ。リヒトも微笑み返してくれる。

「えへへ。好きです、リヒト様」

「まだ秘薬の影響が残ってる？」

　あの妙な体の熱さも、独特の変な感じも残っていない。ただ、好きだという感情がぽこぽこ溢れてくるのだ。

「これからはリヒト様にいくらでも好きって言えると思ったら、嬉しくて」

　リヒトは両手で顔を覆い、右に左にごろごろ転がった。五往復くらいして止まる。

「俺も好き……」

　くぐもった声で言った。リヒトはたまによく分からぬ動きをするが、それも可愛いのである。

「正真正銘の愛人、になりましたね」

「そこは恋人でいいだろ」

「こいびと……」

　アティヤは重たい体でもぞもぞ這うようにリヒトに近づき、くっついた。

「えへへ」

　リヒトはまた顔を手で覆い、呻き悶えるような声を出した。

「ところでリヒト様、今は何時なのでしょう。恥ずかしながら私、今日は全く動けそうにありません……こんなこと初めて」

「奇遇だな。俺も動けない、というか動きたくない」

　タイミングをはかったように扉がノックされた。カミールの声が聞こえる。やわらかな微笑をうかべていたリヒトの顔が、急に不穏なものになる。アティヤはこのまま待っていて、と寝台を降りたリヒトは部屋の奥側に常備している様々な武器を──短刀を取ろうとして、首を振ってやめた。代わりに栓の閉まった瓶を持った。

「おはようございます我が君。昨晩は如何でし──何を振りかぶっていらっしゃるんですか？　打ち所が悪かったら死にますって！　殿下！　ちょっと待って殿下！」

「うるさい。一回ぐらい死線を彷徨え」

「ま、まじで待ってください！　すみませんって殿下、よかれと思って……！　第一皇子も加担してるんですよ！　ワタシ、拒否できるわけないじゃないですか」

「黙れ。お前もどうせノリノリだっただろ」

「いつまでたっても奥手な主を想ってですね……って、ちょ、すみません！　ほんとすみません！」

　賑やかである。しかし第一皇子も加担されているのかぁ……。

「今度アティヤに盛ってみろ。冥府の扉まで送ってやる」

「ウワォ本気が見えますね殿下。分かりました。もう二度といたしません。でも結局のところ、上手い具合に落ち着いたのでは？」

「……。アティヤは今日は休みな。理由は、お前がアティヤを薬の実験に使って倒れさせたから、だ」

「ちょ、それ、ワタシが非人道的な奴だと」

「間違ってないだろ？　あと俺も休みな。午後の訓練には出るけど、他はお前がやれ」

「えっ……ええええええ～～～～！」

　リヒトは扉を閉めた。カミールの叫びが廊下に響いている。怪我がないだけ良かったと思ってほしい。

「さて、これでゆっくり休める。もう一眠りしよう」

「い、いいんですかね……」

「人為的災害に遭ったと思うんだ。事実だし。最悪第一皇子のせいだ。だったらもう誰もどうしようもできない」

　堂々と言うと殿下はごろんと横になり、大きな獣が準備運動をするように全身を伸ばす。がら空きの脇腹をアティヤはつついた。

「でもですね、リヒト様としたこと自体は災害じゃなくて……えへへ」

　情事のあれこれを何度も思いだし、照れ隠しの笑いがこぼれる口を両手で押さえる。

　殿下は天地反転し、顔を枕に伏せた。「くそっ、かわいい」

「優しいリヒト様が大好きですが、秘薬を飲んだあとの獣みたいなリヒト様もぞくぞくして……またアレを飲むのも悪くはないなぁ……なんて」

「え」

「えへへへへへ。殿下は嫌でした？」

「……アティヤがいいのなら、俺は」

　飲むのもやぶさかではない、と顔を真っ赤にしながら言うので、殿下は可愛いなぁとしみじみ思ったアティヤだった。
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　柔らかいパンに、鶏肉や野菜の入ったスープ。お昼の食堂で、アティヤはリンリーと隣り合って軽食を食べていた。

「お疲れ様です。ここ、いいですか？」

　二人がほっこりしながらお茶を飲んでいると、向かいの席にサイードが座った。アティヤたちよりどっさりした量と品数の料理を持ってきている。

「どうぞ。サイードさんも細いのによく食べるんですね」

「食べても食べてもお腹が減りますから。そうだアティヤさん。何かいいことありました？」

　実は先日、殿下と晴れて恋人になったんです──とは言えない。そんなにいつもと違って浮き足だっている感じがあるのかな!?

　アティヤがどう答えたものか迷っていると、リンリーが先に言う。

「悪いことならあったんですよ。殿下の侍従の人に、人体実験みたいなことされて、ぶっ倒れて昨日は病欠。ほんと、酷い話ですよ」

「そんなことが？　……だから昨日、リヒト殿下の機嫌が悪かったのかな。カミール殿に対してのみ」

「しかし突然そんな質問、どうしたんですか？」

　問われたサイードはアティヤたちから目線を外し、宙を見回すような動きをした。ぱちぱちと目を瞬かせ、呆けたような顔をする。

「そうですね、なんと言えばいいのかな。いつもより輝きが増しているんですよね」

「あー！　サイードさんもアティヤを口説こうとしてるんですかー？」

「ちょっ、リンリー何言ってるの。それに“も”ってなに？　他に誰もいないからやめてください!?」

「失敬、こんな場所で言う台詞じゃなかったですね。口説こうとした訳じゃないのですが、確かにそうも聞こえますね。僕は別のベクトルでアティヤさんには興味がありますけど、そういうのではないので安心してください。正真正銘、姫君たちには無害な男だと誓えますよ」

　リンリーは口を尖らせている。

「女官二人つかまえて姫君ねー。サイードさんって面白い人だったんですね」

「そうですか？　とゆーか僕、どういう男だと思われてたんです？」

「なんだか掴み所のない人だなぁ、みたいな感じですかね」

　サイードは意外だという顔をしたが、アティヤは確かにそうだなと頷いた。人当たりの良い彼だが、手を掴もうとすると霞を掴んでいたような、謎の雰囲気がある。だからあのとき、彼の放つ凍てついた空気に驚いたのだ。




　午後の仕事をしていると、洗濯場にカミールがやって来た。いつもの慇懃無礼な態度とは違い、まず深々と腰を折った。

「先日はすみませんでしたアティヤさん」

　本当に申し訳ないと思っているのだろうか。動物的なカンが鋭いアティヤは沈黙を選んだ。

「……怒ってます、か？」

「薬盛られて怒らない人いますか？」

「でもおかげで殿下とは上々、じれったいお二人もようやく進展しましたし結果オーライでは？」

　アティヤはじっとりと目を眇めた。「反省の色なし」

「だって事実ですし」

「で、何の用でしょうか」

「殿下からお話があるそうです。一段落したら隊長室まで来てもらえますか」




　隊長室は武術宮の二階にある。途中、ひらひら手を振ってくれる兵の皆さんに軽く一礼をしながら、扉をノックした。初めて入る隊長室は、燐灰石の館の執務室と似たようなつくりをしていた。一番奥の重厚な机に座るリヒトは陽の光を背負っており、アティヤは眩しさに目を細める。

「ごめんな、わざわざ呼んで」

　リヒトは近くにある椅子に座るよう勧め、アティヤはちょこんと腰をおろした。

「アティヤには言っておこうと思って。カインズへの出向予定が早まって、明日から行くことになったんだ。行程は三日間」

　こくりと頷いた。カインズというと、先日サイードから聞いた内乱平定戦の地である。

「定期的に視察に行くんだが、俺の同行を向こうが希望してて。軍部は動かず、こっちの精鋭部隊だけ連れていくので半数はごっそり抜ける。カミールに確認してもらったんだが、アティヤは明日休みで、二日後は宮の全員が休み、三日後に出勤だよな？」

「はい」

　リヒトはぽりぽりと頬をかいた。少し言いにくそうに、目線を下げる。

「こう、変な胸騒ぎがして。思い込みかもしれないから恥ずかしいんだが、その、気をつけて欲しいんだ。何がどう、というのは分からなくて漠然としてるんだが」

「はい。気をつける、とは」

「き──気持ちが通じ合って、舞い上がってるから不安になってるだけかもしれない。俺の帰りを、俺の館で待っていて」

　リヒトがゆるく微笑む。気恥ずかしそうにしていて可愛く思えたその笑顔に、アティヤの頬にも熱が集まった。

「はい。待っています」

　大好きです殿下。







　出立は颯爽としたものだったらしい。早朝、武術宮の厩舎が誇る最高のアラブ馬に跨がった者たちを、宮に残る兵と女官たちで見送った。顔をひきしめて号令を出すリヒト殿下はため息が出るほど美しかったという。アティヤも見たかったが、休みだったので仕方が無い。この三日間は兵士の数が極端に減るので、女官たちも休みが多く、同室のリンリーも同じだった。談話室で同僚たちとお茶をしながら話したり、部屋の掃除をしたりしてゆっくり過ごした。

　二日目の休日、午前はリンリーとハンマームに行き、時折、遠い地にいるリヒトのことを想った。滅多にない全員休みであるので、午後は女官仲間で小宴会を行う。菓子や酒を飲みながら、お喋りしたりしてだらだら過ごすのだ。

「ねぇアティヤ。久しぶりに踊ってみせてほしいわ」

　アティヤが足を伸ばして寛いでいると先輩の女官が言った。「いいわねぇ、私、楽器持ってくるわよ」「じゃあ私は歌っていーい？」など、先輩たちは乗り気である。

　いいですよ、とアティヤが恋の曲をリクエストすると、先輩たちは驚いたようだった。「ようやく春がきたのねぇ」だの言っている。

　そこからは女たちの宴だった。繊細な指からつま弾かれる優雅な音楽に、高く柔らかい歌声、以前よりも艶が増したアティヤの踊りに、同僚たちはほぅとため息をつく。美しい夜だった。




　リヒトの出向三日目、出立組は日が暮れるころに帰還の予定である。今はどのあたりを駆けているのだろう、と思いながら昼食を食べる。

　勘違いかもしれないが変な胸騒ぎがする、とリヒトは言った。彼のカンは無視していいものではない。とは言え漠然としているので、アティヤはいつもより慎重に仕事をこなした。午後は事件の発端である第二医務室の清掃からだ。まだ犯人は見つからず、他の痕跡も、新たな動きもないようである。リヒトを狙ったものではない線が濃厚らしく、なによりリヒト自身がもうあまり重要視していない。暗殺などは日常茶飯事なのか、返り討ちにすることなど容易いのか。

　今日の勤務はどこも仕事が少なく、人も少ない。埃を取り払うだけの掃除を済ませ、廊下に出ると数人の足音が聞こえた。女官の足音でもなく、兵士の足音でもない、雑な歩き方だ。嫌な予感がして振り返る。

「ああ、ようやく見つけたぁ。義母兄あに君ぎみのお気に入り」

　蕩けるような声だった。全身から溢れる高貴な雰囲気に、堕落した匂い。背は高く、絵から飛び出てきたように顔は美しく、さらりと長い金髪を下ろして風に遊ばせている。

「ジャミル殿下……」

「そぉ。俺のこと知ってて良かった。えーっと、アティヤちゃん？」

「はい」

　答えながら一歩ずつじりじりと後退する。ちらりと周囲を見渡すも、ひと気がない。人数も少なければ交代で取る昼食時であり、もともと使われていない部屋付近だ。

　アティヤが退くと、その分ジャミルと従者の二人が距離を詰めてくる。

「俺ねぇ、君のこと、興味わいたんだよね」

「……」

「ついてきてくれる？」

　ジャミルはにっこり笑って首を傾げた。爬虫類を彷彿とする笑みだった。ざわりと鳥肌が立つ。

　断りたい。だが相手は皇子であり、リヒトのような寛容な人柄には思えない。

　だだだだだっ、と階段の方から酷く慌てた足音が聞こえる。

「アティヤさん！」

　切羽詰まった声で叫び、サイードが走ってくる。彼の方へ行こうとしたアティヤの右手首をジャミルが掴んだ。がくんと強い力で引っ張られ、肩が外れそうに痛む。

「痛ッ」

「アティヤさんを離せ外道！」

　皇子の従者の二人が剣を抜き、じりりとサイードににじり寄っていく。アティヤはぞっとして、背中に汗が流れていくのが分かった。

「お前、俺が皇子だって分かってるよねぇ。はい、不敬罪。やられても仕方ないよね」

「お前が外道でなくて何なのだ！」

　サイードの瞳は怒りに燃えている。彼はすらりと剣を抜いた。やる気だ。しかし相手は精鋭であろう皇子の護衛従者二人である。しかも皇子相手に刃向かえば──

　サイードを見てはっとした。彼は差し違える覚悟さえあるようだった。この世の憎しみ全てを映したような瞳でジャミルを睨んでいる。

「行きます！　行きますから！　彼には何もしないでください！」

「ええ？　そりゃあ君は俺のところに来るし、あいつは殺そうと思ってるけど？」

　ジャミルに手首を軽く捻られた。女だからと油断しているから、ある程度の護身術は叩き込まれているアティヤが一時的に抜け出すことは可能だ。けれどそれでは解決にならない。

「サイードさん！　退いて！　お願いですから！」

　サイードはアティヤを一瞬見たが、すぐに相対する従者に目線を戻す。退く気は無い。

「へぇ、よほど死にたいと見える。うーん、なんか面倒だなぁ。人が集まる前に、さっさと連れて行きたいんだけど──そうだ、こういうのはどう？」

　ジャミルは空いている片手で短刀を出し、分かりやすいようにアティヤへ切っ先を向けた。サイードの目が見開かれる。

「お前が大人しくしないと、抵抗しないようにこの子を傷つける。どうかなあ？」

「逃げて！」

　アティヤは力の限り叫んだ。『従え！』と強く念じながら言葉をのせた。サイードはびくりと肩を震わせ、顔を歪ませたあと、脱兎のごとく駆けて姿を消した。

「追いましょうか？」

「いーよ別に。それよりさっさと行こう。君も、いいね？　抵抗したり、下手なことしたりすると、君と仲良しの子たちがどうなるか分からないからね？」

　同僚たちを引き合いに出し、ジャミルはアティヤを脅している。アティヤは口をひき結んで頷いた。

　──ごめんなさい、リヒト様。厄介なことになりました。

　第四皇子の目的も何も分からないが、今はついていくしかない。




　ジャミル殿下を先頭に、アティヤは両脇を従者に固められて粛々と歩いた。内宮に入り、燐灰石の館よりもずっと奥へ進む。深紅に咲く庭園を抜け、後宮にほど近いあたりに小さな宮があった。薄い水色と金色で、繊細な植物模様を装飾された外観だ。貴婦人が住んでいるような華やかさだが、どこか鬱々とした雰囲気がある。

　番兵がジャミルのために扉を開け、一行は宮の中に入った。入ってすぐは小さな部屋になっており、二人の従者が先にある両開きの扉を開けた。小さな広間である。背後で扉が閉まる音がし、振り返ると従者たちはそこで歩みを止めていた。これでは勝手に出られない。

「お前はこっち」

　ジャミルについていくしかない。壁には金の額縁に入った美しい写実絵画が数枚飾られ、女性の好きそうな花瓶が置かれている。この皇子の宮らしくない。

　ふわりと甘い香りが漂った。大広間には美女が沢山おり、それぞれしどけなく寛いでいる。露出の激しい人もいれば、全身を布で覆い肌を隠している人もいた。

「新入りを連れてきたぁ」

　ジャミルが声をかけると、美女たちがこちらをすっと見た。大広間の奥の方にある天蓋の帳も中からサッと開き、寝台の上には何も身につけていない美女たちがいた。

「あらぁ可愛い」「ジャミル様ってば、ほんと女好きですこと」くすくすと鳥の囀さえずりのように女たちが笑う。不思議と嫌な感じはしなかった。

「服がダサい、汚れが酷い。これを見られるようにしてくれ。前職は踊り子だったそうだよ。君たちそういうの好きでしょ」

　ジャミルがアティヤの背をぐっと押した。数歩たたらを踏んで顔を上げると、美女の皆が目を輝かせてアティヤを見るではないか。アティヤはぞぞっと身震いした。

「了解ジャミル様！　いい仕事くれるじゃん」「好き勝手にしていいのね？」「あ～私好みの女の子だわぁ。マッサージしてあげるね」

　七人の美女が立ち上がり、取り囲まれたアティヤは上から下まで観察される。美しい顔と豊満な体に圧倒されて、肩を縮こまらせた。露出の多い衣装を着たお姉さんが、アティヤの顎をくいと持ち上げて微笑む。

「私の衣装にしましょうよ。ねぇねぇ、お裁縫得意な人手伝ってぇ」

　楚々と近づいてきたのは、すとんと落ちた生成りのトーブを着た女性である。彼女は「武術宮の子なのね……」と独り言のように呟いた。

「私が手伝いましょう」

「ファーティマ？　珍しいわね。頼むわ」

　ファーティマと呼ばれた女性は、困ったようにも見える寂しげな笑みをアティヤに寄越した。

「ジャミル様ぁ。こっちに来て遊びましょうよぉ」

　寝台にいる裸の女性たちがジャミルを呼ぶ。彼は「はいはい」と言いながら帳の向こうへ消え、すぐに楽しげで淫らな声が聞こえてくる。アティヤはぎょっとした。思わず心の声が口から出ていく。

「い、いくらなんでも……」

「ここではいつものことよ。そんな初心な感覚、私たち失くしちゃった。懐かしい感じがするわ～」

　アティヤの右腕をがっちり掴む美女が言う。対し、ファーティマは切実な色を瞳に宿し、アティヤを見つめた。

「嫌だったらちゃんと言うこと。ジャミル殿下は無理強いはしない……」

　アティヤはファーティマと数秒間見つめ合った。こくんと頷くと、彼女は寂しげに笑う。「私は知らなかった」と小さく言ったのを、アティヤは確かに聞いた。

　全く違うのに、なにか既視感がある。アティヤの衣装を見て懐かしむようにも見えた表情、一人ここへ連れて行かれたという女官仲間の話、絶望と後悔に翳った瞳。──サイードさんの、瞳。

「……あなたは、もしかして、サイードさんの」

　ファーティマは肩を強ばらせ、アティヤを凝視した。顔が泣きそうに歪む。正解だ。ファーティマはサイードの恋人だ。唯一で無二の相手だ。『あとで』とファーティマが口を動かしたので、アティヤは首肯した。




　美女たちに両手を引かれ、着いたのは脱衣所である。問答無用に服を剥かれ、一緒に浴場に入り、体を洗われゴリゴリとマッサージをされる。この押しの強さといい、奔放な感じは踊り子時代の姐さんたちを思い出して懐かしい。よくマッサージをさせられたものだった。

「まぁ！　触るとすごく筋肉がついてるのね。でもしなやか。いい身体してるわねぇ。鍛えてるの？」

「私はぁ、アティヤちゃんの胸の形がすっごく好み。うふふふふふ」

　背後に回った黒髪の美女が問答無用にアティヤの胸を掴む。そして背中に豊満な胸のあたる感触があり、耳の裏に吐息がかかる。おかしい、少し貞操の危機を感じる。

「蘭らん々らん姉さま、浮気ですか？」

　すると前方から赤髪の美少女が湯をかきわけるようにして急接近してきた。ぷりぷりと怒っているのも可愛らしい人だ。

「やだぁ朱しゅ々しゅ、私にはあなただけじゃない。可愛い子」

　蘭々と呼ばれた美女はアティヤから離れ、朱々の両肩に手を添えると唇にキスした。そしてそのまま睦み合──

「!?」

「あんたたち、アティヤちゃんがびっくりするからそれ以上はしないでね」

　いちゃつく二人は頬を擦り合わせながらアティヤを見て、ふふふと笑う。可愛く美しい背徳感にアティヤはドキドキした。

「私たちはねぇ、前の奉公先で密かに関係を続けていたら、ジャミル様が引き抜いてくれたのよ。あんまり良い職場でもなかったしね。ここだったら好きなだけイチャイチャできるよって仰ってくれて」

「でもたまに、俺も混ぜて、って言ってくるのですよね。好色な方だわ」

　蘭々と朱々は楽しそうにくすくす笑う。嫌そうな雰囲気は一切無く、アティヤは目をぱちぱちと瞬いた。

「あの、ジャミル殿下ってどういう方なんですか……？」

　七人の美女が揃って顔を見合わせた。うん、と頷き合い、口を揃えて言った。

「絶倫」

「ぜ……」

　絶句するアティヤを楽しそうに笑い、きゃらきゃらと続ける。「すごいわよねぇ、よく保つわ」「なんでもしてくれるしね」「守備範囲広すぎ」「でも種なし」「そうよねぇ」

「あのう、ジャミル殿下ってあんまりいい噂は聞かないのですが」

　美女たちはジャミルを好意的に捉えているように思えるのだ。

「ああ、そうよね。怠惰だし、皇子って身分にあぐらかいて仕事そんなにしてないし、性欲半端ないし、何の基準があるんだかしらないけど強引に女の子連れてくるし、他にも色々あるけど……悪い人じゃないのよ」

「私は前よりも断然こちらの生活の方がいいです。お姉さまとも蜜月を過ごせますし」

「あの顔面と身体は得よね。ああでも私は軍神将軍が一番好みなんだけど。女嫌いなのよねぇあの方」

　ビク、と体が反応する。リヒトのことだ。

「あら、アティヤちゃんもあの方が好み？」

「えと、はい、そうです」

「へぇぇ～。やだ、楽しくなってきたじゃない。てゆーか、アティヤちゃんのそのペンダント気になってたんだけどさ……」

　蘭々がすっと近づいて、アティヤが胸にかけているペンダントを覗き込む。

「あ、これは通行証みたいなもので」

「黄色と薄青の石……これってあれじゃない？　黄色と灰色のやつ、ジャミル様から貰ってる子いるじゃん。ちょっとそのお酒かして」

　浴場に入ってからずっと飲酒している美女から蘭々は葡萄酒を奪い、アティヤのペンダントに数滴かけた。ポワ……と白く発光して文字が浮き上がってくる。

『リヒト・ハク・アージン・トゥキエル』『カラ：アティヤ』

「リヒト様の本名に……アティヤに捧ぐ？　あ、消えた」

「やっぱりそうよ。アティヤちゃんこれ通行証って言われて渡されたの？」

　カミールは『通行証みたいなもの』と言っていた。アティヤが頷くと、美女たちがニヤニヤする。

「これねぇ確かに最強の身分証なんだけど、身内に渡すものなのよね。つまりは家族か、そうでなければ婚約者。ねぇねぇ軍神将軍様とどういう関係なのよ教えなさい」

「……エ？」

「白状しないのなら、こうよ！」

「うわっ、ちょっ、やめ！　やッ……！　ってほんと冗談抜きでやめてくださいアハハハハハ！」




　女の園の、かしましくも和やかなひとときだった。ここの美女たちはリラックスしていて心の余裕が溢れている。噂では無理矢理連れてこられた女たちの嘆きの園のようであったが、彼女たちに言わせるとここは楽園らしい。ただ一人、ファーティマだけは違うと言った。「誤解というか、早とちりというか」「……すれ違いというか、まぁ殿下が悪いんだけど」「あの子の気持ちも分からなくはないから、どうにかならないものかしら」と、詳しくは分からないが濁した言いようだった。

　アティヤの着替えとして提示されたのはどれも派手で露出の多い衣装だった。踊り子をイメージしているのだろうが、際どすぎて実用的でない。

「おぅふ……」

「アティヤちゃんのその身体に絶対似合うと思うの。ってゆーか着てみて欲しいの、私たちが見たいから」

　拒絶は無理だと悟り、まだ一番布面積が多い赤の衣装を着た。鎖骨どころか胸の形も丸わかりな上衣は乳房まわりしか隠れない三角生地で谷間が丸見えである。なめらかな腹と臍は露わになり、腰骨の位置からなるスカートは、丈こそふくらはぎまであるものの、両太腿に大胆なスリットがあるのであまり意味をなさない。ズボンはなく、お尻と大事な部分を隠す程度の下穿きだけである。赤い生地に金糸の刺繍とビーズがきらめく、華やかな衣装だ。

　チョーカーとアンクレット、両腕を覆う薄い布を着け、化粧と髪をいじってもらって完成である。

「どうかしら～！　テーマは、怠惰な園にやってきた初心で妖艶な踊り子、よ！」

　まず、初心でもなんでもないのだが。

「ああ、イイッ！　揺れる胸、すらりと見え隠れする脚、カワイイ系なのに魔性っぽい化粧！　私の好み！」

　衣装を貸してくれた美女が舌なめずりした。じろりと見られている胸元は空気にさらされてスースーする。

「綺麗ですが……露出し過ぎじゃありませんか？」

「やだぁ、若いうちは出してナンボでしょ。でなきゃいつ出すのよ」

　ぷにぷにとアティヤが胸元をつつかれている背後で、美女たちがお酒や果実、つまみの準備をしようと動き出す。楽器も用意するようだ。

「どうしたのですか？　何か始まるんですか？」

「決まってるじゃない。宴よ宴！」

　あ、これ絶対踊らされる流れだ。と、アティヤは思った。




　大広間へ向かう道すがら、アティヤはファーティマと一緒に、少し離れた一番後ろで歩いた。ファーティマは他の美女たちと違い、常に鬱屈した雰囲気を纏っている。

「……あの人は、元気？」

　最初に言ったのはファーティマだった。

「はい。元気に士官されています。……女官たちに人気もありますが誰に言い寄られようが断っています。ただ唯一の人がいると、聞きました」

　ファーティマは言葉に詰まり、喉が絞まったような音が聞こえた。二つほど深呼吸して、震える声で言う。「そう」

「はい」

　ファーティマは顔を手で覆った。アティヤは事情を聞いてもいいのか迷い、沈黙を選んだ。十数メートルほど歩いたところでファーティマが口を開いた。

「私もあの人が、ただ一人の人だった。出会ったのはね、ここじゃないの。南の地で偶然出会って、ちょっと一緒にいるうちに恋に落ちて、……あの人のことを知って、ずっと傍にいるって決めたの。お互い流浪の身だったの。定住地と安定した稼ぎ、肩書きが欲しくて、あの人は憧れのリヒト殿下の精鋭部隊に合格し、私もそこで働けた。幸せだった」

「劇的ですね」

「ふふ。ある日ジャミル殿下がやって来て、『苦労しただろう、俺の宮で安らぎを与えてやる』って言われて、相手は殿下だし、遠回しに結構ですと断ったのだけど連れて行かれたの。今なら分かるのだけど、本当に伝わらなかったのね。世の中の女性の好意は独り占め、なんてったって皇子だから、とか思っているような方だから。私、皇族が怖くて、逆らうと首を刎ねられると思っていた。リヒト殿下だけが例外というか」

　想像通りのジャミル殿下評である。地位に加えてあの美貌を持っていたら驕ってしまうだろう。そう、リヒト殿下は皇子として例外なのだ。

「苦労しただろう、というのは……聞いてもいいですか？」

「私、この国出身じゃないの。この白い髪に薄赤い瞳はね、ここよりもっと南にある国の、とある地方で生まれることのある特徴なの。表だってはないものの、差別の対象としてね……だから私は、多民族国家のこの帝国を目指した。ジャミル殿下はあの国での差別のことを知っていたのね」

　ファーティマはベールから髪を一房出してそっと笑った。真っ白く、光沢のある綺麗な髪だ。アティヤには何故それが差別になるのか理解できないが、差別というものに理由などない。少数派を何かでカテゴライズして、差別できればいいのである。差別すること、を目的にしているのだ。人間の醜悪な一面はアティヤも旅のなかで何度も目にし、ときには自身も差別の対象になった。

「綺麗です」

「ふふ、ありがとう。あの人もそう言ってくれた。……ジャミル殿下には、きちんと断れば良かったの。断ることを、許す人だと分かったのは後のことだった。流されるまま体を許してしまった。もう、あの人に顔を合わせられない」

「それは……」

　サイードに話してから考えてもいいのではないか、と思ったが、ファーティマとしては顔を合わせること自体が駄目であり、話すことなど無理なのだろう。ジャミルに体を許してしまったことで、自分が穢れてしまったと思っている。そんな自分を晒すことができない。自分を許せない。

「この宮の皆はね、浮気しようと思ってしたんじゃないんだから、彼に話してみればいいじゃないって言うの。私もね、そうは思うのよ。別にここから出られない訳じゃない。でもね、できない……真実を言うのも、この体で彼に会うことも、どうしても、できないの。体が竦すくむの」

「ファーティマさんにとっても、唯一の人だから、ですか？」

「そう。……そして私が、卑怯な弱虫なの」

　悔いた、独り言のような呟きだった。何も言えないアティヤは、震えながら握りしめた彼女の拳をそっと包んだ。




「おう。見られるようになったじゃん」

　ジャミルはこの宮の玉座にだらしなく座っていた。白地に金糸の刺繍が入ったズボンに、羽織をひっかけただけの格好であり、胴体の素肌を晒していた。意外にも引き締まっている。

　アティヤは軽く黙礼した。

「そんでさぁ、アティヤちゃんって義母兄あに君ぎみとどういう関係？　マジであの女嫌いの君の恋人？　もうヤッてんの？」

　配慮という言葉は知らないようだ。聞かなかったことにして、踊り子時代の営業スマイルを貼り付けた。

「ジャミル殿下、踊りは好きですか？」

「は、好きだけど。俺の質問の答えは？」

　アティヤの上司は第三皇子のリヒトなのである。そのリヒトに関わることであれば、他の皇子の言葉であろうが命令であろうが勝手に言うわけがない。他でもないアティヤが。

　──ファーティマさんやお姉様たちが悪く言わなくても、私はジャミル皇子がどうしても癇に障る。連れてきた経緯も強引だし、サイードさんに対しても酷かった。

「皆さんが宴をしましょうと言ってくれまして。元踊り子の私ですもの、宴と聞けば踊らないわけがありません。なにぶん久しぶりですので、お目汚しするやもしれませんが、いかがです？」

　宮の女たちが両手に酒や果物を運んでくる。手に楽器を持った演奏組も定位置についた。アティヤはアンクレットを鳴らしながら、優雅に開幕の一礼をした。しゃらん……と場の空気が変わる。

「お楽しみくださいませ、ジャミル殿下」

　演奏が始まる。











　　　　　　　○






　サイードは全速力で走った。自室に戻り、あてがわれている棚の引き出しに手を伸ばす。側面に親指を押し当て、『解』と不思議な声色で言いながら横に滑らせた。引き出しがひとりでに開き、その中にある珈琲色の紙を取り出した。複雑な魔方陣が描かれたそれを両掌に掬うように乗せ、謳う。白い光が集まり、それは隼に姿を変えた。窓を開けて放つと、一直線に飛んでゆく。

「頼んだぞ。……申し訳ありません、殿下」

　鳥が無事に飛び立ったのを見送ると、これから起こることに対し、サイードは覚悟を決めた。











　　　　　　　○






　王宮に着くまであと四時間くらいか。天候にも恵まれ、傷病者もなく行程は順調。早くアティヤに会いたい──と、行く先の空を眺めながら馬を走らせていると、彼方に白い鳥が見えた。それは鳥とは思えぬ凄まじい速さでリヒトに向かってくる。本当に鳥なのか、刺客の放つ術ではないかと疑い、リヒトは剣を抜いて構えた。衝突すると思われた鳥はリヒトの頭上を旋回し、目前に降り立った。馬の頭に乗った鳥は大人しくリヒトを見上げている。剣をおさめ片手を差し出すと、鳥は白く光りながら形状を変え、珈琲色の紙に変わった。魔方陣が描かれている下に文章がある。

「殿下、それ、呪術の『伝書』ですよ！　こんな高度なもの一体誰が……！」

　傍を走っていたカミールが興奮した様子で馬を寄せてくる。

「待て、手紙だ。『アティヤさんがジャミル殿下に攫さらわれました。午ひる過ぎ、場所は武術宮。申し訳ありません。サイード』……！」

「アティヤさんが攫われ……!?　手紙の主はサイードですか!?」

　ヒュッ、と心臓が凍てついた。怒りが激流の血潮となって全身に巡る。沸騰しそうな程に体が熱いのに、頭は不思議と冷静で冴え冴えとしている。

　リヒトは手紙を懐にしまい、手綱を握りしめた。

「カミール、俺は馬をとばす。後のこと頼めるか」

「えっ、待ってください。あなた一人で行かせられる訳ないでしょう！　ちょ、副官、副官！」

「なあにぃ」

「殿下とワタシは一足先に王宮へ戻ります。後のことは任せましたよ」

「はいはい。行ってらっしゃい」

　見た目と言動が軽薄そうな副官は、どこまで分かっているのか、何も聞かず敬礼したのちヒラヒラと手を振った。それを横目で確認し、リヒトは馬のスピードを上げる。

「ごめんな。無理をさせるが、頼む」

　愛馬は一瞬リヒトに目を合わせてから、さらにスピードを上げた。

「ま、待ってぇぇぇ我が君！」




　愛馬は限界ギリギリで走ってくれた。武術宮の厩舎に着いて、ありがとうと抱きしめる。予定よりも早く、しかもリヒトとカミールのみの帰還に驚きながらも敬礼した厩舎番に、労ってやってくれと頼んだ。

「で、殿下について来れた、ワタシを褒めてくれても、いいんですよ……」

　思っていたよりもカミールは胆力があった。だが今はそれどころではない。

「サイードは執務室だ」

「な、なんでもうそんな走れるんです？　あなたほんとに人間ですか？」

「ゆっくり来い」

　執務室で帰りをお待ちしております、と手紙には書いてあった。手紙の主がサイードなのかは確かでない。もしそうなら、彼は呪術師である。とすれば──アティヤが発見した毒塗りの短剣は、彼が仕込んだものの可能性が限りなく高い。手紙の主は呪術師であることは間違いなく、アティヤが攫われたこと自体が嘘であり、出向に同行していないサイードの名を騙ったリヒトへの罠の可能性だってある。

　リヒトとしては、自分への罠である方がどれだけ良いだろうと思った。しかしあれは本物だと自分のカンが告げている。

　執務室を蹴り開けると、中にいたサイードが弾かれたように直立して敬礼した。そしてすぐに深く頭を垂れる。

「申し訳ありません殿下。アティヤさんを守れませんでした」

「いい、頭を上げろ。状況を確認する」

　サイードから事件のあらましを聞く。彼に何ができたというのだろう。ジャミルは腐っても皇子である。斬りつければ彼の命がない。

「アティヤさんはジャミル殿下の翡ひ翠すいの宮にいます」

「断言できるのか」

「逃げるときに式を飛ばしました。殿下はもうお気付きだと思いますが、僕は隠れ里出身で呪術が扱えます」

「そうか」

「こっ……こんなところに呪術師がいたなんてぇぇぇぇえ！」

　カミールがへろへろの状態で叫びながら入ってきた。ずっとずっと探していたのに灯台もと暗しですよまったく！　など壁に寄りかかりながら嘆いている。現在王宮には一人も呪術師がいないのだ。代々皇帝は隠し里との連絡手段を知っているが、こちらから強制して勤めてもらうことはできない。それは盟約である。そして今、王宮で働きたがっている呪術師はいないのだ。

「呪術師なら早くそう言ってくださいよぉ……！」

「いや、僕は正式な呪術師ではなく、呪術が扱えるというだけで……というか、隠してましたし」

「呪術が使えるんならもう一緒なんですコッチとしてはぁ！」

「えと、殿下。それで、どうされますか」

　サイードはカミールを無視して話を進めた。リヒトも頷いて無視する。

「すぐにでも翡翠の宮に乗り込む。とは言え……そんな簡単に正面突破させてくれる訳もないだろうしな。まだ夕暮れどきだからひと目もある。別に暴れてもいいんだが、皇子同士の揉め事みたいに捉えられるのはよろしくない」

「我が君、『みたい』じゃなくてマジで皇子同士の揉め事ですよこれ」

「三秒でよければ目くらましできるかもしれません」

「もしかして呪術か？　三秒あれば……宮の前にいる兵士を気絶させて、中に入れるな。反則級に便利すぎないか呪術」

「ちょっ、二人ともワタシの声聞こえてます？　ってか、そんな呪術あるの知りませんでしたよワタシ!?」

　リヒトもそのような呪術は聞いたことがなかった。だいたいが治療であり調合薬を併用するもので、術具を使った毒探知や、高度で便利な『伝書』が特例である。荒事対処に向くような術はあまり聞かない。

　サイードは神妙な顔をした。

「里の人間にしか使えないし、外には伝えないものの一つです。今日は『伝書』をとばして、『式』にアティヤさんたちを追わせ、これから目くらましの術を使う。反動で僕は明日から二日間は寝込むでしょう。そういうものです」

　そう便利なわけがない。何事にも対価がいるのだ。先払いでなく後払いで術者に還ってくる。

　皇家は隠し里と盟約を結んでいる。それは過去に呪術師と皇家の間に何かがあったことを示唆する。破格の待遇であろうと、呪術師が王宮勤めをしたがらない理由はそこにあるだろう。

「一つ聞いておきます。あなたは、リヒト殿下を害そうと考えたことはありますか」

　カミールは唐突に言った。もしそうだとしても、普通は素直に『はい』と答えるわけがない。けれどこれで良かった。何故ならリヒトは自分の直感を信じている。

「僕にとって殿下は憧れであり敬愛している方です」

「……ありがとう」

　そこまで良く思われているのも不思議だが、すとんと胸に落ちる言葉と真摯な顔だった。毒塗りの剣については後日聞けばいい。今はそれよりもアティヤだ。

「では僕は、部屋に戻って術の道具を持ってきます」

「サイードが戻り次第出発しよう。……でもさすがに、腹が減ったな」

「そうかもしれないと思いまして、念のため軽食と飲み物を準備しておきました。どうぞ」

　サイードは隅のテーブルに置かれたドーム状の蓋を取った。手に収まるサイズのパンが数個、それぞれ肉や野菜、ジャムらしきものを挟んでいる。食べやすいように配慮されていた。

「カミールよりも数倍気がきく」

「我が君!?」




　リヒトたちは内宮に入り、滅多に行かぬ敷地の奥へと向かった。後宮に近づくにつれひと気も少なくなっていく。翡翠の宮が目に見えるところまで来たとき、サイードが手の甲で口を覆った。

「どうした」

「害は出ないくらいですが……怨念のような情念、嘆き、のようなものが染みついています。清めていないのですか」

　ああ……、とリヒトとカミールは理解した。翡翠の宮は昔、ある妃が幽閉された場所なのである。ある事件が起こり、その妃に疑いがかけられたが、証拠不十分で死刑は免れ幽閉された。本当に彼女が犯人だったのか、ハメられたのかは分からず終い。後宮からほど近いのは、当時の皇帝がたびたび会いに行っていたからだと言われている。とすると、冤罪だったのではなかろうか。サイードが感じているのが憎しみでなく嘆きであるならば、皇帝はその妃を私人としては労り慰めていたのだろう。翡翠の宮は贅が尽くされているのだ。

「清めきれる者も今は王宮にいないのですよ」

「サイードができるのならやってもらいたいくらいだな。……さて、突入しよう。頼めるか？」

　サイードは用意してきた珈琲色の分厚い紙束を出した。掌におさまる大きさのそれを両手にのせて、不思議な声色で謳い始める。何と言っているのか聞き取れない。自分たちが使っている言葉でないことは確かだ。

　サイードの手の上の紙がバサバサと宙を舞い、一枚一枚が小さな蝶の形に変わる。その群れは白い鱗粉を散らしながら、翡翠の宮へ飛んでいく。

「後ろをついていきましょう。この蝶が兵士たちの周りを飛んで、白い靄を創り出したらそこから三秒です。相手は自分以外を認識できません。殿下たちは必ず息を止めて、鱗粉を吸わないようにしてください。合図は出します」

　リヒトはサイードの後に続く。翡翠の宮の兵士二人がリヒトたちに気付いたが、それよりも周りを取り囲む蝶の大群に目を奪われたようだ。なんだこれ、と驚いていると蝶が一斉に羽ばたく。

「いまです！」

　ぶわりと鱗粉が舞い、靄になった。リヒトたちは走り、見張りの兵士に回り込んで手刀をおとして気絶させた。彼らには悪いことをしている。

　靄はすぐに消えた。重い扉は鍵がかかっておらず、カミールがなんなく開けた先の部屋に倒れた彼らを横たえた。道具を使って解錠する気満々だったカミールは出番が無かった。

「行くか」

　リヒトが言うと同時に、続きの扉が開いた。誰が来たのか確認しようと思ったのだろう、ジャミルによくくっついている護衛が現れる。

「侵入者──リヒト殿下!?」

「ごめんな、押し通る」

　驚き、慌てながらも向かってくる護衛二人に、リヒトが相対する。第三皇子相手に気が引けて向こうは武器を構えない。二人がかりで押さえ込もうとするのに対し、その脚や拳をリヒトは避け、するりと背後に回った。相手も相当な手練れであるが、リヒトがそれ以上なのだ。一人目は振り向きざま首の後ろを跳び蹴りして倒し、二人目は顎を下から蹴り上げる。転がって起き上がれない二人に、カミールが持ってきた革袋から青い粉を振りかけた。

「は～い、眠り薬ですよ～、このまましばらく眠っていてくださいね～。ああもう、ワタシこういう役目ばっか」

「うぉぉ……リヒト殿下かっこいい……！」

　リヒトは眠った護衛二人を楽な姿勢に横たえさせた。サイードを振り返ると、彼は両手を組みキラキラした眼差しでこちらを見つめている。

「この護衛がここに二人、ということは、多分もう兵士はいないだろうな」

「殿下、突入する前に一つお願いというか確認があるんですが。……何があっても、とりあえずジャミル皇子を殺すのはやめてくださいね」

「……」

「やめてくださいね？」

「……善処する。かもしれない」

「かもしれないじゃ駄目だっつーんですよ！」

　もうずっと、本当は爆発している感情をコントロールしているのだ。この先に何が待っているのか想像すらできない。──想像したら最後、もう抑制がきかない。

「できない約束はできない」

「そういう正直さ今はいらないんですってぇ！」

「とりあえず行きましょう殿下」

「そうだなサイード」

「ちょっ、いつの間にか彼の方が従者みたいなやりとりやめてくれます!?　あっちょっと置いてかないで！」

　煌びやかだが侘しさが漂う豪奢な廊下を駆けて奥へ進む。片っ端から探していくしかないと思っていたが、優雅な演奏が聞こえてきた。高い歌声に、女たちの楽しげな笑い声。

　音が聞こえる扉を開けると大広間に出た。女たちが絨毯の上に座ったり寝そべったりして寛いでいる。上座の方に楽器を演奏している者たちと、美女を侍らし偉そうに座っているジャミル、そして一際輝いている踊り子。

「アティヤ！」

　ひらひらと舞っていた彼女が動きを止めて振り返った。

「殿下！」

　緋色の衣装を着たアティヤは美しかった。胸も脚もひどく肌を露出し、ベールも被っていないが、妖艶さと健康的な無垢さが共存していた。リヒトを見つめ、嬉しそうに顔を輝かせる。

「おかえりなさい、殿下」

　そうか、一言目にそう言ってくれるのか。

「ただいま、アティヤ」

　ジャミルにその姿をこれ以上見られてしまう前に、さっさとアティヤを連れて帰ろう。

　リヒトは一歩踏み出した。こちらへ駆け出そうとしたアティヤの手首を、ジャミルがぐっと掴んで引き戻す。アティヤの肩がガクンと引っ張られ、痛そうに顔が歪んだ。──あいつ、ころす。

「これはこれは兄上、不法侵入ですか？　野蛮ですねぇ～」

「黙れよ誘拐犯」

「別に誘拐なんてしてないし？　ついてきてもらっただけですけどぉ。ついでにキモチイイコトもしちゃったし。ねぇアティヤちゃん？」

　ジャミルが下卑た顔で笑う。











　　　　　　　○






「御前様は何を言っているの」

　つい、アティヤは素で返した。踊り子の格好をしているからか、母が男相手によく使っていた台詞である。意訳すると「テメーふざけたことぬかしてんじゃねぇよ」である。そのまま言うと面倒なことになるので、こう言うのよ、と母から教えられていた。

　つまり、アティヤは呆れていると同時に苛ついている。この状況で意味深なことを言う訳が分からない。馬鹿なのだろうか。

「別に恥ずかしがることないだろう？　あんなに楽しそうに──」

「楽しく私たちとお風呂入ってたのよね～」「私好みの女の子に仕立て上げたり」「恋バナしたりぃ」「ってかリヒト殿下まじ格好いい～近くで見るの初めて」「ジャミル様敵うわけないじゃん。煽るのやめなよぉカッコ悪い」

　翡翠の宮の女たちが好き放題言い始めた。皆、きゃらきゃら愉快に笑っている。ジャミルを貶めようとしているのではなく、ただの本心から茶化していることがリヒトとジャミルの緊迫した空気を崩した。なんか思ってたのと違う……とカミールの顔には感想が貼り付いている。

「君たち……ちょっとやめてくんない」

　ジャミルは脱力するもアティヤを掴んだ手を緩めることはしない。リヒトが近くまで来て皇子同士がバチバチになる前に振り払わないといけない。

　タイミングを見計らっていると、急にアティヤは臓腑が落ちるようなヒヤリとした気持ちになった。

　自分たちの背後の方から、新しい酒瓶を持ってきたファーティマが大広間に入る。その瞬間、暗い表情でじっとしていたサイードの気が膨れ上がった。指の先から毛が逆立つような感覚を覚える。

「ファーティマ！」

　叫んだサイードに、ファーティマはガシャンと酒瓶を落とした。きゃあ、という悲鳴が遠くで聞こえる。サイードは懐から隠し持っていた短剣を出し、自身の腕に突き立てた。鮮血が散り、だらだらと血が流れる。

　床にぼたぼたと落ちる血もそのままに、サイードは地を這うような声で唱えた。聞き取れない言葉だ。腕から流れる血が細い糸となって宙に漂う。

　サイードは短剣を構えたまま、アティヤの方に──違う、ジャミルに向かって走り出した。リヒトの目が大きく開き焦っているようだが、不自然なほど微動だにしない。それはリヒトだけではなかった。大広間にいる皆もジャミル殿下も石になったようだ。

　──まるで時が止まったよう。

　アティヤの目に映る景色は時間の流れが不自然なほど遅い。直感で気付いたのは、サイードが超人的な術を使ったこと、その代償が腕を刺したことであり、彼はジャミルを殺そうとしている。

　なんとかしなければ、と強く思うと指がぴくりと動いた。

　──気合いしかない！

　ジャミルに掴まれた方の腕を思い切り振り落とし、拘束を解いた。バリバリと固い膜を破るような感触がした。サイードが目を瞠ったのが分かったが、もうあと数歩のところまで来ている。時間がない。

　アティヤは踊り子時代に習得した自慢の足技、旋風脚を全力でお見舞いした。勿論ジャミルにである。

「なっ……」

　ジャミルは着地したアティヤの後方に飛んでいく。サイードはアティヤとぶつかりそうになり、急いで短剣の矛先の向きを変える。止まろうとするが、脚は急に止まってはくれない。アティヤはサイードに向かってステップを踏み、ぶつかる直前にふわりと跳んだ。ちょうどサイードの肩に重ね合わせた手を突きながら、羽のように軽く、空中で一回転して着地した。

「サイード！」

　アティヤが着地した瞬間、広間に音が戻った。誰もが固まってしまうようなリヒトの一喝、女たちの悲鳴、ジャミルの「痛えぇぇぇぇ！」という気の抜ける叫び声。

「くそ……」

　サイードはジャミルを睨みつけながら、崩れるように床に倒れた。腕から流れる血が美しい装飾模様を汚していく。尋常でなく息が荒かった。

　もしかして死ぬのではないかとすら思うサイードのもとに、ファーティマが泣きながら駆け寄った。異国の言葉を繰り返している。

　──私の願い、ほしいもの。求めてみても、いいかな。

　リヒトが厳しい顔つきで彼らの方へ近づいていく。その前にと、アティヤはサイードとジャミルの間に立った。

「なかったことに、しませんか！　全部！」

　はぁ？　と言ったのは誰だろう。おそらく全員である。

「アティヤ、それはちょっと……」

「サイードさんが剣を抜いたことも、私が連れて来られたことも、ジャミル殿下がファーティマさんを連れてきたことも」

　リヒトの言うことを拒絶したのは初めてである。

「そして多分……第二医務室に仕込んであったもののことも……。カンですけど、犯人はサイードさんですね？　呪術師ですね？」

　酷い汗をかいて息が上がり、喋ることもできないサイードがなんとか頷く。

「たくさんのすれ違いですよ。全部、なかったことにするんです！」

「いやーアティヤさん、そうしたくてもねぇ……」

　難しい顔をするカミールは頭がいいのに気付いていない。

「カミールさん、呪術師が欲しいって言ってたじゃないですか。誰も王宮で働いてくれないって。もし見つけても、皇帝にとられるんだろうな、とか。サイードさんだったら別じゃないですか。正体は隠してましたし、リヒト殿下のことを崇拝してるし、表向き普通の武官として雇えるし、リヒト殿下の秘蔵っ子にできるチャンスなんですよ？　しかも色々教えてくれるかもしれませんよ？」

「アティヤさんの言うとおりにしましょう殿下」

　カミールは堕ちた。

「俺が黙ってるわけないよねぇ。助けてくれたのは分かってるけど、こんなに蹴り飛ばさなくても他に方法はあったよね？」

「ジャミル殿下。私のこと脅すようにして無理矢理連れてきましたよね」

「べつにぃ？　それに結果何もしなかったでしょ。あにぎみのォお気に入りが気になっただけだってぇ」

「あなたが噂通りの悪い男ではないと分かりましたが、色々やらかしてるのも事実です。むしろ今まで刺されなかったことが奇跡ではありませんか？　それに……チャンスがあれば、押して流せそうなら一回ヤろうとは思っていたでしょう」

「えええ？　自意識過剰じゃん？」

　ジャミルはへらへら笑う。

　舐めないで欲しいのだ。アティヤは生まれたときから踊り子の一座で暮らしていて、たくさんの人たち、男たちを見てきた。心強い姐さんたちと一緒に。そのくらいの男の心もちなどすぐ分かる。

　アティヤはジャミルを睥睨した。何秒間だろう。さっと目線を外したのはジャミルの方だった。

「……まぁ、そのとおり」

「どうでしょうかジャミル殿下、私の提案は」

「もぉいいよ……。ファーティマも、ようやく素顔が出たって感じだし。ファーティマについては、まぁ、うん……」

　サイードを介抱するファーティマを見つめたジャミルは嘆息した。その顔は小さく笑っている。

「ファーティマとは、たった一回だけだからって念押しして言っといてね」

「ジャミル殿下のそういうところがほんと駄目なんだと思います」

　これでジャミルの方は大丈夫だ。

　アティヤはくるりとリヒトに向き直る。彼はアティヤの三歩先にいた。

「リヒト殿下は許してくださいます？」

　アティヤは小首を傾げた。可愛らしく、目をきゅるりと揺らし、少しだけ上目遣いで、視線には会いたくて会いたくてたまらなかった恋しさをのせて。

「……」

　リヒトは厳しい表情のまま三秒押し黙った。

「はぁ……。分かりました、可愛いです、説得もお見事です、それでいっていーよ、もう」

「やった！」

「それで、他にも目撃者はいるんだけど、それはどうするの？」

　リヒトがぐるりと大広間を見渡す。事態に巻き込まれつつ見守っていた翡翠の宮の女たちだ。彼女らはそろってにっこり微笑み、陽気に手を振った。

「私たち、何も知らないし見てませーん」「だってリヒト殿下がかっこいいんですもの」「ここの暮らし気に入ってるからこのままがいいわ」「ファーティマもやっと幸せになれそうだし」「女は秘密を抱えて生きてますの、ふふ」

　カミールが半ば呆れながら感心する。「いやはや物わかりのよい皆さんで」

　リヒトが諦めたように頷いたのを見てから、アティヤはファーティマの傍にしゃがみこんだ。サイードの左腕はファーティマが被っていたベールで応急的に止血された状態である。出血量自体はそこまで酷くなさそうであるのに、彼の容態が悪い。顔は青白く、唇は紫に、汗と呼吸も酷く、がくがくと震え始めている。目の焦点すらぼやけていた。

「か、カミールさん！」

「反動でしょうね。今日はただでさえ高位の呪術を使ったでしょうに、さっきのアレは、そんなレベルじゃない」

「治療、できないですか」

　アティヤは駄目元で聞いてみた。カミールは険しい顔をする。それは己に対して怒っているように見えた。

「ワタシには、気休め程度の治療しかできません。薬も調合しないと。もともと呪術師の才能なんてないですし、研究だって思うようにできない──」

　カミールが唇を噛みしめる。彼の肩に、リヒトがそっと手を置いた。

「サイードも、こうなることは誰よりも分かっていただろう。気休めでもいい。薬の用意をしよう。この状態のサイードを俺の館に運ぶよりも、とりあえずここで治療した方がいい。ジャミル、いいだろ？」

「どーぞ勝手に好きにしろ。道具とかも女たちに聞いて好きにやってくれ。俺はもー寝る。あ、でも誰か一人はついてこいよー」

　ジャミルは手をひらひらと振りながら大広間を退出した。宮の女たちは互いに顔を見合わせた。「ねぇ誰が行く？」「私もうちょっとここにいたい」「やだ、私も」「リヒト殿下をこんな近くで見ることなんてなかなかないもんねぇ」「それに手伝いたいし」「でも誰か行かなきゃ、あの人絶対拗ねるわよ」「それもめんどうだわ」

　軽やかにジャミルの押し付け合いをしていた。

「カミール、指示してくれ。それと、俺にできそうなことはあるか？」

「……殿下は精霊が視えますよね。ここにはいますか？」

「いる」

「できれば精霊が多いところがいいです。薬の調合も、サイードを休ませるのも。そういう場所があれば教えてほしいんです」

　リヒトはアティヤをじっと見た。

「アティヤ、まだまだ踊れるか？」

「はい殿下」

「これで解決だ、カミール。ここで休ませよう。あとお前はアティヤを見るなよ」

「は、え？　もしかしてアティヤさん精霊を呼び寄せられるんです？　え、まじ？」

「お前は調合に集中して、踊るアティヤを絶対に見るなよ」

「えー……ワタシだってこんな格好で踊り狂うアティヤさん見た──」

「よし、リンリー殿に言っておこう」

「すみません！　嘘です！　殿下をからかいたいだけの嘘です！」

　リヒトは翡翠の宮の女たちに協力を仰いだ。サイードを横たえるための敷布、水を張った盥たらいや清潔な布などを用意してもらい、カミールは薬を調合するための用意に走る。

「リヒト殿下、ありがとうございます」

　泣きながら言うファーティマに、リヒトは快活に笑った。見る者を安心させるような笑みだった。

「サイードは俺の部下だからな」

　アティヤは水分補給をし、入念にストレッチをしていた。リヒトがウードを借り、新しく用意された豪華な絨毯の上であぐらを組む。アティヤを見上げ、にやりと笑う。アティヤも得意げに微笑み返した。

「何の曲からいく？」

「恋が叶う曲の気分です。あの二人のために」

　リヒトの指から流麗な旋律が奏でられる。




　そこからはもう雅な宴であった。美しい音楽、楽しげで艶やかな踊り、女たちの明るい声に手拍子。同じ場所に重傷の怪我人がいるとは思えない賑やかさ。途中、サイードの目の焦点が戻った。目を動かしてリヒトとアティヤ、二人の舞台を見る。後日、彼は言った。「里の聖堂に飾られている絵のようだった。きらめきが星空みたいで、祝福されているようだった」──と。




　カミールが処置を終え、サイードの容態も改善し、これなら多分大丈夫だと安心できるようになった。アティヤはもうくたくたで、両手を床に着けて座り込む。汗はだくだくで息も荒い。これだけぶっとおしで踊りまくったのは流石に初めてだった。

　リヒトも疲労の色が濃い。途中、翡翠の宮の女たちも演奏に参加してくれたが、演奏をやめることはなかったのだ。何より出向帰りで疲れているはずである。

「アティヤ、大丈夫か？　お疲れさん」

「殿下もお疲れ様です。素敵な演奏でした」

　リヒトはウードを宮の女に預け、アティヤの肩にそっと手を置いた。

「俺の館に帰ろう。サイードを運ぶ担架の用意も必要だし。疲れてるだろ、抱えて行く──」

「あらリヒト殿下、アティヤはこれから身支度がありますわ」

　ひょっこり現れた蘭々が、アティヤの疲れ切った腕をぎゅっと抱きしめた。

「こんな汗まみれで、好いた殿方に抱かれたくはないですわ」

　今度は朱々が、アティヤに背中からぎゅっと抱きつく。

「少々お時間をくださいませ。それとですね、私たちの主が殿下とお話したいようですの」

　流石お姉さまたちである。すぐにでもリヒトと帰りたいけれど、こんなに汗臭い状態で抱えられるのも嫌なのだ。

　リヒトは苦笑し、仕方ないなと頷いた。大広間の奥の入り口には、むすっとした表情のジャミルがいる。

「何でお前が不服そうな顔してんだ、意味分かんねぇ。っつーか一発殴らせろ」

「……悪かったってぇ」

　リヒトがずんずんとジャミルに近づいていく。怒気を纏っているのが丸わかりで、先ほどまでは穏やかだった分、怖かった。

「ちょ、待って、リヒトの兄上の本気の一発ってオレ絶対骨折する！　ごめんって！」

「大丈夫、手加減はする。体の前で腕をクロスしろ」

「ちょ、やめ、あッ──」

　ジャミルが腕を十字にクロスした中央に、リヒトがドカンと蹴りを入れた。防御をしてもジャミルは後方に吹っ飛んだ。

「殴るんじゃなくて蹴るんじゃん！　なんだよこのカップル、暴力的だな！」

「あー……思ってたよりも苛立ちおさまんねー。もう一発二発、いい？」

　武術宮でも聞いたことがないような、ざらりとした低い声だった。言葉遣いもいつもより荒い。アティヤはぞっと鳥肌が立った。

「う、嘘つき！」

　子どものように叫ぶジャミルの前に、リヒトが両腕を組んで仁王立ちする。「嘘ついてばかりなのはお前だろジャミル」

　小さく嘆息したリヒトは、厳しい表情をゆるめてアティヤたちを振り返った。

「もう手荒なことはしないから、安心して行っておいで。怖がらせてごめんな」

　翡翠の宮の女たちは緊張から解き放たれたようにビクリとして、会釈した。ジャミルには到底出せない迫力に驚いていたようだ。

　アティヤはぶるりと震えた。両手を胸の前で組む。

「こういうリヒト様も……すき……」

「あ、ありがとう……」

　見つめ合い、初々しく恥じらう。しぃんとした大広間に、乾いた手拍子が響いた。

「はーい、ちゃっちゃとバカップル連れてってくださーい」

　カミールだった。











　　　　　　　○






　リヒトはジャミルの後ろをついていき、私的な応接間に通された。宮の昔の主人が使っていたのであろう、女性向けの明るく華やかな内装のままである。ジャミルに促され、水色に白い小花模様が散りばめられた横長のソファに座る。ジャミルは二人分距離をあけて同じソファに座った。

「その……ごめん、兄上」

「悪いと思うんなら、何故やった？」

「えー、えーと、興味本位」

　やはりもう二、三発殴るべきか、と拳を握りしめて微笑んだ。

「う、うそ！　嘘でもないけど、他に用もあった！　兄上と話したかったんだ！」

「普通に呼べばいいだろ。ハァ？」

「あっ……そ、そうなんだけどサァ……正直、女嫌いの兄上に、お気に入りの女ができたって聞いて、え～どんな子なんだろって思ったり……」

「お前、殴られたいの？」

「しょ、正直に言っただけじゃあん……」

　両の人差し指を宙にグルグルと回す動きをして、情けない顔でリヒトを見てくる。これを可愛いと思う心の広い女性もいるかもしれないが、リヒトにとっては余計苛ついてこの上ない。チッ、と思わず舌打ちが漏れると、ジャミルがすっと真面目な表情になった。

「アティヤちゃんのことはおいといてさ……兄上、近々シャフヤーン兄上の臣下におりるってマジ？」

「ああ」

「やっぱり帝位はシャフヤーン兄上が継ぐよねぇ」

「……ジャミルは」

　帝位に興味があるのだろうか。あったとしても、それに相応しいのとは真逆の行動をとっている。

「え、もしかしてオレ、帝位継ぎたいって思われてるの？　ナイナイ、絶対ナイ。シャフヤーン兄上さしおいてナイナイ。継ぐのがリヒトの兄上だったとしても、まぁそういう皇帝もアリかなって思うけど……今の方が向いてるでしょ？　それに根っからの冷徹さが足りなくてリヒト兄上が苦しそう」

「帝位を狙うとか、まぁないだろーなとは思ってたけど、何考えてるのかも分かんなかったぞお前。兄上も似たようなことを言ってる」

　ジャミルは目を丸くした。そういう顔をすると突然幼く見える。

「え？　……マジで？　分かんないの？」

　──まさか、何かを意図してやっていたのか？

　ジャミルに頷き返すと、義母弟は大仰に天を仰いだ。

「えーとぉ……、オレ、帝位を継げるような才覚はないし、やりたいとも思わない。傀かい儡らいとして担ぎ上げられるのもゴメンだから、女狂いのどーしよーもない奴だと思われるようにしてたんだ」

「思われるようにしての、これまでの行動か!?　ハァ？」

　何を言っているのだこの男は。やりようは他にいくらでもあるだろう。それにこの女好きは生来のものだ。

「あっ……ハイ、女の子が好きなのは、そうです。ハイ……」

　呆れたため息が出る。

「それで、お前は何を怖がってる？」

「……シャフヤーン兄上は、オレを殺す……ことはないだろうけど、幽閉すると思う？」

　何度目か分からない「ハァ？」が出た。ジャミルが恐れていることは、確かに王家の慣習としてあったものだが今は撤廃され、当代も先代そんなことはしていない。

「しないだろ」

「いやだって、分かんないじゃん？　オレね、子どもの頃から何度もそういう夢みたんだよ……。何度も見るそれって、予知夢っていうじゃん。リヒトの兄上の瞳には不思議な力があるし、俺にもそういう力あるかも……って思うじゃん」

　同じ夢はいつかくる現実、そういう、御伽噺に近い迷信は確かにある。ただジャミルの場合は、繰り返し何度も考え恐れているからこそ、夢に現れてしまうのではないか。

「……兄上に聞いたらどうだ。笑って一蹴するだろ。母親だって同じなんだし、昔は懐いてたじゃないか」

「昔の話じゃん……オレ、シャフヤーン兄上みたいに優秀じゃないし、だらしないタチだしさぁ。物心ついたときには比べられてばっかで、兄上もオレのこと見下してるのかなって、思ったりさぁ」

　だらしない男にしか見えないジャミルは、兄弟のなかで一番繊細である。病弱な第二皇子がそう見られがちだが、奴は虚弱さを武器に自分の欲求を押し通す強かさがある。

「あのなぁ。兄上に比べたら皆優秀じゃなくなる。ジャミルは本来優秀で、仕事だって本当はできる奴だ。俺はそう思うし、兄上だって思ってる。だからもっとちゃんと仕事しろ。不安が解消されないのなら臣下に降りろ」

「臣下に降りたら、この宮取り上げられちゃうかもだしぃ。そしたらオレの美女たちどうするよ」

「だーかーらー仕事しろと言ってんだろ」

「リヒトの兄上みたいに仕事ばっかしてもなぁ……オレの美女ちゃんたちと遊ぶ時間も作らないと」

「お前な、この生活が許されるのはせいぜい今だけだ。ちなみに俺たちは許していないがな。彼女たちと仲良く過ごしていきたいのなら、本気出して働け。自分が思っているよりもずっと、本当は優秀なんだから」

　俯いて頷いたジャミルは、シャフヤーンともちゃんと話をすると言った。




　アティヤの支度には一時間かかると言われたので、リヒトは一旦館に帰り、出向帰りの汗や汚れを落とした。サイードは館の一階にある医務室で眠っている。ファーティマも一緒だ。彼女については、また女官勤めに戻りたいのなら、武術宮かここの館であればリヒトの一存で決められる。

　カインズに出向した皆も全員無事帰還したと報告を受け、ほっと胸をなでおろす。

　上も下も簡素な黒の衣装の上に、白い羽織を着る。護身用の剣を軽く一振りしてから鞘に収めた。医務室を覗くと、寝台に眠るサイードとファーティマ、薬棚近くの机で突っ伏して眠るカミールがいた。

　カミールは酷く疲れただろう。きちんとした寝台に運んでやりたいが、目を覚ますと絶対に「お供します」と言う。起こさないように、そっと医務室の扉を閉めた。

　翡翠の宮の前に着くと、数時間前に昏倒させた門番が扉を開けた。複雑な心境が顔に出ている。大広間に出ると、三人の女たちとともにアティヤがいた。絨毯に座り、楽器をつま弾きながら談笑している。もう仲良くなっているのか、楽しそうだ。

　リヒトに気付いたアティヤが、花が綻ぶように微笑んで駆け寄ってくる。真白い生地に銀色の刺繍が入ったドレストーブを着ており、よく似合っていた。

「お待たせ。帰ろうか」

　はい！　と頷いたアティヤを横抱きに抱え上げた。とても軽い。驚きながら咄嗟に腕を首に回してくるアティヤが愛おしくて、頬がゆるんだ。

　翡翠の宮の一人が近寄ってきて、アティヤに布で包まれた塊を渡した。そして、ドレストーブと揃いであろう銀色の刺繍の入った薄いベールをかぶせた。

「アティヤちゃん、これは私たちからの楽しませてもらったお礼。服も貰っておいてね」

　小さく驚きの声をあげたアティヤは少し躊躇ったようだった。

「ありがとうございます。大事にしますね」

「うふ。またいつでも遊びにきてね。待ってるから」

　アティヤはリヒトを見上げた。いいですか？　と眼差しが問うている。

　──アティヤに親しくする友人が増えるのはいいことだ。けれど、ジャミルの宮に行くというのは正直腹の底がズズッと重くなる。

　──でもな、狭量な男だと思われるのはもっと嫌だ。

　にこり、と笑みを貼り付けて頷いた。アティヤは嬉しそうに笑い、「はい！」と返事をしている。

　リヒトの心中がもれたのか、宮の女が人差し指で唇を押さえながら微笑んだ。

「うふふ。リヒト殿下もお待ちしております」

　ジャミルは彼女たちの尻に敷かれているのだろう。







　館の自室に戻り、ようやくほっと一息つけた。寝台に直行し、腕に抱えたアティヤを下ろす。少し恥じらいながら、嬉しそうに微笑む彼女を見て胸がぎゅっと掴まれたような感覚がした。

　──アティヤは微笑みだけで俺をころせるんじゃないか。

　リヒトも寝台に上がり、アティヤの輪郭を掬い取って唇に口づけた。いささか性急だったが、アティヤはぱちぱちと瞬いたあと目を閉じた。

　出向はほんの三日間なのに、アティヤに会いたくて仕方がなかった。もうすぐだと思っていたときに、あの知らせである。無事で良かった。本当に何かあれば、義母弟で第四皇子であろうと何をしていたか分からない。

　アティヤの唇を軽く噛むと、ゆるやかに口が開く。ねじこむように舌を入れ、彼女の甘やかさを味わう。ちゅっと音を立てて唇を一旦離し、後頭部を手で支えながら押し倒した。また唇に吸い付く。今度はアティヤから舌を絡めてきて、両腕がリヒトの首の後ろに回された。息をするのを忘れたように、時折唇の角度を変えて息継ぎをしている。

　可愛い。蕩けた吐息がリヒトを煽るので、もう裸に剥かれても仕方ないと思う。

　顔を上げて、アティヤを見つめた。頬は赤らみ、目を潤み、唇は赤く腫れている。リヒトも同じような状態だろう。リヒトの目線を受けて、アティヤはこくんと頷いた。

　首筋に唇を這わし、吸い付こうと考えてやめた。職場で見られるかもしれないし、浴場で同僚には丸見えだ。

「くすぐったいです」

　アティヤが身じろぎした。たおやかな手がリヒトの頭をフワフワと撫でる。癒され、どっと体が重くなった。蓄積した疲労だろうか。

「リヒト様？」

　アティヤの声が遠い。ただ、いい匂いがする。石けんの匂いに混じる、やわらかに甘いアティヤの匂いだ。

「おかえりなさい、お疲れ様でした。おやすみなさい、リヒト様」

　夢の向こうで、アティヤがそう言った気がした。







　目が覚めると朝だった。泥のように眠ったらしい。寝た感覚もないのに体が恐ろしく重い。アティヤと一緒だったはずだ。隣にいない。酷く焦り、寝台を降りて衝立の向こうの空間へ行く。いつもと同じ、絨毯の上に楽器がきちんと置かれている。

　どこまでが現実だ？　昨夜は一緒にここにいた、ジャミルのところに迎えに行った、兄上とカミールの差し金である薬が発端であることが心の底から認めたくないけれど正式に恋人になった。

　……なったよな？

　思考がまとまらず床を呆然と見つめていると、カチャカチャと部屋の扉の鍵を開ける音がした。慣れていない動きである。

「あれ、起きてる。おはようございますリヒト様。朝ご飯もらってきました。ごめんなさい、カミールさんに言われて勝手に部屋の鍵お借りました」

　武術宮の女官服を着たアティヤが盆を手に持って入ってきた。

　全部現実だ。ブルグルのリゾットを卓に置くアティヤを凝視しながら、寝ぼけた頭がようやく動き出した。そうだ、ものすごく腹が減っている。

「リヒト様、昨日全然召し上がってなかったと思って……きゃ」

　コップと水差しを取りに行こうとしたアティヤを後ろから抱きしめた。目を瞑り、ぐぐっと体重をのせるようにしてぎゅっと抱きつく。まるで大きい子どもだ。アティヤはリヒトの手の甲を撫でつつ、「一緒に食べましょう」と言う。彼女はきっと微笑んでいる。閉じた目を開いて視ると、今日も精霊たちが彼女の守護者のごとくお供していた。

　アティヤがこんなにも精霊たちに好かれている理由は、彼女の魂の性質だけではないだろう。遠くから見ているだけではなく、一緒に過ごすようになって思うのは、彼女自身が精霊のようなのだ。見た目の話でなく──だって精霊よりもきらきらしている──性質が、である。彼女は良くも悪くも考えない。ほとんど本能で決定していて、素直である。大地のように大らかで、風のように自由で、空のように清々しい。そういうところが精霊たちに好かれ、もしくは同族のように呼び寄せるのかもしれない。

　二人座って、いつもより早い朝食を食べる。

「なぁアティヤ、これを食べ終えたら──抱いてもいい？」

「──ごほっ」

　アティヤは噎せた。リヒトはケホケホと咳き込み続ける背中をさする。

「昨夜だって、本当はそうしたかった」

「けほっ……あ、はい、そんな雰囲気でしたね。お疲れで寝ちゃいましたけど」

「そおなんだよ……で、ええと、雰囲気もなくこういうお誘いで格好悪いけど、ちょっとうまく頭が回らない。今日はもうジャミルの事やサイードの事とかで臨時案件の仕事になるだろうし、アティヤも巻き添えだろうから、お昼までたっぷりイチャつきたい。嫌なら今朝はやめておくけど」

「それは、もちろん、いちゃいちゃしましょう」

　アティヤは顔色を変えずに言い、もぐもぐと咀嚼を再開した。

「……もっとスマートに誘いたいもんだなぁ……なんかガッついてるみたいでゴメン」

　世の中の男はどうやってそういう雰囲気にもっていくのだろう。自然とそうなった場合でなく、意図的に誘導したい場合。

　そう考えていることはお見通しのようなタイミングで、アティヤが言った。

「リヒト様のキスひとつで私はその気になりますよ。ふふ」

　無邪気に笑う顔を見て、どっと熱が灯った。どこに熱が灯ったかは言うまい。

「アティヤ、ほんと言うとね？　好きとか独占とか色んな欲が昨日からグラグラ煮詰まってるんだよ。そういう可愛いこと言うと、これからアティヤが大変な目にあう」

「可愛いですか。やったぁ」

「……。俺ね、ジャミルにあの露出の多い衣装を着たアティヤを見られたこと、今も苛々してるからね。っつーか、翡翠の宮に拐（かどわ）かされたって知らされたときの俺の焦燥感、分かる？　……思い出したらヤバくなってきた」

　リヒトはアティヤの手首を掴み、ひょいと立たせると担ぎ上げ、寝台にどさりと降ろした。上の服を脱ぎ捨てながら寝台に上がる。アティヤの両手首を掴み敷布に縫い付けるようにして組み敷いた。優しく口づけようと思いながらも、いつもより荒くなる。体中が熱く、全てにおいて性急だ。

「ごめん、止まらない」

　自分でも本当にごめんと思っているのか分からない蕩けるような声が出た。アティヤの瞳も熱っぽく潤んでいる。

「こういうリヒト様も……いい……」

　なんというか、本当に好きだなと思った。アティヤのことが。




　そうして、何度も気持ちよくなってもらってから、アティヤの様子が変わった。

「ま、待って、少しだけ休憩……！」

　這い出すように伸ばされた右腕の手の甲を、上から押さえつけるようにリヒトの手が握る。汗ばんだアティヤのうなじに唇を落とした。

「大丈夫、まだいける」

「あっ、ちょっとこれ、いつぞやの逆みたいじゃないですか！　仕返し、ですか!?」

　四つん這いに似た姿勢のアティヤが、同じような体勢で覆い被さっているリヒトを動きづらそうに振り向く。

「……？」

「そんな、分からないとでも言いたげに小首を傾げないでっ！　可愛いから！」

「じゃあアティヤがもっと楽な姿勢にしよう、はい、もっとペタンとうつ伏せになって」

「あっ、これは、きっと駄目なやつ」

「とか言いながら素直に言うとおりにしてくれるところ、可愛いと思う」

　そしてまた責め立てられて甘い悲鳴を上げる。のを、散々繰り返した。




「さすが、軍神さまはすごいですね……これまでは手加減してくれていたんですね」

「照れるなぁ」

「褒めてません」

　散々イチャイチャしてぐったりしたアティヤがリヒトを睨む。あのあと浴室に抱きかかえて連れて行き、体を洗われるのも、服を着せられるのも、リヒトが持ってきた昼食を手ずから食べさせられるのも、全てされるがままだった。今は寝台で寝転がり、楽器の手入れをしているリヒトを眺めている。

　やり過ぎたかもしれない。でも結局アティヤもついてくるのだから仕方ない。

「うう。えっちなことして仕事さぼってるのが罪悪感すごいです」

「昨日の働きを考えたら数日さぼっても釣りがくる」

　アティヤはきょとんとしている。自分がいかに類い希なことをしたか自覚がない。リヒトのように精霊が視える人もなかなかいないので、その才能を発掘され使われることもなかった。それは幸運であったと思う。

「もうすぐサイードたちのところへ行くけど、大丈夫？　来る？」

「行きます、大丈夫です。大事な話をするんですよね、私が聞いてもいいのですか？」

「この結末にもっていった張本人が何を言う」

「その節は……無理を押し通していただき、ありがとうございます」

　なかったことにする、というのはなかなかの力業だった。ただ──そうと決めてしまえば、一番幸せな幕引きだろう。最終的にはそれを可能にできるリヒトとジャミルが決断したのだ。

「サイードがジャミルを傷つけなかったから、なんとかこういう形に落ち着けたんだと思う。あの時、サイードを止められたのはアティヤだけだった。そしてすべてを有耶無耶（うやむや）にして、こういう流れにもっていったアティヤのゴリ押しのおかげ」

「えへへ……褒められちゃった……」

「褒めてるのは半分くらい」

　リヒト個人としてはよくやった！　と思う。ただ、本当は良くないのだ、多分。

　半分も褒められた、とアティヤは喜び、寝台の上をごろごろと転がっている。そういうところも可愛い。




　医務室にはサイードとファーティマ、一足先に着いていたカミールがいて、これまでの経緯を聞いた。

　ある日突然、最愛のファーティマがジャミルに攫われ、帰ってこなくなった。どうやらファーティマは翡翠の宮で囲われているらしいと知り、サイードの怒りと絶望が彼の内面を灼き尽くすほど燃え始めた。所用や階級がなければ内宮には入れないし、その奥にある翡翠の宮に行くこともできない。彼女さえ取り戻せば何だって構わないと思ったサイードは、武術宮に来るジャミルが第二医務室を勝手に使って女官をたぶらかしていることを知り、護衛も退室しているそこで脅そうと考え、毒入りの短剣を仕込んだ。特製の呪毒であり、普通では解毒が困難なものである。材料自体の入手は簡単であるので、自室で調合し、呪術をかけた。

「……俺に相談してくれたらよかったのに」

　リヒトが言うと、サイードは呆けた顔をした。

「そう、ですね。そのとおりでした。僕……第四皇子への憎しみしかなくて、そういう考えには全く及びませんでした……」

「いや、まあ、分かる。その気持ちは分かるけど」

「……ファーティマを奪ったあの男に、とにかく危害を加えたかったのかも、しれません」

　それもよく分かるのだ。

「そうですね、リヒト殿下なら……相談したら、力になってくれる人なのに、どうして僕は」

「それを言うなら私だって悪いの……私が弱かったの。あなたに、向き合うのが、どうしても怖かったの。あそこから出ようと思えばきっと出られた、なのに……」

　サイードとファーティマの顔が沈んでいく。特にサイードなんかは、病み上がりの顔がまた青く白く、土色になろうとしている。

「はい！　とりあえずやめましょ！　もう大丈夫ですもんやめましょう！」

　アティヤが空気をぶった切った。助かる。

　毒塗りの短剣を仕込んでからは、なかなかジャミルが現れず、やきもきしている間にアティヤが発見してしまった。勿論サイードはそのことに気が付き、内心穏やかでなかったという。表面上は何事も起こらず、普段と変わりない日常が続くのでなおさら不思議だっただろう。

「翡翠の宮の広間で、ワタシたちが全く動けなくなったアレは呪術ですか？　君が突然自分の腕をぶっ刺したアレです」

「そうです。術者の力量によって代償が必要で──自分以外の生物の動きを三秒ないし五秒、時を止める術です。反動がすさまじくて……里の血をひく者でないとできません」

「やっぱり、ワタシたちが知らない術は数知れずありそうですねぇ。あのときアティヤさんが動けたのは何故です？」

「それは多分、アティヤさんが精霊に好かれているからでしょう。効きが弱いだろうとは思っていたんですが、打ち破られるとは」

　サイードはそう微笑んだ。何故精霊に好かれていたら効きが弱いのか、何故アティヤは好かれているのか、カミールが詳しい説明を求める。「こういう脳筋おばかさんが好ましいのですかね」など失礼なことも零している。

「ううん……。まず、僕たちは呪術と呼ばず、精霊術と呼んでいます。万物に宿り、万物を成し、世界の約束である精霊の力を借りて、術を扱うからです。アティヤさんの近くにはいつも精霊がいますね、ついてきている。好かれやすい魂に、彼らと同質の性質を持つ人間がたまに生まれるのだと聞いてはいました。ただ、いつも近くに一緒にいる人というのは初めて会います。好かれやすいと言えば、リヒト殿下も近しいものを持っていますけど、視えるんですよね？　だから警戒されがちです。……精霊の力を借りて術を扱うので、彼らに好かれているアティヤさんは術への干渉が起きるんです。精霊の意思で」

「なるほどなぁ」

　リヒトはうんうんと頷いた。ぞっとするように言ったのはカミールだ。「それでいくと、アティヤさんが呪術師になれば最強で最高で最凶で最悪なのでは……？」

「確かに、アティヤさんが呪術師になれば歴史に名を残す大精霊術士になれるでしょう。旧ふるい旧い時代の再来、先祖返り、精霊の愛し子。ただその……僕たちの里は、幼児のころから精霊術を扱うための教育をみっちりと行います。日々の生活にも術を使うくらい身近な存在で、料理をするように農具を扱うように叩き込まれます。その……“勉強”をして呪術をある程度使えるようになったカミールさんが優秀な特例で……えっと……」

　サイードの言いたいことは分かった、ここにいる全員が分かった。彼はうまい言葉を探している。ただそのロスタイムが雄弁に語っている。

「はい、無理ですよね。私、そんなに頭が良いわけありません」

　引き継ぐようにアティヤが淡々と宣った。サイードは困った顔をしているのに対し、カミールはアルカイックスマイルで頷いている。

　アティヤが呪術師に……ううん……そうだな、……ごめんな。

「でも私、第二医務室に仕掛けられた眠り薬はばっちり効きましたよ？」

「多分なんですけど……あれ、そもそもは睡眠障害の人への眠り香なんですよ。仕事で疲れているアティヤさんに対し、精霊たちが良かれと思って効き目を強くしたんじゃないかと」

「そういうこともあるのか」

　精霊の愛し子というのも大変かもしれない。




　表向き、サイードに罰は下さない。ただ彼はもう、リヒトの手の内の呪術師として生きていくことになる。表向きは精鋭部隊の士官であり薬師、ということになった。週の半分は館の医務室に勤める予定だ。カミールは呪術師を手に入れることができて大層喜んでいた。

　サイードは本当にこれでいいのか。もう好きなときに里には帰れない。望まぬ術を強いられるかもしれない。人生が縛られる。リヒトはそれを問うたが、サイードは満面の笑みであった。

「構いません！　王宮でなく、リヒト殿下お抱えの呪術師ですよね!?　はは！　殿下のお望みとあらば、多少の無茶もしますよお任せください」

　前のめりの姿勢だった。曇りない瞳に、リヒトは心配事が増えた。

「……直ちに約束してほしいことが一つできた。昨日みたいに代償が必要な術については、事前にちゃんと説明すること」

「分かりました！」

　本当に分かっているだろうか。不安にさせられる。

　ファーティマは一旦、武術宮の女官勤めに戻ることになった。おそらく将来的にはこちらの館勤めになり、サイードの補佐をすることになるだろう。

　第一皇子に事の顛末を報告することと、残りの帳尻合わせはリヒトたちの仕事だ。まぁ、なんとでもなる。

　これにて、第二医務室毒塗り短剣仕込み事件は終幕したのである。











　　　　　　　○






「今夜も星が綺麗ですね、リヒト様」

　ドタバタしたあの日から二週間。リヒトの私室のバルコニーで、アティヤとリヒトはゆっくりとした時間を過ごしていた。リヒトはウードでしっとりした曲を弾いている。アティヤは彼の隣に横座りし、乞われれば唄を歌った。

「そうだな」

　毎日、俺の隣で眠っていて欲しい。そんなことを言われ、アティヤはそれはもう浮かれに浮かれたが、武術宮の一下っ端女官であるので突然実行に移すのは流石に難しかった。今は二日に一回という頻度でリヒトの私室に通っている。

　ただこのところ、リヒトの方が忙しかった。第一皇子との話し合いが増え、直近ではなんと皇子四人が一堂に会した。第二皇子が王宮に帰還することがまず珍しく、大事な話し合いであることは誰もが推測できた。連日会合が行われ、昨夜ようやく話がまとまったらしい。

「まず第二皇子がぶっこんできた。あいつ、中央神殿の近くで療養生活を送ってたんだけど、そこの巫女に一目惚れしたんだと。口説いて口説いて口説き落として、将来的に結婚を誓わせたらしい……やっぱあいつ怖……」

　リヒトは遠い目をしていた。宮廷では第二皇子に関する話題はあまりなく、アティヤには病弱なイメージしかない。ただ、リヒトの口ぶりからそれだけではないことが窺える。皇子の皆さまはかなり個性派揃いのようだ。

「体が弱いから皇帝は務まらない、僕は神殿の傍にいて、皇家との橋渡しの役目をするよ……だとさ。次に第四皇子のジャミルが、兄さんに勝る君主になれるはずもないので辞退します、と。俺は、前から伝えてあるとおり皇帝の器ではないし約束通り臣下に降りる、と言った」

　皇帝の座って、もっと奪い合うものではなかった？　とアティヤは思った。これはもう押し付けあっているように見える。

「シャフヤーン皇子殿下はなんと？」

「くそでかい溜め息をついて、『知ってたけど、お前らなァ……』って言ってた」

「……。仲良しですね？」

「歴代の中では仲はいいんだろうな、多分。それぞれの周りの思惑はどうあれ、俺たちはもうとうに決めていたんだ。シャフヤーン皇子が皇帝になる、ってこと。大事なことは、俺たちが大人になるまできちんと生き延びることだった。多分皆、一度や二度は毒を盛られたり暗殺されそうにはなってるけど、それが皇子個人の意思ではないことは分かっていたし、直に話しあったりもした」

　一度や二度は殺されかけるという環境がまず普通でないのに、リヒトは至って自然なことのように話す。そうやって生きてきたのだなと、何度目になるか分からない切なさを感じる。

「それ、嘘ついてるかもしれないって思ったことなかったんですか？」

　リヒトはぱちぱちと瞬いて、ほう、と感心した顔をした。

「よく考えついたねアティヤ」

「あの、馬鹿にしてます？」

「あはは。いや、馬鹿にはしてない、してないよ。ええっと、ジャミルはちょっと何考えてんだか分からないところはあったけど、すすんで皇帝なんてやりたくない面子が揃っちゃったんだよな。俺はね、それは良いことだと思ってる。自分も情も捨て去って、皇国に全てを捧げる覚悟が必要で、かつ有能でなければならない──適任はシャフヤーン兄上、四人全員がそう解っていた」

　リヒトは抱えていたウードを横に置いて、脚を伸ばした。

「それに俺ね、なんとなく人の嘘が分かるんだよ。分かるというか、視える、って感じなんだけど」

「精霊が視えることと関係してるんですね」

　リヒトは頷いた。アティヤはまた少し哀しくなった。嘘が分かるというのは便利で──きっと、心がすり減る。

「で、ちょっと話を戻すけど、シャフヤーン兄上が皇帝になるってことに俺たちで決めて、周りを固めていくためにちょっと最近忙しかったんだよ。もともとそのつもりだったし、一旦は大丈夫かな。それでな──」

　リヒトが立ち上がり、両掌を上にしてアティヤに差し出した。アティヤが手を重ねると、ぐいっと引っ張られ、至近距離で向かい合う形になる。

「俺は、近々臣下に降りて皇位継承権を放棄する。武術宮の将軍位はそのままの予定」

「そうなのですか」

　リヒトは握ったアティヤの手はそのままに、片膝をついて跪いた。「俺は皇子ではなくなるけど──」

　アティヤを見上げるその瞳は、いつもに増して輝き、真摯だった。

「アティヤ、俺と生涯を共に歩んでくれませんか。結婚してください」

　頭上には星が燦然と煌めく夜である。優しく、強く、たまに自信がなく、何よりも愛おしい人が、アティヤの一生と供に生きたいと乞うている。

　震えながらアティヤの手を取るリヒトは美しかった。

　──愛してる。

「……あ、アティヤ？」

　リヒトの瞳が揺れていた。アティヤはあまりの愛おしさに呆然としていたのだが、何の反応もみせないアティヤにリヒトが不安になっていた。

「はっ……はい！　はい！　よろしくお願いします。私と結婚してください」

　手をぎゅっと握り返すと、リヒトはへろへろと力を失ったように崩れた。そのままごろりと絨毯の上に転がり、大の字になって夜空を見上げる。見下ろすアティヤと目が合って、彼はくしゃりと笑った。

「良かった……。き、緊張した」

　可愛くて可愛くて仕方ない。アティヤは床に膝をつき、覗き込むように上半身を傾けていく。リヒトが下から手を伸ばし、アティヤの頬を撫でた。そして引き寄せるようにして──二人は優しいキスをした。










　──シャフヤーン皇帝の治世は穏やかで安定したものであった。経済は巡り、文化は花開き、以降の帝国を支える地盤をつくったと言われている。有名であるのが、四人の兄弟仲が良かったという点である。自他共に厳しい皇帝による厳格だが寛容な統治、第二皇子は神殿との橋渡しを、第三皇子は将軍として、第四皇子は副宰相として、皇帝を支えた。ときおり四人で宴会を開くほどの仲の良さであったという。

　第三皇子のリヒト将軍については、他の興味深い記録も残っている。愛妻家であった彼とその妻は、精霊に祝福された夫婦として知られていた。彼の特技はウードの演奏であり、母譲りの才は玄人顔負けの腕前だったようだ。妻のアティヤは元踊り子で、彼の演奏で踊る様子を度々目撃されていたらしい。その情景は昼でも夜でも不思議ときらきらした光に満ち溢れていて、見た者は幸せな気分に包まれたという。

　二人について、精霊にまつわる逸話がいくつかあるのだが──それはまた、べつの場所で話すとしよう。


　　　　　──歴史家　リチャード・ガラン『オスマニア帝国史』より










外伝　カミールのある日









　カミールはこのところ充実した日々を送っている。サイードが呪術師と分かってから、彼に師事し、呪術の研究が進んでいるのだ。飽くなき知的欲求と探求、これ以上無い先達の存在。

　しかし、予想外のこともある。

「呪術って、結構運任せなところがあるんですねぇ。知りませんでしたよ」

「精霊は気まぐれですからね」

　術が複雑に、高度になればなるほど、精霊の気まぐれによる影響が大きいのだ。彼らの力を借りて行う前提なのでブレ幅も大きい。

「それと、医療系の術がほとんどなんですね」

「いや、本来はそうでもないんですけど、治療術以外はほとんど門外不出というか、里出身の者しか扱えないんですよ。命を盾に迫られても、それは無理です」

「なるほど。申し訳なさそうに言いますけど、治療術だってものすごく有り難いものですよ」

「はは。でもカミールさんはちょっと期待外れなんでしょう？」

「まさか！」

　サイードが体を張って行使した時を止めるような術は、出身以前にカミールには無理な領域だと分かっている。呪術は努力すればどうにかなるものではない。才能と呼ぶのか性質と呼ぶのか──天性のものがいる。

「ただまぁ……こう何度も調合を繰り返して、失敗続きだと萎えますね」

　カミールが手元の薬草を力任せにごりごり擦ると、サイードは苦笑した。

　そう、もう七回も失敗続きなのである。術も順番も配合も間違いはない。精霊の気まぐれである。

「ふむ。そうですね……精霊が多くいそうなところの方が、成功する確率は上がりますね」

「それ、先に言ってくれません？　ここ、精霊います？」

「いないです」

「おい」

　二人は中庭に移動した。水も緑もある、憩いの場である。サイードはきょろきょろと見回し、精霊を探しているようだった。

「どのへんにいますか？」

「うーん。いそうなのに、今はいませんね。……そうだ、今日はアティヤさんこっちにいますか？　館での勤務増やしてますよね」

「アティヤさんですか？　呼んでもらいましょうか」

　未公表であるが、アティヤは殿下の婚約者となった。何かしら働いていたいと言うので、今は館での勤務を増やし、主にリヒトの身の回りのことをしている。正式に婚姻を結んだ後は、二人の愛の巣にでも引きこもっていてほしいのだが、彼女はじっとしていられるタイプの人間ではない。カミールの小さな悩みの種である。

「お呼びですかー？　あ、サイードさん、今日はこちらにいたんですね。どうですか、カミールさんに無理難題を押しつけられたりしていませんか？」

　ひょこりと女官着で顔を出したアティヤは、来て早々カミールに喧嘩を売った。リヒトの侍従に対してなんたる無礼。しかしアティヤがこうなった要因は確実に自分にあるのだった。

「お疲れ様ですアティヤさん。一つお願いがありまして。治癒力を高める薬を作ろうとしているんですが、どうもうまくいかず。やってみてもらえませんか？」

　アティヤは首を傾け、キョトンとした。黙ってこういう顔をすると、彼女がいかに可愛らしいかが分かる。黙ってじっとしていれば、深窓で高嶺の踊り子なのだ。勿論、カミールのリンリーの美しさには霞むが。

「私にもできるんですか？」

「ええ、もう準備しています。右から順に小皿の中身をこの器に入れて、一回ずつ混ぜ合わせてください。それだけです」

　器の下にはカミールが描いた魔方陣がある。それぞれの小皿には、分量通りの薬草、種を磨り潰した粉末、搾り取った液体など、準備するまで少し手間のかかる原材料が用意されてある。

「それだけですか？」

「はい。あ、できれば楽しげにやってもらっていいですか？　歌いながらとか」

「……ふむ？」

　アティヤは眉を寄せて難しい顔をつくったが、ひとつ頷くと納得したらしく、鼻歌を歌い始めた。こういう馬鹿正直な……いや、素直なところは彼女の美点だろう。ぼんやりしているようで勘は鋭いので、悪いことには騙されないのもすごいと思っている。カミールは、彼女を見ていると本能で生きる野生動物と接している気分になることがある。

　いくつかの薬草を混ぜ、一つ目の液体を入れると、中身が濁った緑色になった。ここまではカミールたちと同じである。乾燥させた別の薬草を入れ、次に三種の柑橘の絞り汁を加えたとき、中身が突然透明な黄緑色に変化した。

「えっ、なん、なんで!?」

「流石です！　アティヤさん大成功です！　わ～会心の出来ですよ」

「んん？　なんだかよく分からないけど、良かったです」

　ふ、不公平じゃないか？

　カミールは口をあんぐりと開け、言いようのない理不尽さと無力感にさいなまれた。アティヤに対して八つ当たりしたくなる。その気持ちがバレたのか、サイードがカミールの肩をポン、と叩いた。

「カミールさん、これが、呪術の世界です」

　なるほど。アティヤが馬鹿でよかったかもしれない。でなければ国が乗っ取られる。

「しかし……これは、他の薬も試したくなります」

　サイードの呟きに、カミールは閃いた。将来的に、アティヤは館でサイードの助手をしてもらうのはどうか。ファーティマは館で働くことになるだろうし、カミールの最愛のリンリーには、アティヤの侍女にならないかと提案するつもりだ。その前に、そろそろ結婚の申し込みをしなければならないのだが……。

「そうしましょう！　女官長にはワタシから話をつけてきますので、アティヤさんはサイードさんを手伝ってください。今日は医務室勤めの体験日ということで」

　いいんでしょうか、と言ったアティヤに「あちらでもさして役に立ってはいないでしょうし、いいでしょう」と言ってしまうあたり、カミールに対して態度が冷たくなるのも無理はない。カミールも、アティヤ以外にこんな冷たい台詞はあまり言わないのだが──言ったら結託した女たちから総攻撃される──つい言ってしまうのだ。リンリーにも怒られるが直らない。言われたアティヤは呆れた顔をして「ハーイ」と返すのみであるのも、増長する理由かもしれない。

「……カミールさんって、アティヤさんに対しては辛辣ですよね。僕はよく聞きますよ、アティヤさんが働き者だって」

「ありがとうございますサイードさん。あれですよ、カミールさんが私の扱いが雑になりがちなのは、だーいすきな殿下をとられて面白くないからなんですよ。殿下のこと大好きだから」

「はぁ!?」

　──この女、そういう風に思ってたのか!?

「ああ、なるほど」

　サイードはやけに納得した表情で頷いている。彼もそう思うのか？

「は!?　サイードさんまで何言ってんです!?」




　それから三人はせっせと薬を作った。カミールは魔方陣を描き、サイードが添削する。

「きれいに描けているんですが、もっと絵を描くような感覚の方が良いと思います。式じゃなくて精霊の力を迎え入れる絵なんですよ。ここは大地を意味し、蛇行したこの模様は流れゆく川、そして草木が育っていく……じゃないですか」

「最初から言っといてくれます？」

　サイードはハッとした顔になり、「里では当たり前だったので……すみません」と謝られた。呪術というものは想像していた以上にあやふやなもので、聞くべきことがたくさんありそうだ。

「そういえばサイードさん、翡翠の宮の浄化作業はどうですか？」

「順調ですよ。あと半年はかかるでしょうが」

「あなたがあの宮のために働くとは、意外でしたけどねぇ」

　サイードが言うに、ジャミル殿下の翡翠の宮は濁った氣が漂い、こびりついているらしい。それは昔のものなのだが、自ら消えることすらできなくなっていると。それを清めたいと言い出したのは彼だった。

「あそこに住む皆さんのためと、精霊術士としての本分ですよ」

「宮のお姉さんたち、体の調子が前より良くなったって言ってました。ありがとう、って伝えてねって」

「それは良かったです。あれだけ氣が濁っていても酷い害がなかったのは、皆さんの明るさと生命力のおかげだったと思います。アティヤさん、最近あちらの方々と仲がいいですよね」

「よくお呼ばれするんです。踊り子時代の姐様たちに雰囲気とか似てて、私も楽しくて。そして迎えに来てくれるリヒト殿下を、お姉さんたち心待ちにしてるんですよ……」

「それね、ワタシも巻き添えになってますからね」

　そして、何やら言いたいことだか相談したいことがあるらしいジャミルがリヒトを手招きするのだ。仕事も適当、堕落しきった生活をしていたジャミルは、人が変わったように真面目に仕事をするようになった。カミールの耳に入る程なかなかの優秀さを発揮しているらしく、皇宮の政務官たちは驚きやら嬉しいやら、はじめからちゃんとしろ！　という怒りやらでめまぐるしいらしい。

　そんな彼も悩み事があるようで、リヒトを奥の来賓室に引っ張って酒やご馳走を出してくる。以前とは比べものにならないほど、リヒトとジャミルの仲が急接近していた。

　──我が君、面倒見いいし優しいしなぁ。

「よし、今日はこれで最後にしましょう。一番難しい……というか気まぐれな術ですから、うまくいかなくてもしょうがないと思ってください」

　時間も黄昏時である。今から混ぜ合わせていくのは、刺し傷や重度の火傷などの酷い傷にも対応できる塗り薬だ。

「ねぇサイードさん、精霊がたくさんいてくれた方が、成功率は上がるのですよね？」

「ええ。今もアティヤさんの周りに、七つほど煌めきが見えるから十分ですよ」

「……ねぇカミールさん。リヒト様ってもうすぐお仕事終わりな時間ですよね、一応」

「まぁそうですけど。あなた何考えてんです？」

「うふ。リヒト殿下の演奏、聞きたくはないですか？」

　ちょっと待っててくださいね、とアティヤは執務室へ駆けていった。カミールは止めなかった。多分、リヒトもそうしたいからである。アティヤとサイードは調合に夢中で気付かなかったようだが、途中、ちらりと羨ましそうに窓からこちらを見つめるリヒトを目撃してしまったのだ。

「アティヤさん、まさか」

「そのまさかでしょうね」

　しばらくして、アティヤはリヒトと連れだって中庭に帰ってきた。リヒトの手には装飾の美しいウードがある。カミールの主は、嬉しそうににこにこしていた。

「殿下に演奏していただこうと思いまして！　私は歌うので、サイードさんが調合してください」

「はぅっ！　わ、分かりました！」

　リヒト信奉者といっていいサイードは胸を押さえて興奮にうめいた。

　リヒトがウードの表面を指で叩き、拍子をとった。深く悩ましい音色が響く。低い旋律に、アティヤの高く柔らかい歌声が重なった。

　カミールは震えた。両腕に鳥肌が立つ。

　カミールは精霊が視えない。けれど、一瞬にして空気が変わったことを肌で感じる。草花はすっと立ち上がるように背を伸ばし、木々はざわざわと揺れた。

　視界に入るすべてが歌い出し踊るような、高揚していく感覚。夜空に瞬く星を見上げたときのキラキラが、眼球に貼り付いたような。

　──すごい。

　ふと中庭から周囲を見渡すと、館で仕事をしている者たちが、感動と衝撃に呆けた表情でリヒトとアティヤを見つめていた。柱廊下にどんどん人が出てくるが、誰も中庭に入って来ようとはしない。神聖なものを見ているような、厳かな雰囲気ですらあった。

　アティヤが歌い終え、リヒトが最後の弦をつま弾いて終えると、万雷の拍手が鳴り響いた。目を閉じていたため気付いていなかったアティヤはビクッと肩を震わせ、リヒトはそんな彼女に向けて微笑んだ。普段は見せない甘く優しい顔に、目撃した者たちの顔が赤くなる。

　サイードは両膝を地面に着き、両手を合わせて天を仰いでいた。

「ええと、サイードさん？　結果はいかがですか？」

「最の高の出来です。お二人素晴らしいです。はぁー……」

「確かに、この光景はすごいな。皆にも視えたらいいのにな」

　リヒトは首を回してあたりを見、快活に笑った。主はサイードと同じく精霊が視えるのだ。サイードが言うには、隠れ里の上級精霊術士と同じかそれ以上のレベルだそうだ。

　リヒトは嬉しそうに、明るく軽い拍子の曲を弾き始める。

「踊ってよアティヤ」

「え、今ここでですか？」

　リヒトが頷くと、アティヤは困ったようにゆるく微笑んだ。静止してポーズをとると、きり、と表情を改め、軽やかに足を運び、跳ねて、回って、踊り出す。

　館にいる者は仕事の手を休め、今や二人に魅入っている。サイードとカミールもだ。

　この館の主とその恋人による、贈り物である。

「このお二人……使える……！」

「ちょっとサイード氏？　皇子とその恋人ですよ？　使えるってアンタ」

「カミールさんにはまだ分からないですよね。この尊さ、この貴重さ、この二人が結ばれているという奇跡的な巡り合わせ……！　もしも隠れ里にお連れしたら里長はじめ皆が一致団結し、なんとしてでもお二人を王都に帰さないよう引き留めて、骨を埋めるまで暮らしてもらおうと策略を練りますよ」

「……え？」

「皇子だろうがなんだろうが関係ない位、ヤバいんですよこの二人」

「ひょえ……」




　カミールとサイードの目論見通り、数年後のアティヤは館の医務室勤めになる。そこにはファーティマもリンリーもいて、和やかな日々を送ったという。

　リヒト閣下とその妻アティヤによる中庭の宴は、館に勤める者の癒やしであり、褒美であったそうだ。








〈終〉
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